
    
      
        
      
    

  















































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「ねーねー、先輩。デートしましょうよ〜」

「要求が直接的になってきたな。何度も言うが、俺に遊んでる余裕などない」

　放課後の教室、いつものように自主的に居残り勉強中。

　そして、いつものように亜あ月づきが俺の前の席に居座って妨害中。

「先輩、あたしならそんなガリガリ勉強しなくても先輩のすべてを受け入れますよ？　大人になったらお酒とタバコを買ってきますよ？　タンスを漁あさってあたしの貯金通帳を盗んでギャンブルにつぎ込んでも許しますよ？」

「おまえ、どんな未来を思い描いてるんだ!?」

　典型的なダメ男じゃねぇか。しかもイメージが昭和じゃねぇか。

「なるほど、目的はあくまで身体からだというわけですね。しっしゅんきぃ♡」

「思春期じゃなくて欲望まみれなだけだろ、それ。いいから、おまえは先に帰れ。俺はもう少し勉強していく」

「ええ〜、期末も終わったのに〜。今、遊ばずにいつ遊ぶんですか、先輩！」

「俺に遊んでいい時期なんかない。常に勝ち続けなきゃいけないんだからな」

「果たして、そうですかねえ……」

　亜月が頰ほお杖づえをついて、ジト目で意味ありげに見てくる。

「勝っちゃったから、こんなことになってるのに……まだ勉強してていいんですか？」

「くっ……！」

　こんなこと──確かに、俺が想定していなかった事態が起きてしまっている。

　それは半分は、俺のせい──いや、ほとんど俺が悪いのかも。

「というわけで！　なにもかも忘れて、あたしと遊びましょう！　お姉ちゃんにシたいことさせるって言いましたけど──なんなら、お姉ちゃんにはできないことまでシちゃってもいいですよ？」

「も、揉もむとかか……？」

「どんだけ揉みたいんですか！　いいから、遊ぶんですよ！　夏は待ってくれません！」

　……残念ながら、亜月の言うことにも一理ある。

　俺が一度しかない高二の夏にこだわっているのも事実だ。

　ただし、俺が高二の夏をともに過ごしたいのは亜月ではなく──

　それを口に出せるほど、無神経にはなれないけれども。











１　先輩はあたしに告ったことになってますから






　俺には、好きな女子がいる。

　天あま詞つか彩あや陽ひ──彼女とは一年生、二年生と続けて同じクラスだ。

　彩陽は長い黒髪がよく似合う清せい楚そな女子で、とんでもなく可か愛わいい。

　スタイルも抜群で、胸は豊かなのに腰は信じられないくらい細くくびれてる。

　制服は着崩すのがオシャレ？　彩陽を見れば、そんなのはただの戯ざれ言ごとだとわかる。

　彩陽には校則通りに着た、水色のスクールベストと膝丈のスカートがよく似合う。

　頭脳明めい晰せき、スポーツ万能で、音楽や美術まで得意。

　なにより、優しく穏やかな性格はまったく嫌味がなく、周囲の人望を集めている。

〝天使〟などというひねりがないあだ名がつけられるのも当然だ。

　もっとも、俺はそんな優しく綺き麗れいな彩陽を元は嫌っていたのだが──

　一年生の学園祭での彼女との短い会話が、その嫌けん悪おをまるっきり逆にひっくり返した。

　シンプルに言うと、好きになってしまった。

　その当時、最悪の劣等生だった俺は、せめて一つくらいは彩陽に勝るものを持ちたいと、猛勉強を始めて。

　全国でも屈指の名門校で、学年ビリから一気に駆け上がっていき──

　遂ついに、二年生一学期の中間テストで彩陽の順位を越えて、学年トップに立った。

　彩陽を越えたことをきっかけに、彼女に告ろうとしたのだが──

「いやー、今日も暑いですね。実はこの前、渋い甘味のお店を見つけて、そこのかき氷が気になってるんですよ！　理り玖く先輩、今から行きません？」

「……まだ昼休みだ。堂々とサボリに誘うな」

　俺は、隣を歩く後輩女子をじろりと睨にらむ。

　昼休みの廊下を並んで歩いているこの後輩は、天詞亜あ月づき。

　名前でわかるとおり、彩陽の妹だ。俺たちの一つ下の、一年生。

　明るい茶色のセミロングの髪、校則ガン無視のピンクパーカー、超ミニのスカート。

　優等生が多いこの貴き秀しゅう院いん高校では珍しい、ド派手な女子。

　しかも校則を無視して教師に叱られようが、軽くスルーする鋼はがねのメンタル。

　彩陽とは見た目も性格も対照的で、知らない人間が見れば姉妹だとは思わないだろう。

　今年の春に入学してきたこの後輩は──先日、俺の決死の彩陽への告白を妨害してくれやがった。

　俺が書いたラブレターを知らぬ間に改かい竄ざんするという、予想もしない方法で。

　それから亜月は妨害のお詫わびだの、〝レベル上げ〟だのを持ちかけてきて、俺は平穏からはほど遠い初夏を過ごすハメになった。

　なんだかんだで、挨拶をする程度だった彩陽との距離が縮まったともいえるが──

　どこまで亜月の狙いどおりだったかは怪しいものだ。

　天詞亜月は、あけっぴろげに見えて、なかなか本心を見せない。

　この後輩は、とんでもない隠し事をしてやがったからな！

　俺が彩陽を好きになったきっかけ──学園祭で言葉を交した彩陽は、姉に化けて校内に潜り込んできていた亜月だった。




　俺が好きになった相手は、彩陽あねではなく亜月いもうとだったのだ──




　いや、それでも一年生の学園祭のあとから二年の夏まで、俺が見てきたのは紛れもなく姉の彩陽。

　真実を知ったあとでも、彩陽を好きだという気持ちに揺らぎはない。

「なんですか、パイセン。亜月ちゃんの顔をじろじろ見ちゃって。もう身体は隅々まで見て飽きたから、あえて顔に戻ってみた感じですか？」

「おっ、おまえ……！」

　近くを通りすぎた数人の女子が、ドン引きしてた……！

　ていうかこの女子たち、俺のクラスメイトでは……!?

　弁解する暇もなく、女子たちは足早に去ってしまう。

「亜月ーっ！　おまえ、なに言ってくれてるんだ!?」

「大丈夫ですよ、先輩はあたしに告ったことになってますから。肉体関係があってもおかしくないでしょ」

「おかしい！　おかしいが……くっ、なんでこんなことに！」

　俺は、つい数日前に彩陽に二度目の告白を敢行した。

　ただし、そのときの彩陽はわけあって亜月に変装中だった。

　黒髪清楚な彩陽と、茶髪で軽そうな亜月。

　二人の姉妹はぱっと見は対照的だが──実は顔形や身体付きは双子と言ってもいいくらいそっくりなのだ。

　ウィッグをかぶり、制服の着こなしを変えるだけで、姉は妹に、妹は姉に見事に化けてしまう。

　少なくとも、素人しろうとには見分けがつかない。

　天詞姉妹がそこまで瓜うり二ふたつだということを校内で知っているのは、俺ともう一人だけだろう。

　俺は、妹に変装していた彩陽に告白した──しかも衆人環視の前で。

　他の生徒たちが多くたむろっている昼休みの中庭での告白は、あっという間に校内に知れ渡った。

　二年生の風ふ堂どう理玖が、あの天詞彩陽の妹に告ったと──

　ふざけんな、〝天詞彩陽の妹〟じゃなくてちゃんと天詞亜月って名前で噂うわさしてやれ。

　いや、俺の個人的な怒りはともかく。

「まあ、元々あたしと先輩がイチャついてるのはけっこう知られてましたからね。むしろ、まだ告ってなかったのかと驚かれるレベル」

「……別に周りがどう思おうが、俺の知ったことじゃない。風堂理玖が亜月と付き合ってないことは俺自身がわかっていればいいんだ」

「でもほら、あたしと先輩のツーショットがＳＮＳで流れてたりして、噂はもう事実に変わってますよ」

「その写真、流してんの亜月だろ!?」

　亜月が見せてきたスマホの画面に、俺と亜月が並んで菓子を食ったり、勉強したりしている写真が次々と表示されていく。

　俺はそんな写真、撮った覚えすらない。

　亜月がこっそり隠し撮りして、ＳＮＳに放流しやがったんだろう。

　こいつ、リアルでは友達いないみたいなのにＳＮＳでは校内の連中と繫つながってんのか。

　相変わらず、俺へのイヤガラセだけは手間を惜しまねぇ……。

「ところで先輩、そんなことより」

「そんなこと、で済ますな。あの天然の彩陽まで本気にしたらどうすんだよ」

　彩陽は、俺と亜月の関係については知っている。

　そもそも、彩陽本人は自分が告られたことはわかってるのだから、噂など信じるはずもないが……。

　彩陽はド天然なので、どこかで面白おかしく勘違いして信じてしまう可能性はある。

「まあ、先輩がいいならいいんですけど。あたしは関係ないですし」

「ん？　まだ他になんかあんのか？」

「今日じゃなかったでしたっけ？　期末テストの順位発表」

「…………あっ!?」

　そうだった、完全に頭からすっぽ抜けていた。

　俺たちが通う貴秀院高校は〝超〟がつくほどの名門私立。

　定期テストの順位発表は、生徒たちにとって最大の関心事と言ってもいい。

　学年ごとの上位五十名までの氏名と合計点数、順位が廊下に貼り出されるのだ。

　俺たちは今まさに、その結果が貼り出される廊下の前にいた。

　既に貼り出されているらしく、人だかりができている。

「おい、ちょっと通してくれ！　悪いな、通るぞ！」

　俺は持ち前の図太さで、迷惑がられるのもかまわずに人垣をかき分けて順位表の前に立った。

　一年生から三年生まで、上位五十名の名前がずらりと並んでいる。

　二年生の一位は──

「おっ……おおっ……おっしゃあっ…………！」

　一位　風堂理玖　八八五点

　念のために一度目を閉じて、再確認。

　間違いない、風堂理玖──俺がトップだ！

「はぁ…………」

「っとっと。先輩、先輩。お気を確かに」

「あ、ああ。悪いな、亜月」

　気が抜けて倒れそうになった俺を、亜月が支えてくれていた。

　図太さでは俺をはるかに上回るこの後輩も、当然のように最前列に来ていた。

　亜月は、順位を確認したら俺が倒れそうになることを予想していたらしい。

「これで、一学期の中間に続いて二度目の学年トップですか。まぐれじゃなかったんですねえ」

「なんとでも言え。貴秀院はまぐれでトップが獲とれるほど甘くねぇよ」

　入学して最初のテストでは四七五人中四七五位を獲ったことを思えば、奇跡と言ってもいいくらいだが。

「っと、そうだ。二位は──」

「ウチの姉っすね。へえ、これは凄すごくないですか？」

　あまり興味なさそうに、亜月も目の前の順位表を眺めている。

　二位　天詞彩陽　八七一点

「十四点差か……」

　前回の中間テストでも俺が一位、彩陽が二位だった。

　だが、点差はわずか三点。

　それこそ、まぐれ勝ちと言われても否定できないほどの差しかなかった。

　だが、今回は十四点差──

「なあなあ、これは俺の完勝と言ってもいいんじゃねぇ？」

「は、はい。そ、そうですね」

　俺が亜月の肩を摑つかんで揺さぶると、なぜか後輩は動揺したような声を上げた。

　心なしか、顔が赤いような気がする。

「なんだ、どうしたんだ？　ああ、亜月の名前は──ないか。おまえ、五十位以内に入らなかったからって、恥ずかしがることもないだろ」

「この人、あたしがマジでそんなことで恥ずかしがると思ってんの……つーか、不意討ちで触ってくるとか、先輩も天然だよ……」

「なにをブツブツ言ってんだ」

　いや、それはいい。

　とにかく、勝ちは勝ち。今回は点差も文句無しだろう。

「えぇ……………………」

「ん……？」

　ふと、横を向くと。

　見慣れた黒髪と、整った横顔があった。

　というか、彩陽だった。

　ただでさえ大きな目を見開いて、ぽかんと口も開けて珍しく間が抜けた顔をしている。

　そんな顔も可か愛わいい──じゃなくて。

「…………風堂くん、おめでとうございます」

「え？　あ、ああ。ありがとう」

「さすが……風堂くんですね……」

　俺を讃たたえながらも、彩陽は順位表に目を向けたままこちらを見ようともしない。

　いつも礼儀正しい彩陽にしては珍しい。人の目を見ずに話しかけてくるなんて。

「あー、これは……やべーかもですよ」

「な、なにがだ？」

「もう先輩は知ってるでしょ。姉が──負けず嫌いだってこと」

「…………」

　彩陽はぽかんとしてるように見えて、実は悔しがってるのか？

　ただ、負けたのが悔しいからってヤバいってことにはならないよな？

　だが──黙ったまま順位表を見ている彩陽からは、どうにも不穏な雰囲気が漂ってる。

「あの、彩陽さん……？」

「フ、フウドウくんはまた頑張ったみたいだね……」

「今回の期末、ちょっと難しかったし、運次第みたいなとこもあったよね……」

　友人らしき連中が彩陽に次々と声をかけているのに、彼女は聞いてないようだ。

　俺の名前を間違えて覚えてるヤツも気になるが、誰にでも人当たりのいい彩陽らしからぬ態度が異様すぎる。

　もしかしてこれ、本当にヤバいのか……？







　──そんなことがあったのが、つい数時間前。

　放課後になって居残り勉強を始めても、昼休みの彩陽の横顔が頭から消えない。

「ねーねー、パイセンパイセン。ふと思ったんですけど」

「なんだよ？」

　俺の前の席に居座ってる亜月が、ニヤニヤしながら話しかけてきた。

　こいつは昼休みに続いて、放課後もせっせと俺にまとわりついている。

「好きな女子に勝負で勝って告るって、ラノベとか漫画ではよくある展開ですけど、これってむしろ逆効果なんじゃ？　負けて嬉うれしい人なんていないですよね？」

「うっ……」

「俺はおまえに勝った！　さあ付き合え！　とか、マウント取りに行くにもほどがありますよ。それでハイ付き合いますなんて、よほどのドＭでもなきゃありえませんね」

「ううっ……！」

　前に亜月に「テストに勝ったから告るなんて、ただの先輩の都合」みたいなことを言われたが、今日のこの話も正論だ……。

「自分に勝った相手なんて、好きになるどころかむしろ憎ったらしいでしょ。先輩は、お姉ちゃんを敵に回しつつあるのでは？」

「あ、彩陽はテストで負けたくらいでクラスメイトを敵視するような器の小さい奴やつじゃないだろ」

「それはどうかな〜ｗ」

「楽しそうだな、亜月……ま、まあ悔しがることはあっても、嫌われたりはしないだろ」

「それは希望的観測というのじゃよ、パイセン」

「五十位以内に入れなくても、難しい言葉を知ってるじゃねぇか……」

「そりゃ、最近は鬼家庭教師にビシビシ鍛えられてますからねえ」

　亜月は、パーカーの袖で口元を隠してるが、間違いなくほくそ笑んでいる。

「でもマジな話、これは亜月ちゃんにも予測がつかない展開ですね。この前は三点差で先輩が勝ったんでしたよね？　お姉ちゃんは完敗とか言ってましたけど、実際そのくらいの差ならショックも小さかったでしょ」

「彩陽は噓うそをついたり見み栄えを張ったりするタイプでもないだろう。それでも、あいつの言葉を鵜う吞のみにするなって言ってんのか？」

「そんなこと、あたしに訊きかれても」

「思わせぶりに言っといて、ぶん投げんなよ！」

　俺、盛大に時間の無駄遣いをしてねぇ？

「いやいや、マジでわかんないんですよ。だって、ウチの姉に大差をつけて勝った人なんて、歴史上初めて出現したわけですからね」

「そんな壮大な話なのかよ」

　いや、亜月の言い回しはともかく、わからん話でもない。

　彩陽はすべてにおいて優秀、常に連戦連勝の人生を送ってきたはずだ。

　そんな才女が初めて誰かに負けて──しかも二度目、しかも言い訳できない点差。

　彩陽が初めての状況で、どんな感情を抱くか。

　それは、妹である亜月にもわからない。

　あるいは、本人にすらも……？

「先輩、調子に乗って二連勝したりするから」

「…………」

　亜月と話しながらも動かしていたシャーペンが、ぴたりと止まる。

　俺の向学心は、どんな状況でも揺らぐことはない──はずなのに。

　ノートの余白を見つめたまま、だらだらと冷や汗をかくことしかできない。

　やべぇ、もしかして俺やっちゃった？

　確かに、彩陽に二度勝つ必要なんて特になかったんだよな……。

　彩陽に成績で勝ったらそれをきっかけに告りたいとか、唯一の武器である学力で彩陽を越えるしかないとか、全部俺の都合──俺の思い込みだ。

「でも、先輩。ここで逆転の発想ですよ」

「おまえの発想、嫌な予感しかしないんだが」

　亜月が提案してきた〝レベル上げ〟から始まったドタバタは、最終的に学園祭でのとんでもない真実を掘り起こしてしまった。

　別に俺はトラブルを望んでるわけじゃねぇんだよ。

「どうせ、ここから姉がどう出るかわからないんです。だったら、敗北者をさらに追い込んで、さっさとリアクションを起こさせましょう。生殺しが一番よくない」

「アホ、結果が出たのはついさっきだぞ。今日明日くらいは彩陽の出方を待ってもいいだろう──って、おいっ!?」

「先輩、隙だらけですよ♡」

　亜月が、机の上に置いていた俺のスマホを拾い上げて液晶画面を俺に向けている。

　そして、顔認証でホーム画面のロックが解除されてしまう。

「あっ、こら！　亜月、てめぇ！」

　スマホを取り戻そうと手を伸ばしたが、一瞬遅かった。

　最近は安い機種でも顔認証があるのがアダになるとは！

　亜月は俺の手をかわし、ふわふわ〜っと浮かぶような足取りで席から離れる。

「ＪＫたる者、高速ＬＩＮＥ送信をたしなまないとですね！」

「おいっ!?　おまえ、誰にＬＩＮＥ送ってんだ!?」

　俺も立ち上がったが、やはり遅い。

　亜月は目にも留まらぬ速さで、スマホの画面をタップしまくってる。

　誰に送ってるかなんて明白だ。

　まさか、俺のオヤジや中学時代の友達に送ってるはずもない。

「亜月、マジでなにを送ったんだ!?」

「きゃんっ♡」

　可愛い悲鳴、上げてんじゃねぇ！

　俺は亜月の肩を摑み、スマホを取り返して素早く画面を見る。

　ＬＩＮＥのトーク画面が表示されていて、言うまでもなく相手は彩陽。

《悪いが今回も勝たせてもらった》

《あれだけの点差なら、天才の彩陽お嬢様も負けを認めるしかないよな？》

《才能にあぐらをかかず、たゆまぬ努力を続けた者が勝つんだ》

「うーん、煽あおる煽る〜♡」

「煽る〜、じゃねぇ！　亜月が煽ったんだろ！」

　しかも、取り返しのつかないことに既読がついている……。

「つーか、このスタンプはなんだ!?」

　ムカつく顔をした黄色いウサギが〝敗北者っ、敗北者っ〟と台詞せりふ付きでこれまた煽るように踊っている画像だ。

「俺、有料のスタンプ買った記憶ねぇんだけど」

「ああ、前にも勝手にロック解除して、スタンプ入れてたんですよ」

「なんのために!?」

「だって先輩のＬＩＮＥ、スタンプ使わないから愛あい想そ悪くてつまんないんですもん。あたしもすっかり忘れてましたが、意外なところで役に立ちました」

「愛想が悪いのは生まれつきだ。俺のキャラで浮かれたスタンプなんか使えるか！」

　普段、スタンプはマジで使わないから気づかなかった……！

「そんな怒んなくても。だいたい、先輩が言ったんじゃないですか。どんどん邪魔をしろって。それを乗り越えて、お姉ちゃんに近づくとか。そう、あたしは健けな気げに先輩のご命令に従って、ウザウザと邪魔をしてるだけなんですよ！」

「くっ……しまった、勢いでいらんこと言うんじゃなかった！」

　なにしろ、この天詞亜月は学業の才能はなくとも、俺の恋路の妨害に関しては卓越した手腕を持っている。

　ＬＩＮＥで偽装メッセージを送るくらい、予想しておくべきだった！

「って、そんな話をしてる場合じゃない！　俺が送ったんじゃないって説明しねぇと！」

　既読がついてまだ三分も経たってない。

　一秒でも早く言い訳しないと──

「って、もう返事来た！」

「さすが我が姉。連絡が遅い人は社会で出世できませんからねえ」

「なにをわかったようなことを──って、あれ？」

　彩陽から届いたメッセージは──

《亜月ちゃんに伝えてください》

《勝手に人様のスマホを使ってはいけませんよ、と》

「……バレてるじゃねぇか、亜月」

「ちっ、さすが我が姉。噓を噓と見抜けない人は社会で出世できませんからねえ」

「出世はどうでもいい。ああ、よかった……」

　大げさじゃなく、安心したとたんに腰が抜けそうになった。

　俺があんな煽りをするキャラじゃないのは彩陽にだってわかってもらえてる──と思いたいところだが、自信はなかったからな。

　まともに話すようになって、まだ一ヶ月ちょっとだもんな……。

　俺のことをわかってくれっていうのは、高望みが過ぎる。

「ん？」

　ポン、とまた一つ新しいメッセージが。

《でも》

「…………」

　…………んん!?

　五分待ち、一〇分待っても、彩陽から次のメッセージは来ない。

「おおいっ!?　続きは!?」

　たった二文字、意図も意味もわからない。

　こんな気持ちのままじゃどこにも行けない。

「ところで先輩、あたしの存在忘れてませんかね？」

「……俺の可か愛わいい後輩を忘れるわけないだろう？」

「笑顔がキモい！」

「キモいとは失礼な。ところで、おまえのお姉さんの様子を窺うかがってくれないか？」

「そんなことだろうと思った！　ビビらずに、自分で探りを入れればいいでしょ！　あたしはあくまで邪魔をするだけで、協力するなんて言ってませんよ！」

「例のレベル上げをやめるとも言ってないだろう。いいか、亜月。俺は利用できるものはなんでも利用するぞ」

「堂々と人様を〝利用する〟なんて言えるメンタル、嫌いじゃないです」

　間違いなくディスられてるが、気にしない。

　亜月の台詞としては、このくらいはジャブにもならない。

「ですが、先輩。〝でも〟なんて思わせぶりなとこで止めるのは姉らしくない。よっぽど続きを言いたくないんでしょ。なかったことにしてあげるのが気遣いというものですよ」

「亜月が〝気遣い〟なんてものを理解できるとはな……」

　とはいえ、亜月の言うことが正しい気もする。

　ていうか、俺って割と亜月の正論に打ち負かされがちな気がする。

「なにか失礼なことを考えてる顔ですねえ。どうせ考えるなら、このエッチな身体からだを好きにしちゃう妄想でもすればいいのに」

「俺が妄想で使うのは彩陽だけだ」

「よし、ゲット。先輩の名言動画、増えてきましたよ」

「だから、撮影するな！　普通、そんなとっさに動画なんて撮れねぇぞ……って、今はそれどころじゃねぇ」

　とんでもないネタを悪魔に摑つかまれたが、奴やつがそれをどう悪用するかはあとで考えよう。

　懸けん案あんだった、亜月スマホ破壊計画を実行してもいい。

　それよりも、問題は彩陽だ。

　亜月が言うとおり、〝でも〟なんて思わせぶりな一言だけ送っておいて音信不通など、まったく彩陽らしくない。

「待てよ。これってものは考えようじゃねぇか？」

　彩陽と両想おもいになるための計画は、今のところ膠こう着ちゃくしてる。

　そうなると──

「……徳とく川がわ家いえ康やすは、豊臣秀吉とよとみひでよしが死んだあと何事もなく平穏な世の中が続くことを恐れた。天下を奪うには無理矢理にでも波乱を起こして勝利者になる必要があった」

「いきなりなに言ってるんです？」

　今日の居残り勉強は歴史なんだよ。

　歴史は暗記科目と思われがちだが、原因・経緯・結果の流れを理解することで記憶が補強される。

　いや、俺の学習方法はともかく──

　彩陽との間に波乱が起きるのは、大変けっこうだ。少なくとも膠着よりマシだ。

「俺は平穏を望まない。なにも起きない馴なれ合いなんて、犬に食わせておけ」

「なんの話かわかんないですけど、先輩は獰どう猛もうですねえ。ラブコメラノベの主人公なんて、平和主義の草食系ばっかなのに」

「知るか、そんなもん。最近は誰かさんのおかげで、トラブルがチャンスに繫つながるってことを実感できてきたんでな」

　亜月のラブレター妨害から始まった数々のトラブルがなければ、俺は片思いの相手を名前で呼ぶこともできないままだっただろう。

　トラブルが起きても「やれやれ」と嘆いてないで、最大限に利用する。

　レベルが上がった俺は一味違うぞ……！







　風堂家は、２ＬＤＫのアパートに父親と長男俺の二人暮らし。

　親おや父じはごく普通の勤め人だが、安アパート暮らしを余儀なくされている。

　別にたいした事情ではなく、借金があるというだけだ。

　借金の経緯はやたらと複雑で、母が絡からんでるらしいが俺も詳しくは知らない。

　父親によると俺を大学まで卒業させることはできるし、借金の返済も親父の代で終わるそうだ。

　だったら別に問題はない。

　終わらなかったら、俺が返済を引き継いだってかまわない。

　それくらいのことはできる社会人になるつもりだ。

　今の安アパートの暮らしに満足してると言ったら噓うそになるが、どうせ勉強して食って寝るだけの家だ。

　床暖房もアイランドキッチンも美しい夜景も、コンシェルジュだって必要ない。

　そんな贅ぜい沢たくなものがほしいなら、自力でのし上がって手に入れればいいだけだ。

　贅沢を望まない我が家では、ほとんど自炊はしない。

　今日も、帰りに近くの弁当屋で買ってきた三六〇円ののり弁当が夕食だ。

　親父は家ではほとんどメシを食わないので、自炊だと食材を余らせてしまうし、そもそも料理は苦手だ。

　食材と手間を考えると、自炊はコスパが悪い。

「……ちょっと飽きたけどな」

〝のり弁当（三六〇円）〟〝鯖さば塩焼き弁当（四〇〇円）〟〝唐揚げ弁当（四二〇円）〟の三パターンを繰り返す食生活はいかがなものかとは思ってる。

　今日は、帰ってすぐにためこんでいた洗濯と掃除を片付けてから、七時すぎに弁当に手をつけた。

　一人で居間のちゃぶ台に向かって、代わり映えのしない味の弁当をもそもそと食う……いや、わびしいという自覚はあるぞ？

　味気なく、物寂しい食卓。だが、俺が家庭を持つまでこれが続くのは確実だ。

　俺が家庭を持つ日……果たして、そんな日が来るんだろうか？




『ハーイ、晩ごはんができましたよ、あなた♡　もちろん、デザートはあ・た・し♡』




　うおおおおおおおおおっ……！

　裸エプロンでおたまを片手にはしゃいでる誰かの姿が浮かんでしまった……！

　いかん、いかん。この前、あの後輩がイカレた裸エプロン姿を披露しやがったせいで、頭の悪い妄想が！

　どうせ妄想するなら彩陽の新妻姿だろう！

　あまりに現実離れしてるから、彩陽で妄想できなかったのか？

　いや、亜月なら現実味があるとでも？

　まさか、まさか。

　そもそも、亜月はちゃんと大人になれるのか？

　あの校則違反スタイルばかり見てると、亜月がスーツにハイヒールなんて格好をしてる未来が想像つかない。

　まあ、スーツが必要な職業に就くとも限らない……亜月の場合、その可能性は限りなく低い。

　もし亜月がスーツを着るような歳としになっても、俺との付き合いが続いてるとは限らないしな。

　待てよ、俺が彩陽の攻略に成功すれば自動的に亜月との付き合いも続行か？

　それは、ちょっと怖いような、そうでないと困るような。

　なんにしても、俺の目的は彩陽と付き合うこと。

　亜月の裸エプロンもスーツ姿も気にするようなことじゃない。

　そうだ、せっかくだから彩陽の新妻──その前に、通い妻でも妄想してみるか。

　むなしいが、妄想するだけならタダだ。

　彩陽の姿（幻覚）と声（幻聴）があれば、味気ないメシも美味うまくなるかも──

　ぴんぽーん、と。

　今まさに妄想を始めようとしたところで、邪魔が入った。なんて無粋な。

　男子高校生の神聖な妄想を妨害するとは、どこの不届き者──

「こ、こんばんは」

「……………………」

　遂ついに、俺に妄想を具現化する能力が？

　それとも勉強のしすぎで、脳に異常が？

　どちらでもなければ、我が家の狭苦しい玄関に黒髪が美しいクラスメイトの姿があるわけがない。

　そう、見慣れた我が家の玄関──その前に立っているのは、彩陽だった。











２　すべて、亜あ月づきちゃんの狙いどおり！






　もう夜だというのに、彩あや陽ひは制服姿のままだ。

　艶つややかな黒髪、水色のスクールベストに、慎つつましい膝丈のスカート。

　生活感溢あふれる庶民のアパートにいても、彼女の優れた容姿が輝きを失うことはない。

「す、すみません、こんな時間に。だいぶ悩んだのですが、どうしても──」

「可か愛わいい」

「えっ……!?」

「一度言っておきたかった。俺は彩陽の努力に裏打ちされた優秀なところと、優しい性格が好きだが、はっきり言っておまえの外見も好みだ。なんなんだ、その見てくれのよさは。奇跡だろ、そんなの」

「ふっ、風ふ堂どうくん!?　急になにをおっしゃってるんですか!?」

「一度は言っておきたかったんだって。でも、本人に正面切って言うのは無理だろ？」

「本人に正面切って言ってますよ!?」

「一見そう思うかもしれない」

「何度見てもそうですよ!?　も、もう、どうしたんですか……」

　彩陽は顔を真っ赤にしながら、さっさっと手で前髪を整えている。

　ずいぶんと芸の細かい幻影だ。

　そう、ここにいる彩陽は間違いなく俺が見ている幻だ。

　庶民の家の中でも、さらに低ランクの風堂家にお嬢様の彩陽が現れるわけがない。

「か、可愛いだなんてそんなこと……」

「俺が言うまでもなく、よく言われているだろう。女子にも男子にも」

「な、ないとは言いませんが……ですが、男性には好みの顔というものがあると聞いたことがあります……」

「そうだな、巷ちまたで人気の女優とかアイドルにピンと来ないことはある。でも、彩陽は俺の好みにぴったりだ」

「で、でも、亜月ちゃんと同じ顔ですから、つまり妹の顔も……？」

　じとっと、やや疑わしそうな顔で彩陽が見つめてくる。

　こういう険のある表情は珍しい。だが、それも可愛い。

「似ていても別の顔だ。表情のつくり方なんて全然違うしな。パーツが同じならいいってもんじゃねぇんだよ」

「な、なるほど……勉強になります」

　なんの勉強かは知らんが、感心されているようだ。

「ふ、風堂くんがわたしの顔なんて……そんなところまで……ちょっと驚きました……」

「この顔を好きにならないほうが難しいだろう」

「ど、どうしてそこまで言うんですか！　え、えっと……風堂くんもいい顔をされてると思います。男の方らしい、引き締まったお顔です……ああ、わたしはなにを言ってるんでしょうか……？」

「本当になに言ってるんだ。亜月には、チンピラみたいなんて言われてんぞ」

「亜月ちゃんはまたそんなことを……！　いえ、顔には心が出ますから。風堂くんの意思の強さは見ただけでわかります」

「顔をそんなに褒められたの、初めてだ」

　しかも、幻影とはいえ彩陽に褒められると悪い気はしない。幻影とはいえ。

「それを言うなら、彩陽も心の綺き麗れいさがそのまま顔に出てるんだな。妹とパーツは同じでも見た目が違って見えるのはそのせいか」

「き、綺麗だなんて……うう、本当にもうやめませんか……」

「動揺してる彩陽も可愛いな」

「あううっ……！」

　俺を褒めたり、変に可愛い姿を見せたりと、今日の彩陽は大おお盤ばん振ぶる舞まいだ。

「だが、ここにいる彩陽は俺が生んだ幻影だ。いくら可愛くてもな。メンタルが追い詰められて崩壊寸前だったテスト中じゃなくて、結果が出た今になって幻を見るとは意外だ」

「メンタル崩壊寸前だったんですか!?　風堂くん、そこまで自分を追い詰めてはいけません！　学校のテストは学業の進行を確認するためのもので、心と引き替えにするものではないんです！」

「俺にはそんな正論より、彩陽に勝つことのほうが重要だ。法に触れない限り、俺はできることを全部やってテストに挑んでる」

「そ、そこまで……」

　なんだか、彩陽（幻影）が怯おびえてるように見える。

　ド天然の彩陽がなにかを怖がるなんて、これはこれでレアだ。

「……いえ、そうではなく！　いい加減にわかってください、わたしは本物です！」

　表情を引き締めて、彩陽が俺の手を摑つかみ、強く握ってくる。

　んん……？　手の柔らかさといい、あたたかさといい、以前に握られたときと感触が同じだ。

　本当にとことん手が込んでいる幻影だな……。

「これじゃまるで生きてるみたいだ。ＶＲってやつもここまで進歩したのか？」

「幻影からＶＲに変わってます！　風堂くんは天然さんなんですか!?」

　よりによって、彩陽にだけは天然と言われたくない。

　言われたくないが……。

「……まさか、本物なのか？」

「むしろ、わたしの幻を見る理由がありません！　間違いなく、天あま詞つか彩陽がここにいますよ、風堂くん！」

「えっ……!?　な、なんで彩陽が俺ん家ちにいるんだ!?」

「そこに気づいてもらえるまで、時間がかかりすぎです……はぁ……」

「おっ、おいっ!?」

　ふらりとよろめいた彩陽の背中に、思わず手を伸ばして抱き留めてしまう。

　うわっ……柔らかっ……！　なんて華きゃ奢しゃな……！

「す、すみません……！　ちょ、ちょっと気が抜けてしまって……！」

「いや、俺こそくだらないやり取りをさせて悪い！　と、とにかく中へ！」

「本当にすみません……お、お邪魔します……」

　ふらふらしている彩陽の背中を支えたまま、家に上がらせる。

　とりあえず座ざ布ぶ団とんを出して彩陽を座らせ、台所へ。

　ウチのコップを彩陽に使わせるのは、なんとなくためらわれる。

　ずぼらな親おや父じが、コップを洗うのを面倒がって買ってある紙コップがあった。

　ペットボトルのお茶をその紙コップに注ついで彩陽に差し出す。

「ありがとうございます……んっ、んっ……」

「……いい飲みっぷりだな」

　彩陽はよほど喉が渇いてたのか、お茶をあっという間に飲み干してしまう。

　俺はペットボトルのお茶をもう一杯注いでやる。

「ごめんなさい、喉が渇いて……緊張していたんでしょうか……」

「ツッコミたいことが山積みだが……そもそも、俺の家をなんで知ってるんだ？　亜月かセイラに訊きいたのか？」

「ちょっと二人には知られたくなかったので……車のカーナビの履歴を調べて、風堂くんのお家うちの住所を」

「意外な行動力だな……」

　この前、亜月が俺の家に押しかけてきたとき、天詞家の車がお迎えに来ていた。

　しかし、よくカーナビの走行履歴を調べようなんて思いついたな。さすが才女。

「いえ、そんなことより。急に押しかけてしまって……」

「もう、〝すみません〟も〝ごめんなさい〟も必要ない。俺には別に、迷惑でもなんでもないからな。説明はしてほしいが」

　さっきは動揺のあまり、変なリアクションになってしまったが、落ち着こう。

　なにを口走ってしまったのかも、忘れることにしよう。

　女子の訪問が初めてならもっと動揺が続いただろうが、幸か不幸か亜月が既に来てるおかげで、少しは冷静になれている。

「説明……そうですよね。説明が必要ですよね……」

「…………？」

　彩陽は両手で持った紙コップをじーっと凝視したまま、黙り込んでしまう。

　な、なんだ？　謝られ続けても困るが、沈黙はもっと困る。




「うっ、うっ……うううっ……うあぁぁぁ……ふぁっ、あああああああああああ……！」




「…………っ!?」
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　ちょ、ちょちょちょちょちょちょちょちょちょちょちょちょっと!?

　頼むから、待ってくれぇぇぇぇぇぇぇ！

　彩陽が紙コップを見つめたまま、ぽろぽろと涙をこぼし始めた。

　女子の涙を見るのも二度目──だが、一度目の亜月の涙をはるかに越えるインパクトだ。

　亜月が泣いていた理由はなんとなく察しがついたけれど、彩陽は涙の理由がさっぱりわからない。

　──いや、本当か？

　わからないのか？

　女の子の考えていることはわからないとか、俺はにぶいとか、雑な言い訳で考えることから逃げていないか？

　天詞彩陽ほどの女の子が泣くのはよっぽどのことだ。

　おそらく、他人には想像もつかないようなことだ。

　だが、一方的に片思いをするだけで相手の心もわかってやれないようではダメじゃないのか？

　自分の気持ちを押しつけるばかりではいけない。相手の身になって考えろ。

　考えろ、考えろ。フルスロットルで脳を回転させろ。

　頭くらいしか取り柄がないだろ、俺は。

「す、すみませ──謝るのはダメでしたね……うっ、うう……」

「……もしかしたら、テストで負けたのが悔しい、とか……？」

「…………っ！　す、鋭いですね、風堂くん……こんなこと説明するの、恥ずかしかったんですが……」

　当たって嬉うれしいような、申し訳ないような。

　だが、彩陽が俺の家に押しかけてきて、いきなり泣き出す原因は今日起きたイベントしかありえない。

　今日起きたことといえば、期末テストの結果発表。

　それに、彩陽が意外にもかなりの負けず嫌いだということも既に知っているからな。

　ただ──

　テストで負けたからって、なにも泣かなくても。

　しかも号泣だぞ……すぐに原因に思い当たらなかったのも当然だ。

「ＬＩＮＥで風堂くんから送られてきたメッセージ……」

「ん？　あ、ああ、あれは──」

「……すぐに、亜月ちゃんのイタズラだとわかりました。おこがましいですが、風堂くんがあんな挑発的なメッセージを送る人ではないことは知ってますから」

「そ、そうか」

　びっくりした。一瞬、誤解は解けてなかったのかと。

「ですが、イタズラだとわかるまでのほんの一瞬──悔しかったです、もの凄すごく」

「……いや、イタズラってわかってるんだよな？」

　それなら、泣くほどのことでもないだろ？

「は、はい。一瞬でも信じてしまって……これは、言わせてください。ごめんなさい」

「……気にしてない。亜月のイタズラはいつものことだからな」

「亜月ちゃんのことまでは──謝りません。姉ですけど、わたしと亜月ちゃんは姉妹ですけど、どんなに似てても別の人間ですから」

「ああ、当然だ」

　今までの彩陽なら、なにはなくとも亜月の分まで謝ったかもしれない。

　俺が言うのもおこがましいが、彩陽は変わりつつあるのだろうか。

「亜月の挑発はやりすぎだったが、俺が彩陽に勝てて喜んでるのは事実だ。嬉しすぎて、踊り出すのを我慢してるくらいだ」

「い、意地悪ですね、風堂くん……！」

「彩陽に勝てたから踊り出すほど嬉しいんだよ。他の奴やつに勝ったって、こんな気持ちにはならない。もちろん、彩陽が俺に勝ったら踊ってくれていい。ムカつくが」

「踊り……なんの踊りがいいですか？」

「それはなんでもいいが」

　たとえばの話だ。こんなときにも天然を炸さく裂れつさせるなよ、彩陽。

「俺は彩陽を踊らせない。いつだって踊るのは俺だ。亜月の挑発のＬＩＮＥはイタズラだが、ある意味俺の気持ちを代弁してたな」

「…………っ。や、やっぱり、あなたに負けて悔しいです……悔しくて泣くなんてこと、わたしの人生で起きるとは思ってませんでした……」

「彩陽の負けず嫌い、えらく重症なんだな……」

　敗北を知らなかった彩陽に、初めての感情を教えてしまった……。

　亜月の話じゃないが、俺って彩陽と付き合うどころか逆に遠ざかってねぇ？

「そうです、わたしは負けたくありません。だから──！」

　彩陽は、ばっと勢いよく立ち上がった。

　慎つつましい膝丈のスカートがふわっとめくれて、膝と白い太ももが一瞬見えた。

「あなたに勝つために、あなたから学びたいんです」

「は？　俺から……学ぶ？」

　俺は座ったまま、彩陽を見上げる。

「風堂くんに勝つために、風堂くんのもとで学んで──レベルを上げます」

「またレベル上げ!?」

「レベル上げのために──この家に住まわせてください！」

「結論が飛躍してる！」

　そんな飛躍を軽率に口走るのは、おまえの妹だけで充分なんだよ！

　つーか、そのレベル上げの概念、妹に影響されてるだろ！

「ちょうどいいです。わたし、亜月ちゃんを守る〝天使計画〟、忘れていませんよ」

「そんなの、言ってたな……」

　俺と亜月が清く正しい付き合いをするために、姉として見守る──天使計画。

　そもそも、俺は亜月と付き合ってるわけじゃないのだから、その計画は最初から必要性がまったくねぇぞ。

「亜月ちゃんはちょろちょろ動き回って捕捉は困難ですが、だいたい風堂くんの近くで落ち着きますから。やたらに捜すより、風堂くんを張っていたほうが効率的です」

「そ、そりゃそうだが……」

　天使計画のほうは動きがなかったんで、油断してた。

　そういえば、天国作戦も亜月が言い出してからしばらく放置されてたな。

「風堂家に住まわせていただければ、天使計画もレベル上げと同時進行できます」

「お、落ち着け、彩陽。おまえは天詞家のお嬢様だろ。こんなきったない家に住むわけにはいかねぇだろ。いや、家の問題じゃなくて、同級生の男と一緒に住むなんて──」

「風堂くんの親御さんにはご挨拶いたします。寝床は廊下で充分です」

「彩陽が廊下で寝てたら、知ってても心臓止まるわ！」

　迂う闊かつに、夜中にトイレに起きることもできねぇよ。

　親父は美人ＪＫが家にいようが一ミリも気にしないだろうが、俺が気にしすぎる。

「風堂くんの心臓が止まればわたしが一位……いえ、いけません」

「いけませんね……」

　天使らしからぬ発想になってるぞ。

　どうも、今日の彩陽はいつもと一味もふた味も違いすぎる。

　普段は腹黒さなどかけらもない彩陽だが、動揺が大きいとキャラがブレるようだ。

「ですが、このままではわたしは風堂くんに勝てないかもしれません。思い切った一手が必要なんです」

「いや、今夜のおまえ、おかしいから。一度家に帰って──」

「今夜は帰りたくありません……」

「…………」

　その台詞せりふ、別のシチュで聞きたかった。

　こんな頭のおかしい申し出を聞いたあとでは、「朝まで君を離さない」展開には持って行けない。

　少し惜しい気もするが、お嬢様にはお引き取り願わなければ──




「ハイ、お待たせ！　先輩、可か愛わいい後輩が助けにきましたよ！」




「…………」

「…………」

　突然、玄関のドアが開き、けたたましい声が響いた。

　俺と彩陽は、二人揃そろってフリーズしてしまう。

「……別に待ってないぞ」

「亜月ちゃん、お家うちに入る前にお邪魔しますくらい言ってください」

「二人とも、リアクション薄いよ！　なにやってんの！」

　ぎゃーぎゃーとわめいているのは、もちろん亜月だった。

　こいつはもとから俺の家を知ってるが、狙ったようなタイミングで現れたな。

　なぜか、亜月までいつもの校則違反パーカー制服姿だ。

「……亜月も試験で負けて悔しくて、俺に八つ当たりしに来たのか？」

「なるほど、お姉ちゃんってば、そんな理由で突撃同級生の晩ごはんってわけですか」

「や、八つ当たりしに来たわけでは……はっ!?　すみません、風堂くん、お夕食の最中だったのですね！　お邪魔をしてしまって──」

　彩陽は、立ったまま深々と頭を下げる。

　さっきから俺の食べかけの弁当、ちゃぶ台の上にあったんだが。

　よっぽど彩陽はテンパってたらしい。気づいてなかったのか。

「先輩、わびしい晩メシですねえ。しょうがない、可愛い後輩ちゃんをオカズにして食べていいですよ。胸の谷間とパンチラ、どっちがいいですか？　え、両方？　もー、欲張りさんですね」

「あ、亜月ちゃん！　意味はよくわかりませんが、はしたないですよ！」

　もっと言ってやれ。

　俺がツッコミを入れると、亜月はさらに暴走しそうだから。

「えー、親切で言ってるのに。とりあえず、お姉ちゃんは帰って」

「おまえも帰れよ」

「つーか！　人様の家にアポ無し突撃とか、あたしみたいなウザキャラの役割ですよ！　キャラを！　キャラを奪うな！」

「え、ええぇ……」

「そんなキャラ捨ててしまえ」

　あたふたしている彩陽に代わって、仕方なくツッコミを入れておく。

「まったく……いきなり姿を消すなんて。下手すると、巻き込まれた先輩が消されるところだよ、お姉ちゃん」

「あ、天詞家はそんな物騒じゃありません。ですが、亜月ちゃんもよくここがわかりましたね……」

「あー、別にお姉ちゃんいなくてもよかったし。むしろ、逆にアテが外れたというか」

「わたしを捜しにきたんじゃないんですか!?」

　助けにきたっていうのは、なんだったんだよ。

　亜月は割と計画的だと思い直していたが、やはり勢い任せで生きてる気もしてきた。

「お姉ちゃんが一人で出かけるとか、前ぜん代だい未み聞もんの事態だもん。そんなお姉ちゃんと先輩を会わせたらなにが起きるか……とりあえず先輩の身柄を確保しなきゃダメでしょ」

「独り言のボリュームがでかいぞ」

　上手うまく聞き取れなかったことにしたくなる、あからさますぎる台詞だ。

　つーか、姉妹揃って俺を見張ろうとすんな。

「お姉ちゃんがいないなら、それはそれでよし。まあ、いたけど」

「亜月ちゃん、もう少しわたしにも優しさがほしいですね……」

　天詞姉妹の関係はなかなか複雑らしいが、少なくとも彩陽のほうは妹を可愛がってる。

　もっとも、亜月も姉への感情表現が素直とは言えない。

「あれ、お姉ちゃん、目が腫はれてない？　ま、まさか……先輩、性欲のままに襲いかかるくらいなら、あたしにしとけばよかったのに！」

「とんでもねぇ誤解するな！　そうじゃなくてだな──」

「そ、そうです。その、実は……」

　俺からは言いにくかったが、彩陽が手早く事情を説明してくれる。

「……なるほど、あたしのイタズラメッセージのおかげでお姉ちゃんも素直になれたんだね。すべて、亜月ちゃんの狙いどおり！」

「噓うそつけ、引っかき回そうとしただけだろ」

　あんな煽あおり、悪気なしでできるほうが怖こえぇよ。

「先輩、面倒くさいお姉ちゃんがご迷惑をかけてごめんね。人様に迷惑をかけてはいけないと常々教えてるんですが」

「何様だよ、おまえは」

　ディスられてる彩陽は、しゅんとしていて反論する様子もない。

　まあ、面倒くさいことは否定できない──彩陽だけじゃなくて、亜月もだけどな！

「よし、話はわかりました。あとは亜月ちゃんにお任せです！」

「一番、お任せしちゃいけない女だろ」

「なんだかんだで、ウィンウィンに持って行ってるじゃないですか、あたしは。いわば、天詞姉妹と先輩の関係はあたしがいてバランスが保たれてるんですよ」

「そんな気がしちまうのがシャクだな……」

　おそらく、亜月のウザ絡がらみがなかったら、この狭苦しい風堂家に彩陽が現れるなんていう奇跡だって起きてない。

「あの、亜月ちゃん……？　いったいなにをするつもりなんですか？」

「お姉ちゃん、要するに先輩から勉強方法を盗み取って、完膚なきまでに勝利を収めて、プライドも尊厳も打ち砕いて屈服させたいんでしょ？」

「そ、そこまで思ってません！」

「だったら、話は簡単！」

　この後輩、話を聞いちゃいねぇ。




「理り玖く先輩が、天詞家に泊まり込めばいいんですよ！」




「は……？」

「亜月ちゃん……？」

　思わず、ぽかんとしてしまう俺と彩陽。

「そうと決まったら、さっそくゴー！　大丈夫、我が家の無駄にゴツい車がお姉ちゃんを強制送還させるためにこのアパートのそばに来てますから！　ついでに先輩をトランクに乗せていくことなど造作もない！」

「…………」

　先輩への敬意が一ミリもない後輩が、俺を荷物扱いしているのはともかく。

　俺が天詞家に泊まり込む……？

　天詞姉妹、それに目が死んでるメイドの女三人だけで暮らしてる家に？

　はっはっは、なにを馬鹿な。

　天詞家が庶民の想像を絶する名家ってところをスルーしても、ありえない話だ。

　だが──

「ひっひっひーｗ　こいつは面白くなってきましたね、先輩！」

　そのありえないことを積極的に、徹底的にやろうとするのが俺の後輩。

　俺が嫌がるほど、やる気になるのが天詞亜月って女なのだ──











３　〝天国作戦〟はまだ終わってません






　天あま詞つか家の車は、宇宙空間でも飛んでるように、ふんわりと乗り心地がよかった。

　スピードは速すぎず遅すぎずで軽やかに進み、ブレーキのタイミングも絶妙。

　自然にスピードが緩んで、いつの間にか止まった、みたいな。

　運転手は五〇歳くらいに見えるおっさんだった。

　亜あ月づきの説明によると、普段は天詞家の近所に住んでいて、毎日の彩あや陽ひの送迎はもちろん、呼べば二十四時間いつでも現れるらしい。

　その運転手は一言も口を利きかず、やたらとゴツい車を手足のように操り、天詞家の裏手にあるガレージへと車体を滑り込ませた。

　屋根付きのガレージからは、そのまま家の中に入ることができる。

　雨の日でも、一切濡ぬれることなく自宅に帰り着けるわけだ。

「さすが、別べっ邸ていっつっても天詞の家なんだな」

「しょーもないことに感心しないでくださいよ、先輩」

　車から降りて周りを眺めていると、亜月に呆あきれ顔をされてしまう。

「表からの印象より意外とでかいんだな、この家」

「ガレージは正面から見えないだけですよ。大きくないです。つーか、でかかったらセイラ一人で維持できませんよ」

「そういや、そのセイラはどうした？　彩陽のお迎えなら、あいつが来そうなもんだが」

「お留守番させました。あいつ、なにげに目立つんで一緒に行動すると亜月ちゃんのインパクトが薄れるんですよね」

「まあ、ツインテールメイドだからな……」

　しかも小学生と間違えかねないロリ。キャラは充分すぎるほど立ってる。

「ん？　あれ、彩陽もいないな？」

「すぐに家に入っていきましたよ。ちょうどいいじゃないですか」

「……そうだな、ちょうどいいな」

　運転手もいつの間にか姿を消してる。忍びの者なのか？

　とにかく、今は後輩に訊きいておきたいことがある。

「成り行きで連れてこられたが──どういうつもりだ、亜月？」

「実際問題、男の人二人暮らしの家にお姉ちゃんが泊まり込むのは無理でしょ。天詞家ご令嬢じゃなくても無理。あたしでも、そんなはしたないことできませんよ」

「…………」

　さてさて、俺の家で裸エプロンになりやがったことにツッコむべきか。

　話が逸それそうだから、やめとこう。

「ここまで来てなんだが、俺が天詞家に泊まり込むのこそ無理だろ。どこの馬の骨とも知れない男だぞ、俺は」

「亜月ちゃんの彼ピです♡　って言えば、天詞家の者にバレたって大丈夫ですよ。いかにも男を軽率に連れ込みそうでしょ？」

「亜月をそんな風に思ってる奴やつらは目が節穴すぎるな。おまえは、そこまでいい加減じゃない」

「…………っ、だから、そういうことを当たり前みたいに……！　あたしがそう思われてるのは事実なんですよ！」

　亜月が、急に真っ赤になって妙に早口で言った。

「一度、天詞家のみなさんとは話したほうがいいかもな。亜月は誤解を解くつもりなんて全然なさそうだしな」

「あ、あたしのことはいいんですって！　それより、先輩がウチに来るのはたいした問題じゃないです、マジで。既に外堀は埋まってるんですからね」

「外堀……？」

　そんなもん工事した覚えはないぞ。

「だって、先輩はあたしの家庭教師じゃないですか。貴き秀しゅう院いんの学年トップが天詞家令嬢に勉強を教えるのは全然変じゃありません。その延長で、泊まり込みで教えるって話にしましょう」

「……それはちょっと強引じゃねぇ？」

「お姉ちゃんと一つ屋根の下で暮らしてみたくな──」

「暮らしたいに決まってるだろ！」

「また食い気味でこられた！　先輩、けっこう欲望に忠実ですよね！」

　別に俺、草食系を自称したことはないんだがな。

「まあ、先輩も男の子ってことで、そこは認めましょう。その男の子の部分があたしに全然向かってこないのがイラッですけど。ですが、忘れないでくださいよ。〝天国作戦〟はまだ終わってません」

「おい、まだ〝レベル上げ〟を続けるつもりなのか？」

「もちろんですよ。フローチャートには〝天詞家にドキドキお泊まりコース〟も予定されてましたから。ちょいと、繰り上げます」

　選んだ覚えもないコースが、勝手に予定に組み込まれている……。

　以前にｉＰａｄで見せられたフローチャート、きちんと確認しておくべきだったな。

「いや、あのな……彩陽の提案で天詞家に泊まり込むのと、亜月の作戦に乗っかるのでは意味合いがだいぶ変わってくるんだが？」

　彩陽の〝天使計画〟なんて可か愛わいいもんだろう。

　底抜けにお人ひと好よしな彩陽は、人に罠わなを仕掛けるという発想そのものがないはずだ。

「そんなに警戒しないで。あたしに邪魔してほしいって言ったのは先輩じゃないですか」

「……おまえの邪悪な笑みを見てると、言ったことを後悔しそうだ」

　確かに俺の彩陽への告白を邪魔していい、みたいなことは言ったが──

　この状況は、ちょっとばかり──いや、だいぶ話が違う。

　なにしろ、天詞家は言うまでもなく亜月のテリトリー。

　こいつがその気になれば、罠を仕掛け放題、俺を陥おとしいれ放題だろう。

　天詞家での家庭教師の初日に、亜月がパンツを見せまくってきたのを忘れてねぇ。

　いくら奔放な亜月でも、俺ん家ちや、ましてや学校なんかではそこまでやらないだろう。

　しかし、しかし──！

「俺は、虎の穴に突っ込もうとしてないか……!?」

「こらこら、独り言が口に出てますよ、先輩。別に取って食べたりしませんって」

　今度は可愛く笑ってるが、その可愛さが胡う散さん臭くさい。

「あたしにとっても、予定外もいいとこなんですよ、これは。家に泊まらせるなんてビッグイベントを準備不足で進めるのは亜月ちゃん的にもダンチョーの思いなんです」

「断腸ね……」

　まあ、物は考えようだ。

　どっちみちビッグイベントが開催されるなら、準備不足のほうがマシかもしれない。

「それより、今はあたしよりお姉ちゃんの思惑のほうが気になりませんか？」

「……なるな」

　俺に負けて悔しい、というのはよくわかった。

　だが、いくら悔しかろうが天然だろうが、女子が同級生男子の家に泊まるなどと言い出すのは尋常じゃない。

「とりあえず乗っかっとけばいいでしょ。虎こ穴けつに入らずんば虎の赤ちゃんきゃわわ♡ですよ」

「またうろ覚えかよ」

　将を射んと欲ほっすればお馬さんパカパカに続いて、適当すぎる。

「なんなら、お泊まりの名目をあらためて用意しましょうか？　もっと強力なカードがなくはないんですよ」

「なんだ、それ？」

「こんなこともあろうかと、亜月ちゃんは奥の手を用意してました！」

　亜月は得意げに笑うと、スカートのポケットから紙切れを取り出した。

　それを受け取って──思わず、ぎょっとしてしまう。

「おおおおおおいっ……！」

「ふふん、どうですか。名目としては充分でしょう」

「でしょう、じゃねぇぇぇっ！　おまえ、これシャレになってねぇぞ!!」

　亜月から受け取ったのは、生徒一人一人に配布される期末テストの成績表。

　手のひらサイズのその紙には各科目の点数、平均点、偏差値、さらに総合得点と学年ごとの順位が記されている。

「亜月、この点数って赤点……もしかして追試じゃねぇのか!?」

「もしかしなくても全科目追試ですよ」

「恐ろしい情報をさらっと加えんな。お、おい……家庭教師の俺の立場は!?」

　底辺時代の俺に勝るとも劣らない、悪夢のような低得点ばかりだ。

「大丈夫です、給料はきちんと満額支払われますから。先輩は、やれるだけのことはやりましたよ……」

「優しい目をすんな！　なんでみっちり教えたのに、こんな点数なんだよ!?」

「馬鹿だから……ですかね？」

「穏やかに言うのもやめろ！　奥の手じゃなくて、真っ先に言えよ！　くそっ、これはこれで大問題だ！　〝家庭教師がついてたのに追試です〟とか、ありえねぇ……つーか、俺の責任じゃねぇか……！」

　片思いしてる相手の涙が吹っ飛びかねない、最悪の事態だ。

「あれだけ教えたのに追試って……追試もアウトなら留年もありえるぞ！」

「残念、亜月ちゃんですから！」

「本当に残念だよ！」

　なにしろ、俺も亜月と同じような低空飛行を経験してるもんで、シャレになってないことが理解できてしまう。

　これはマジで泊まり込んで教えないとダメなやつだ……。

「つーか、ぶっちゃけ！」

「な、なんだ？」

「あたしの目の届かないところで、先輩とお姉ちゃんをお泊まりなどさせてなるものかあああああ！」

「ぶっちゃけすぎだ、おまえ！」

　俺ももう亜月の気持ちはわかってるが、はっきり告られてなかったよな？

　正面から来られると、さすがに恥ずかしいんだが……。

　彩陽の思惑がわからんだけでも大変なのに、亜月も確実になにか仕掛けてくるからな。

　やっぱり、俺は虎穴に飛び込んでしまったのでは。







「フドー、こっち」

「ああ、セイラ」

　淡く赤みがかった長い髪を頭の両サイドで結んだツインテール。

　とても高校二年生とは思えない、成長を忘れたかのような童顔。

　身長も一五〇センチ以下、胸元は見事な水平線を描いている。

　我がクラスメイトで友人にして、天詞家のメイドでもある世せ良らセイラ。

　学校ではもちろん制服姿だが、この家ではクラシックなメイド服を着用している。

「やっぱり、思ってたより広いんだな、この家。奥行きがあるっつーか」

「一応、天詞の家だもの。鎌倉の本ほん邸ていなんて軍隊に攻められても一ヶ月は籠ろう城じょうできるくらい広いわ」

「それは城というのでは？」

　前に亜月が、この家を百倍立派にしたような屋や敷しきだとか言ってたっけな。

　といっても、一般人の俺から見ればこの家だって充分に大きい。

　天詞家は昔ながらの和風建築で、平屋。

　電器製品がなければ、そのまま時代劇の収録にだって使えそうだ。

「どうぞ、この部屋を自由に使ってくれていいわ」

「ああ、ありが──って、おい」

　そこは、フローリングで四畳半ほどの狭い部屋だった。

　壁一面にずらりとモニターが並んでいて、複数の冷却ファンの回転音が低く響いてる。

「おっと、間違えたわ。ここは私のプライベートルームだった。恥ずかしい」

「絶対、おまえの部屋違う」

　こういうの見たことあるぞ……ＦＢＩとかＭＩ６とか出てくる海外ドラマで。

「監視部屋じゃねぇか……」

　モニターに映っているのは屋敷内の玄関や廊下、勝手口、庭、ガレージ、もちろん門の前の道。

　他にも、俺には見覚えのない場所がいくつも……。

「玄関や勝手口、家の前は二十四時間録画で、他は動体検知で動きがあったときだけ録画されるように設定してあるわ。もちろん、天詞家経営の警備会社のシステムとも連動しつつ、お嬢様方のプライバシーにも配慮してあるの」

「あるの、じゃねぇよ。怖こえぇよ」

　不審者を発見したら、天井から機銃が飛び出すんじゃねぇ？

「なんなら、ここに泊まる？　マシンの作動音が心地よくて安らかに眠れるわ」

「心地よくねぇよ。雑音だよ」

　セイラが小型ＰＣとかカメラとかガジェット好きなのは知ってたが、こういう大がかりな装置も愛してるらしい。

「しょうがない……じゃあ、普通に客間に案内するわ」

「そうしてくれ」

　とはいえ、セイラもただのミニコントでここを案内したわけじゃないだろう。

　俺が天詞の家で怪しい動きをしても筒抜けだ、という警告。

　さっきの監視カメラの映像には、彩陽の私室前の映像もあった。

　確かに、天詞姉妹の部屋、風ふ呂ろやトイレの映像はないようだったが、防犯面でぬかりはないんだろう。

　言うまでもなく、素晴らしいことだ。

　最新のＩＴ技術を心行くまで駆使して、彩陽の安全を二十四時間守り抜け。

「ここよ。残念ながら普通の客間で、面白くもなんともないわ」

「客間に笑いは求めねぇよ」

　最近、ツッコミがクセになってきてる……。

　とにかく、セイラが次に案内してくれたのは落ち着いた和室だった。

　広さは充分、十二畳ほどもあるだろうか。

　家具などは古風な文ふ机づくえと戸棚、あとはＴＶがある程度だ。

「自由に使ってくれてかまわないわ。鍵はかからないから、亜月様の侵入は甘んじて受け止めて」

「本当に来そうなんだから、対策してくれよ！」

「鍵があったところで亜月様相手に役に立つかどうか」

「おまえのご主人様は何者なんだよ……」

　実際、俺も鍵くらいで亜月の侵入を阻はばめるとは思わないが。

「つーか……一応、セイラが一番常識的な判断ができるよな？　その上で、訊きくんだが」

「微妙に引っかかる前置きだけど、なに？」

「マジで俺が泊まり込んでいいのか？　亜月の追試はガチでヤバいが、あいつに徹底的に勉強を教える方法なら他にもあるだろうし」

「もう天詞本邸の許可は取ったわ」

「本邸、えらくゆるゆるじゃねぇか……」

「亜月様が追試で失敗して落第でもされるほうが困るわ。あれでも、天詞家の次女なのだから。それに、さっきの部屋を見たとおり、フドーが彩陽様にふしだらなマネをしようとしてもすべて監視されてるわよ」

「俺じゃなくて、亜月対策をしろよ……」

「もっと言うなら、風ふ堂どう理り玖くに関する情報は私がすべて本邸に報告してるわ」

「……そういや、セイラはスパイだったな」

　去年の学園祭で俺と出会った亜月が、セイラに俺のことを調べるように命じたんだったか。

　亜月が要求したのは俺の名前くらいだったらしいが、セイラは独自にスパイ活動を続けてたしな！

「すべて報告を受けた上で、本邸からあなたは信用に値すると判断されたんでしょう」

「俺ってそんなに信頼される要素、あったか？」

「もしくは、お嬢様方に手を出す度胸はないと思われたのかも」

「それは、セイラの報告に問題があるんじゃねぇ……？」

　間違っても、彩陽を襲う度胸なんてないのは事実だけどな。

　ましてや、亜月を──なんてありえない。

「とにかく、フドーが天詞家に滞在するためのすべての問題はクリアされてる。我が家のお客様として、メイドが全力でおもてなしするわ」

　セイラは、ロングスカートの裾をつまんで優雅に一礼する。

　こいつってメイド喫茶のメイドとかと違ってガチなんだよな……。

　なんで女子高生の身で使用人をやってるのかめっちゃ気になるが、今は彩陽と亜月で手一杯だ。

「ところで、お客様への夜よ伽とぎもメイドの仕事だけど、私たちずっと友達よね？」

「友達のライン、余裕で越えるだろ！」

　いらん一言を付け足さないと気が済まないのか。

　亜月も一言多いタイプだが、セイラの影響なんじゃねぇの……？

「あ、余計な一言のついでなのだけど」

「自覚があるのはけっこうなことだな」

「あと十一分後に彩陽お嬢様がこの部屋に来るから、適当にお相手して差し上げて」

「……その細かい時間指定はなんだ？」

「私は情報の収集だけじゃなくて、分析・予測のプロでもあることを忘れないで」

「初耳だ！」

　だが、セイラに言われるまでもない。

　突拍子もない行動を取る亜月より、彩陽のほうがまだ動きを読みやすいだろう。

　彩陽が話をしにくることくらいは俺にも予想できてる……とはいえ。

「ど、どうしたらいいんだ？　彩陽の家で、しかも一対一とか普通に話すのとは全然違う緊張感があるんだが！」

「あと十分六秒よ。スリルを楽しんで」

「おーいっ！」

　俺、おまえと友達じゃなかったっけ!?

　唯一の友人だったロリツインテールは、無情にもそのまま部屋を出て行ってしまう。

「……この際、亜月が引っかき回してくれねぇかな」

　俺、あいつの妨害に期待しすぎなのかもしれない。







「お姉ちゃんかと思った？　残念、亜月ちゃんでした！」

「…………」

　正確に十一分後に客間のふすまが開いて、飛び込んできたのは──

　二つ結びの茶髪にピンクのキャミソール、太もももあらわなショートパンツの女だった。

　断りもせず、部屋の隅にあった座ざ布ぶ団とんを持ってきて畳の上に置いて座る。

「いやー、どうです、我が家の客間は？　広いだけが取り柄ですが、好きに使っちゃってくださいよ！　あ、枕投げでもします？　あたし、実は密ひそかに憧れてたんですよね。セイラに言えば、枕の十や二十、持ってきてくれますよ！」

「天詞家はブラックなのか？」

　セイラもそんな無茶ぶりに応えるために仕えてるんじゃないだろう。

「えーっ、じゃあトランプかＵＮＯが定番ですかね？　ダメですよ、負けたほうが脱ぐなんて先輩のえっちぃ♡」

「俺が脱いでも、誰の得にもならんだろ……」

　どちらかというと細身で、女子が見て嬉うれしいような身体からだじゃない。

「もー、先輩は文句ばっかりですね。後輩と同級生女子の二人と、一つ屋根の下にいるんですよ？　もっとこう、男子らしくワクワクドキドキをですね」

「もっとこう、男子がワクワクするシチュで連れてくるんだな。わけのわからんまま連れてこられちゃ警戒もするだろ」

　亜月はまだしも、彩陽にはどう対処していいかマジわからん。

　テストで負けて悔しいのはわかったが、俺はドヤればいいのか敗者をいたわればいいのか、態度を決めかねる。

　まあ、それなら訊けばいいだけだが──

「それで、彩陽。俺から学ぶっていうのは、具体的にどうするんだ？」

「ええ、たった半年ですべての同級生を追い抜くには、ただ闇雲に知識を詰め込んだだけでは絶対に不可能です。あなたがいかにして効率的な学習方法を身につけたのか、わたしなりに分析させていただいて──って、変装がバレています!?」

「ずいぶん長々としゃべってから気づいたな」

　亜月のタチの悪さと同様、彩陽の天然も悪化してないか？

「ど、どうしてですか？　変装のクオリティもかなり上がったはずですが……」

「そうだな、ほんの一瞬くらいは騙だまされた」

　俺はそう言ってから、座っている彩陽の足を指差す。

　ショートパンツから伸びる白い太ももがまぶしい──って、そこは今はいい。

　よくはないが、問題点ではない。

「亜月だったら、正座なんかしねぇだろ。あぐらをかくか、悪ければ寝転ぶ」

「あっ、亜月ちゃん、そんなお行儀の悪いマネを!?　おかしいですね、わたしと同じしつけを受けてるはずなのに……」

「身をもって教育の無力さを証明してくれているようだな」

　そんな奴やつの家庭教師を任されてる俺、不ふ憫びんじゃねぇ？

　彩陽にはあえて言わなかったが、亜月なら布団を押し入れから出してきて寝始める可能性すらある。

　布団の中で服を脱ぎ出す可能性だって否定できねぇ。

　ああ、悪いことを考えればいくらでも想像の翼が羽ばたく。

「姉は同級生からも学ぼうとしてるのに、妹のほうはまるっきり学ぶ気ゼロだな。俺も、あれだけ徹底的に教えたのに追試で驚いてる」

「……つ、追試？」

「ん？　彩陽はまだ知らなかったのか？　亜月、赤点ばかりで追試まみれだぞ」

「ごめーん、あたし馬鹿ですから！　むしろ、なにもしなくても先輩を困らせられるから赤点サンキューって感じで！」

「動揺してるのはわかるが、現実逃避で妹に化けるな。今のが一番似てたぞ。それはともかく、亜月が追試を受けるのはまぎれもない現実だ」

「ううっ……」

　漫画だったら、彩陽の顔にいくつも縦線が入ってるところだ。

　彩陽も、まさか妹が追試を受けるほど成績が悪いとは思ってなかったらしい。

　わかるよ、俺もそうだったから。

「わたしが風堂くんに勝つ前に、亜月ちゃんが追試に打ち勝たないといけませんね……」

「俺があれだけ教えてもこのザマなら、まず亜月が自分に勝とうとしないとな……」

　昨年の学園祭のあとで、俺も通ってきた道だ。

　トップを目指す最初の一歩は、学年ビリだった自分を越えることだった。

　亜月にトップを狙えとは言わないが……言っても無駄だろうしな。

「あ、そうでした、あぐらでしたね。こ、こんな感じでしょうか」

「今、それをやるのか!?」

　亜月が──じゃない、彩陽がほっそりした長い足を崩し、あぐらをかいた。

　太ももの付け根があらわになり、ショートパンツの隙間からなにかが見えそうだ……！

「あと……こんな感じでしょうか？　亜月ちゃん、なぜか風堂くんの前だとよく前まえ屈かがみになってますよね？」

「うっ……！」

　彩陽は畳に手をついて、身を乗り出すような体勢になる。

　ピンクのキャミソールから、ボリュームたっぷりの二つのふくらみがこぼれ出そうだ。

　彩陽の二の腕に押し上げられて、いつも以上にでかく見える……！

　しかも、刺し繡しゅうで縁取られた白い下着がわずかにちらりと……。

　違うんだ、亜月が前屈みになってるのは、ボタンを外したブラウスの隙間から谷間を見せつけてるんだよ！

　なぜか、じゃなくて理由は明白なんだよ！

「もー、先輩ってば、そんなにあたしの谷間を見たいなら、わざわざお姉ちゃんを変装させなくても普通に見せてあげるのに♡」

「……うおっ!?」

　一瞬、彩陽が口を閉じたまましゃべったのかと思った。

　振り返ると、窓が開いていて、そこに亜月が座っていた。

　口に棒アイスをくわえ、ニヤニヤと笑っている。

「が、元祖のほうか……急に現れるなよ！」

「元祖とは。急に現れるから、本物のあたしなんですよ。普通に入り口から登場する亜月ちゃんなど、しょせん二流」

　二流の亜月ちゃんとは。

　窓まど際ぎわにいる亜月も、ピンクのキャミソールにショートパンツという格好だ。

　雰囲気からワードセンス、どれを取っても、間違いなく本物の亜月だ。

　本物、彩陽変装バージョンに次ぐ第三の亜月でもあるまい。

　馬鹿なことを疑うようになっちまったな、俺。

「ていうか、お姉ちゃん。そろそろ、おっぱいしまったら？　ブラチラしてるし。まーた白の素っ気ないヤツつけてるとか、それじゃ先輩は襲ってこないよ？」

「襲う……？　わたし、お金持ってませんけど……？」

「…………」

「…………」

　襲われるといえば、金目当ての強盗しか思いつかないらしい。

　天詞彩陽には、この世すべての富をつぎ込んでも買えないほどの価値があるのに。

「……あっ、すみません！　またお見苦しいものを！」

　と、遅れて胸元を腕で隠す彩陽。

　こぼれんばかりの谷間をたっぷり見せてもらったあとだから、別にいい──いや、順番を間違えるな。

　胸を見るのも揉もむのも、告白を成功させてからだ……！

「おい、亜月。本物のほうの亜月。ちょっと来い」

「はぁーい」

「って、誰が膝に座れと言った!?」

　窓から下りて、トコトコ近づいたかと思ったら、ためらいなく俺の膝に座りやがった。

「え？　ああ、先輩ってばずいぶんテーシュカンパクになったと思ったら。もうすっかり、亜月ちゃんも〝俺の女〟扱いなのかと」

「全然違う！」

　ぐいぐい亜月の背中を押して、膝から下りさせる。

　女子の背中って、なんでこんなに小さくて華きゃ奢しゃなんだろう。

　くっ、亜月の背中くらいでドキドキさせられてどうする！




「ふふ」




「…………っ！」

「おおっ……!?」

　俺と亜月が同時にびくりと身体を強こわ張ばらせる。

　正座し直した彩陽が笑みを浮かべつつ、氷のような冷気をまとっている。

「……〝俺の女〟、ですか。天使計画──やはり実行せざるをえませんね」

「あ、彩陽？」

「姉として、可か愛わいい妹とは清く正しいお付き合いをお願いします、風堂くん。あくまで姉として、わたしがお二人を見守らなければ……では、川の字です」

「川の字……？」

　姉として、を妙に強調してるのも気になるが──

　首を傾かしげる俺の前で、彩陽は立ち上がった。

　彩陽は押し入れを開けると、次々と布団を取り出した。

　この客間は、複数の客が泊まることもあるらしい。

「……先輩、夜の天詞家は高難度ダンジョンですよ。キツいクエストが発生しますけど、レベルも上げ放題ですね」

「高難度すぎるだろ……」

　ちょっと驚いた顔をしてささやいてきた亜月に、じろりと目を向ける。

　川の字の意味くらいは、俺だって亜月だってわかってる。

　つまり──そういうことなのか？

　ガチでそうなるなら、いろんな意味でキツいなんてもんじゃないんだが。

　今夜、レベルが上がる前にゲームオーバーになっちまうんじゃないか？











４　キープしといたあたしがいるじゃないですか






　まずはお客様からお風ふ呂ろに。

　──という彩あや陽ひの強いススメで、一番風呂をいただいてしまった。

　まあ、姉妹のあとだと「残り湯がなんとか」と亜あ月づきにからかわれるのは確実。

　俺が浸つかった風呂に彩陽が入るというのは、凄すごく後ろめたい気もするが……あまり気にしすぎると変態くさい。

　しかし、檜ひのき風呂なんて肉眼で見たのすら初めてだった……実在するんだな。

「…………」

　客間には彩陽が敷いた布団が、三つ並んでいる。

　檜風呂も凄かったが、こっちの光景はもっと衝撃的だ……。

「川の字ってことは、俺と彩陽と亜月の三人で並んで寝るってことだよな……言うまでもなく」

　親子ならともかく、男女の同級生二人と後輩でそんな形で寝ることなど、普通の人間は死ぬまで体験しないだろう。

「お待たせー、です！　可愛い後輩のおやすみモードですよ！」

　すらっと勢いよくフスマが開き、亜月が入ってきた。

　今度は窓からじゃなくて、正面からのご登場──

「おまえ、寝間着もネコミミパーカーなのかよ」

　パーカーの裾は長めだが、ショートパンツやハーフパンツは見当たらない。

　まさか、なにもはいてないんじゃねぇだろうな……。

「あ、すみません。残念ながらパンツははいてます。エッロエロの黒ですよ。見ます？」

「ああ、見たい」

「……パイセン、成長しましたね。そう言われると見せにくい……おのれ」

「悔しがるようなことか？」

　ぐぬぬ、と亜月は本気で悔しそうだ。

　見たいというのは噓うそではないが、こう言えば亜月は引き下がる。

　俺が嫌がったり困ったりすると、ヤツは大喜びで見せてくるのだ。

「まあ、あたしもノーパンはさすがにねー。そこまでいくと下品っすね。あたしは上品に、先輩には下品なほどにがっついてもらいたいんです」

「俺になにを求めてるんだ、おまえは……」

　俺もエロいのはよくても、下品なのは好まない。その違いは上手うまく説明できんが。

「じゃあ、とりあえずお姉ちゃんのお風呂、覗のぞきに行きますか？」

「行く──じゃねぇ、行かねぇよ！」

　そうか、亜月が風呂から上がった今、彩陽がご入浴中なのか！

　今、一つ屋根の下で可愛いクラスメイトが一糸まとわぬ姿に……ごくり。

「おー、想像しとる想像しとる。でも、ウチの姉の裸は先輩の想像を絶してると思いますよ。ヤツは脱いだら凄いんです」

「…………」

　彩陽の下着姿までは一度見てしまっている。

　あれだけで充分、彩陽のプロポーションの凄さはわかっているが……。

「元から、覗きイベントは高難度クエストとして想定してたんですよね。まさか、こんなに早く機会が巡ってくるとは思いませんでしたけど」

「おまえは、どうしたいんだ？　俺の邪魔をしたいのか、喜ばせたいのか」

「どっちもです。たまにイイコトもしておけば、亜月ちゃんの好感度も上がるでしょ？」

「姉の風呂を覗かせるのをイイコトと言い切れるのも、大概だな……」

「ただ、問題がありまして……この家、セキュリティがガチガチなんですよ。盗撮カメラを仕掛けてもセイラが秒で発見しちゃうくらいで」

「まるで、過去に仕掛けたことがあるかのようだな」

　妹が姉を盗撮したって意味はない……こともないか。

　彩陽の盗撮映像──凄く使い道がありそうだ。主に俺を陥おとしいれる用途で。

「セイラの妨害さえなければ、姉なんて全然手て強ごわくないんです。むしろ隙だらけです。先輩からしたら、〝誘ってんのか？〟と疑うくらいでしょうね」

「そんなこと疑うか！　つーかおまえ、前は彩陽は手強いとか言ってただろ！」

「攻め落とすのは難しいって話ですよ。身体からだだけ楽しむなら、姉なんてチョロいもんです。特に、先輩には気を許してますからね。ちっ、ビッチの素質ありますね、あの女」

「おまえな……」

　ビッチなんて、彩陽から一番縁遠い言葉だろ。

　さっきの亜月に変装したときの無防備さといい、隙が大きいのは事実だが。

「……見守らなきゃいけないのは、彩陽じゃねぇ？　あんな隙だらけだと危なくねぇ？」

「おおっとぉ、もう独占欲ですか？　姉妹丼の具はまだ一種類だけですよ？」

「妹のほうも落とした覚えはねぇよ」

「なるほど、先輩の人生に姉妹ハーレムルートはないと……」

　なにを感心してるんだ、こいつは。

　何度も本人の前で繰り返すつもりはないが、俺が好きなのは一人だけだ。

「本題に戻りましょう。お風呂を覗く方法ですが……」

「それ、本題なのかよ。いや、覗きなんかできるか！」

「直ちょくで覗こうにもウチの風呂場は守りが堅いんですよね。窓だって、周りの家からは絶対に見えない死角にありますし。ゴ●ゴでも狙撃ポイントを見つけられないでしょう」

「可能不可能の問題じゃねぇ！　もしバレたらフラれるだけじゃ済まねぇだろ！」

「もしお姉ちゃんにフラれても、キープしといたあたしがいるじゃないですか」

「人聞きが悪い！」

　周りから見れば、まとわりついてくる亜月を拒否してない時点でキープだと思われるかもしれないが。

　だが、亜月は俺と彩陽の関係を進めるために不可欠。

　酷ひどい話だろうが、はっきり本人に言ってる。

　言ってりゃＯＫってわけじゃない。それもわかってる。

「まーた、なんか面倒なこと考えてますね。これだから、頭のいい人は。今の状況、あたしも先輩もお姉ちゃんも受け入れてるんだから、周りがなんと言おうが関係ないっす」

「……亜月は、俺の心が読めんのか？」

「先輩がわかりやすいんですよ。あっ、モタモタしてるとお姉ちゃんがお風呂出ちゃいます！　行きますよ！」

「あ、おい！」

　亜月に腕を摑つかまれ、強引に引っ張られる。

「ちょ、ちょっと待て！　おまえ、マジで風呂場に向かってるだろ!?」

「亜月ちゃんは、やると言ったら必ず実行するんです！　なあに、姉のことだからお尻くらいまでなら見られても誤差です！」

「なんの誤差だよ!?」

　なんてツッコんでいるうちに風呂場前に到着。

　亜月はためらいなく、脱衣場へのドアを開けた。

「あ」

「…………」

　そして、無言でドアを閉める亜月。

　できる限り目を背けていたつもりなのに、つい見てしまった……。

「……今、そこにいたのセイラじゃなかったか？」

「あ、あたしはよく見えなかったなあ」

　なにをすっとぼけてるんだ。

　なぜか、全裸で仁王立ちしているセイラが間違いなくいた。

　クラスメイトの裸であることに変わりはないが……まさか、友人の全裸を目撃してしまうとは。

「でも、別にエロくはなかったな。セイラ、身体に凹凸なさすぎじゃねぇ？」

　セイラは可か愛わいいことは可愛いが、子供の可愛さというか。

　どう見ても小学生の裸なので、さすがにあれで興奮できるほど業ごうは深くない。

「先輩、今のは見なかったことにしましょう！」

「亜月らしくもなく後ろ向きな発言だな。もしかしておまえ、セイラが苦手とか？」

「……ソンナコトネーヨ」

　棒読みで言って、そっぽを向く亜月。

　そういえば、亜月が俺の家に押しかけてセイラが迎えに来たとき、こいつはずいぶん嫌がってた気がする。

　セイラは昔から天あま詞つか姉妹に仕えてるらしい。

　亜月から見れば、セイラは世話係のお姉さんか。

　なるほど、苦手意識が発生しやすそうな関係だ。

「もしかして、セイラを盾にすれば俺の暮らしに平穏が訪れる……？」

「先輩がいらんことを学習した！」

「悪いけれど、私はフドーの盾になるほど暇じゃないわ。お風呂もカラスの行水よ」

「「…………」」

　再び、脱衣場へのドアが開いてセイラが出てきた。

　いつもツインテールにしている髪をそのままにして、無造作に首からかけたタオルがかろうじて胸元を隠している。

　身につけているのは、白のパンツのみ。

　セイラが俺の横を通りすぎ、思わず振り向くとパンツにはパンダのバックプリントが。

「……この家の連中は、そろって露出癖でもあんのか？」

「むしろ、あたしが一番羞しゅう恥ち心しんがあるくらいですよ！」

　マジでそんな気もしてしまう。

　亜月も俺にいろいろ見せつけてくるが、顔を赤くして恥ずかしそうにしてるもんな。

　この奔放な後輩が、一番の照れ屋さん……天詞家とはいったい？

「ん？　セイラが彩陽より先に風呂に入ってたのか？」
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「そんなわけないです。セイラは偉そうですが、使用人としての必要最低限の礼儀は心得てますからね。お風ふ呂ろはいつも一番最後です」

「……だろうな。ということは、彩陽はもう風呂上がってるんだろ」

　ちょっと残念──いや、ほっとした。

　彩陽の裸に興味がないと言ったら大噓になるが、きちんと手順を踏んで見なければ。

「いいから、部屋に戻るぞ。つーか、亜月は自分の部屋に戻っていいぞ」

「待って、待って、待ってくださいよー」

　亜月はふわわーっとした足取りでついてくる。

「なんでおまえ、ニヤニヤしてんだ？」

「そりゃ、先輩にお姉ちゃんの裸らをオープンせずに済みましたもん。そんなもん見たら、亜月ちゃんの少々のサービスじゃ動じなくなっちゃうじゃないですか」

「見せたくないなら、連れ出さなきゃいいだろ……」

　面倒くさいヤツだな。

「まったく……つーか、マジで川の字ってわけにはいかねぇだろ。適当に戻れよ」

「えーっ、あたしはまあ、先輩はそう言うかなと思ってましたけど……」

「なんだよ、その含みのある言い方は」

　すらりとフスマを開けると──

「お待ちしておりました」

　フスマのすぐそばに、彩陽が正座して三つ指をついていた。







　一瞬のフリーズののち、俺はなんとか脳を再起動させる。

　やはり、彩陽が畳の上に正座している。

　しかも、着ているのは時代劇で見るような白い着物──寝間着だろうか？

「不ふつ束つか者ですが、幾いく久ひさしくよろしくお願いいたします……」

「こちらこそ末永く……って、それ絶対違う！」

　嫁入りでもしてきたのか、おまえは!?

「本気でここで寝る気か、彩陽!?」

「わたしは一応、この別邸の主あるじですので。お客様を亜月ちゃんの襲撃からお守りする責任があります。そのためにはお二人をまとめて見守るのが一番です」

「効率的ならいいってもんじゃねえよ」

　川の字だの覗きだの、天詞家に到着してまだ二時間も経たってないぞ。

　なのに、この怒ど濤とうの現実離れしたイベントの数々。

　このフィールド、俺は推奨レベルに達してねぇ。

「落ち着け、彩陽。おまえは馬鹿じゃないんだから、わかるはずだ」

　彩陽がマジだったのは驚きだが、説得すればまだなんとかなる──はず。

「俺もおまえも五歳児じゃない。高校生の男女が、同じ部屋で布ふ団とんを並べて寝るのがどんなに非常識なことかくらい、理解してるだろ？」

　そうだ、これは亜月が好きなＲＰＧでもなければラノベでもない。

　現実に、高校生の男女が──恋人でもないのに同じ部屋で寝るなどありえない。

「も、もちろん承知しています。わたしだって、冷静というわけではないんですよ？」

「…………」

　俺を見る彩陽の目が、わずかに潤んでいる。

　いつもは真っ白な頰が赤く染まり、正座したまま落ち着きなく身体が動いていて、彼女の言葉が噓うそじゃないとわかる。

　彩陽は、ちょっとどうかしてるくらい天然だからな。

　俺と亜月を見守る、という一点に集中するあまり、自分がどんな非常識なことをしているか気づいてないかと疑ってた。

「冷静になれないなら、自分の部屋で寝たほうがいい。女子的には、睡眠不足はお肌の天敵なんだろ？」

「はい、睡眠は大切です。風ふ堂どうくんは登校が早いですが、どのくらい寝てますか？」

「俺？　朝は五時起きで固定だが、寝る時間は不定だな。だいたい一時とか二時とか」

「短すぎます！」

　くわっ、と目を見開く彩陽。

「二時就寝でしたら三時間じゃないですか！　そんな睡眠時間では身体からだを壊します！」

「大丈夫だ、壊れてない」

「あの、風堂くん？　たまにわたしを不思議な生き物のように見てますが、あなたもちょっと、困った方ですよ……？」

　……そうなんだろうか？

　高校受験の頃から、睡眠時間はそんなもんだったからな。

　特におかしいとも思っていないが……。

「風堂くんも見守ったほうがいいですね……わたしに勝つために猛勉強して倒れられたら、寝覚めがよくありません……いえ、わたしの都合はいいんです。勉強のしすぎで身体を壊したら本末転倒です」

「俺は、天詞彩陽はなにも失わずに勝てる相手だと思ってねぇよ。世の中には、十一日も眠らなかった人もいるらしい」

「そ、それは記録に挑戦した人の話では!?　風堂くんが適切な時間に眠るまで、わたしがそばで見守ります！」

「好きな女子に顔見られてて眠れるか！」

「えっ……」

「…………あ」

　しまった、とんでもないことを口走っちまった……。

　過去に告ってるんだから、彩陽は俺の気持ちを知ってるとはいえ。

　二度目だから恥ずかしくないってわけじゃない。ラブレターも含めれば三度目か？

「そ、その……そうでした。その節は大変無礼な暴言を……」

「い、いや……俺こそいきなりで……」

　思惑があったとはいえ、彩陽は「嫌い」とまで言って俺の告白を断ったことを気にしていたらしい。

　ややこしい事態を生んだあの告白の続き──やっと、ここでできるのか？

「えっ？」

「なんだ……？」

　ふっ、と急に部屋の灯あかりが消えた。

　廊下の灯りまで消えているし、窓は雨戸が閉まっているので自分の手も見えないほどの暗闇になってしまう。

「停電か？　台風でもないのに珍しいな」

「セイラを呼んで──いえ、まずスマホをライト代わりにしましょう」

「スマホか。風呂に入る前に、どっかに置いたな。どこだったか……」

　しかし、こんな真っ暗でも彩陽は慌てふためいたりはしない。

　最近、たまにポンコツ感のある彩陽だが、基本的にはメンタルも強い。

「すみません、わたしのスマホはお部屋に置いてきてしまいました」

「ああ、大丈夫だ。俺のはたぶん布団の近くに……」

　いつも自室ではスマホは適当に放り出してる。

　ほとんど電話はかかってこないし、どっかの後輩から「今お風呂ですよ〜」とか「お姉ちゃんの部屋から悩ましい声が〜」とか、どうでもいいＬＩＮＥが来るくらいだからな！

「えーと……あっ！」

「きゃっ!?」

　布団が敷いてあると思おぼしきあたりに近づこうとして、なにかとぶつかった。

　というか、この部屋で柔らかくてあたたかみがあるものといえば、片思いの女子以外にありえない。

「す、すみませ──あんっ」

「…………!?」

　ばふっ、と布団に彩陽が倒れ込む音がした。

　ぶつかって驚いたはずみで、倒れてしまったらしい。

　危なかった、布団があってよかった。

　問題があるとすれば──

　おそらく彼女が反射的になにかに摑つかまろうと手を伸ばし、俺の腕を摑んで一緒に倒れ込んだことくらいか。

　……俺、彩陽を布団の上に押し倒す体勢になってねぇ？

「す、すまな──お？」

「あっ？」

「あっ？」

　ぱっと灯りがつき、目の前がまぶしいほど明るくなった。

[image: ]

　想像どおり、彩陽が布団に寝転がり、俺は彼女にのしかかるような体勢になっている。

　彩陽は白い着物が乱れて、はだけた胸元からは二つのふくらみが溢あふれ出しそう。

　裾も大きくめくれて白い太ももがあらわだ。

　もう一人の彩陽も、ほぼ同じような乱れ方で、二人揃そろって俺の顔を見上げてる。

「……って、なんで二人いるんだ!?」

「えっ？」

「えっ？」

　二人の彩陽が、寝転んだまま顔を向け合って驚いた表情を浮かべる。

　どちらも本気でびっくりしているように見える──が。

「どっちだ！　どっちが亜月なんだ!?　いつの間に潜り込んできやがった!?」

　そういや、亜月も一緒にこの部屋に戻ってきたはずなのに、知らぬ間に消えてた。

　待ち伏せていた彩陽に驚きすぎて、すっかり忘れていたが……。

　二人の彩陽が、俺の質問にまったく同じタイミングで首を振ってる。

　くそっ、マジでどっちが本物かわからねぇ……！

「フドー、ごめんなさい。ブレーカーが落ちてたわ。たぶん、あの子のイタズラ──」

　フスマがすらりと開いて、セイラが姿を見せた。

　風ふ呂ろに入ったはずなのに、またメイド服姿になっている。

「……お邪魔したわね。せいぜい、あがき苦しむといいわ」

「おおいっ!?」

　俺が二人の彩陽を押し倒している現場を見つつも、何事もなかったように去って行った。

　あいつ、お嬢様に忠実なメイドじゃないのか!?

　身体を張ってでもお嬢様を助けにくる場面じゃないのか!?

「しかし、亜月……よくあんな真っ暗な中で音もなく紛れ込めたな……ん？」

　畳の上になにか落ちて──眼帯？

　なんでこんなものが……って、そういうことか！

「眼帯で片目を隠して暗闇にならしておいたわけか。ブレーカーを落として、こっそりこの客間に侵入してきたんだな」

　いちいち、手の込んだことを！

　彩陽と同じ寝間着まで準備済みとか──

　そのイタズラを計画する能力を勉強に使えよ！　そしたら追試とか絶対くらわねぇよ！

「「あ、あの、亜月ちゃん？　風堂くんが困っているので、その辺で……」」

　完全に同じタイミングで、同じ台詞せりふを口走る彩陽×２。

　亜月め……モノマネの技術だけでなく、姉の台詞から行動まで全部読んでる！

「と、とりあえず、二人とも服を直せ」

「「あ……ご、ごめんなさい……またお見苦しい姿を……」」

　彩陽ズは布団の上で身体を起こして、乱れていた着物を直す。

　ちょっと惜しい気などしてない。

　片思いの女子がなぜか二人いて、しかも胸も太もももあらわな姿をしてるなど、そうそう出くわすシチュではないが。

「……よし。今なら怒らないから、名乗り出ろ、亜月」

「「えっ……？　どっちがわたしかわからないのですか……？」」

　くそっ、またタイミングが完璧すぎる！

　どちらかの長い黒髪はウィッグ。

　だが、俺には彩陽の頭を摑んでウィッグをむしり取る度胸などない。

　そもそも、亜月がなんらかの方法でウィッグを固定している可能性すらある。

「……今日はもう寝よう。まだ早いが、なにもかもが面倒くさい」

「「風堂くん、投げやりですね！」」

　完璧にハモられても、もうツッコミ入れるのも面倒だ。

　ここで本物探しを始めたら、亜月の思うツボ。

　川の字、上等。

「両方、亜月だと思えばある意味気にならないしな……」

「「だいぶ開き直ってますね……」」

　この状況で深く考え込むだけ無駄というものだろう。

「じゃあ、俺はもう寝るからな。亜月、適当にウィッグ外せよ。そんなもん着けたままじゃ寝にくいだろ」

「「あ、風堂くんは真ん中です」」

「…………」

　端の布ふ団とんを引き離そうとした俺を、二人の彩陽が止めてくる。

　くっ、本物の彩陽も偽にせ者ものも容赦ねぇな……。







「すーすー……」

「んっ……んん……」

　……マジか。

　灯りを消して、三人並んで布団に横になると、すぐに二人の彩陽は寝息を立て始めた。

　さすがに寝相までぴったり同じではないが、どことなくポーズも似てる。

　まさか本当にこの状況で寝るとは……。

「んん……ふぁ……」

「んー……んっ」

　ほぼ同時に、彩陽×２が寝返りを打った。

　掛け布団が剝がれて、二人のあられもない寝姿が晒さらされる。

「お、おい……」

　また、寝間着の合わせがはだけて、胸の谷間が……！

　たわわでトロけそうなほど柔らかそうなふくらみが、ぐにょりと潰れている。

　もう半分以上胸が見えていて……もしかして、二人ともノーブラなのか？

　姉妹揃って、寝るときにはブラをつけない派なのか？

「……おい、亜月。起きてんだろ」

「「……すー……すー」」

　俺の言葉にも、二人の彩陽は揃って寝息を立てている。

　さすが亜月だが……寝相まで似せるのはやりすぎだ。

　彩陽はガチで寝てるんだろうが、亜月のほうは間違いなく起きてて姉の動きを先読みしてる。

「いいから、起きろ。ちょっと話がある」

「……さすが先輩、なかなか騙だまされてくれませんね」

　むくり、と彩陽が──亜月が起き上がる。

「そうでもない。どっちが亜月なのかは今の今までわからなかった。おまえ、またモノマネのクオリティ上がってねぇ？」

「亜月ちゃんは、努力を欠かしませんから♪」

　彩陽の姿のまま、きらりん☆とピースをキメる亜月。

「どういうわけか、お姉ちゃんもあたしのモノマネ練習してますからねー」

　亜月は、すすっと彩陽の布団のそばに移動する。

「こやつも上手うまくなってきてますし、頑張らないと追い抜かれます」

「無駄な努力だな……明日からは、勉強以外にリソースをつぎ込ませないからな」

「うえぇっ……！」

　本気で嫌そうに顔をしかめる亜月。

「ちぇー、追試対策なんてお泊まりの名目だからどうでもいいのに」

「悪いが俺も努力は欠かさないんでな。つーか、なんでいきなり彩陽に化けたんだよ？」

「ふふ、この子ったら可か愛わいい寝顔……」

「急にママ感出すな」

　思わせぶりに、彩陽の額とか撫なでてんじゃねぇよ。

「ちぇっ、ちぇっ、ごまかされませんね、先輩」

「それでごまかせると思ってんのかよ。つーか、話してたら彩陽が起きちまうな」

「あ、大丈夫ですよ。お姉ちゃんって一度寝たら、目覚ましが鳴る時間まで絶対に起きませんから。どん欲なまでに深い眠りでＨＰを完全回復させるんですよ。その間は、たとえ部屋に侵入してタンスの下着を漁あさりまくっても気づきません！」

「たとえ、じゃなくてガチでやっただろ、それ！」

　そういや、〝デートのシミュレーション〟で亜月が彩陽に変装してきたとき、下着まで姉のものを着けてきてたな。

　てっきり、彩陽がいない隙をついたのかと思ってた。

　姉が寝てる横で堂々と下着を漁ってたとか……恐ろしいヤツ。

「お姉ちゃんって一度言い出したらきかないんですよ。だから、川の字の阻止はこの亜月ちゃんをもってしても無理です」

「は？」

「でも、先輩が調子に乗ってお姉ちゃんに夜よ這ばうかもしれないじゃないですか。もしそうなっても、どっちがお姉ちゃんかわからなかったら、手を出しにくいでしょ？」

「どっちかわからなけりゃ、両方って手もあるだろ」

「なっ!?　せ、先輩っ……!?　敵が仲間に化けてて本物がどっちかわからないなら、どっちもぶちのめせばいい、みたいな漫画的解決方法を!?」

「説明長なげぇよ！　冗談に決まってるだろ！」

　ていうか、マジで起きねぇな、彩陽！

　隣の家にまで聞こえそうな声でツッコミ入れてるぞ、俺。

「亜月、そんなことを警戒してわざわざ変装してきたのかよ」

「だって、横でこんなでっかいものがたゆんたゆんしてたら、先輩の理性だって大崩壊しちゃうでしょ！」

「うおっ!?」

　亜月は、そのまったく起きない彩陽の着物の胸元を摑つかみ、ぐっと広げてみせた。

　ただでさえ、こぼれんばかりだった豊かなふくらみが、ほとんど見えてしまう。

「おまえが俺の理性を崩壊させようとしてるよ！　姉になにしてんだ、おまえは！」

「おっと、つい夢中になって。おっぱい、直ちまちょうねー」

「だから、意味不明なママモードもやめろ」

　今のは、さすがに見なかったことにしよう。

　寝てる女の子の胸元を覗のぞくとか、犯罪臭がハンパねぇ。つか、犯罪だ。

「まあ、要するに……先輩とお姉ちゃんをラブラブさせねぇぞ、と。最近、ちょっと怪しくなってきてますからね……」

「……怪しくはねぇだろ」

　亜月が俺と彩陽の仲を怪しむ──言い換えれば、俺にも脈が出てきたということになる。

　そういえば、ウチの玄関で俺が彩陽の顔を褒めたときもずいぶん過剰に反応してた。

　いつもの彩陽なら、穏やかに笑ってかわしそうなものなのに。

　以前よりはるかに距離は縮まったと思うが──期待しすぎてはいけない。

　俺を嫌い、と言ったのは本心ではなくても、彩陽なりに覚悟があってのことだろう。

　あの言葉を彩陽に覆くつがえしてもらうには、生半可な努力では不可能だと思う。

「ねえ、先輩。お姉ちゃんはあたしに化けるのはまだ下手ですけど、あたしがガチで変装すれば見分けるのは無理ですよ？」

「……だろうな」

　デートのときも、亜月が笑い出すまで変装だとまったく気づかなかった。

「この〝合宿〟で、あわよくばお姉ちゃんと距離を縮めようとするでしょうけど、先輩が迫った彩陽は、実は亜月ちゃんかもしれませんよ？　お忘れなく」

「…………」

　すげー釘くぎを刺してきやがるな。

　亜月が見てないところで、彩陽にちょっかいかけるなと言いたいらしい。

　なんで俺、好きな女子が〝本物かどうか〟迷わなきゃいけないんだ……。

　亜月は追試、彩陽は俺からの首席奪還、それに──

　俺は本物の彩陽だと見抜いた上で、彼女に気持ちをぶつけなきゃいけない。

　なんか俺だけ、無用の苦労を背負わされてるような……。




　　　　◆◆◆




　今度こそ、三人並んで床に就いた。

　あたしは布団をかぶって、ふーっと息をつく。

　緊急ミッション〝姉に化けて先輩の夜這いを阻止せよ！〟──なんとかコンプリート。

　おかしい、先輩にレベル上げをさせてるはずなのに、あたしのほうがミッションをこなしてる。

　なんだろう、惚ほれた弱み？　違う？

　お姉ちゃんがいつも着てる寝間着まで用意しておいて本当によかった。

　こんなヒラヒラした着物なんて、邪魔くさくて嫌いなんだけど。

　天詞家の子女は、子供の頃からやたらと着物を着せられるんだよね。

　これだから、古い家は……あたしは着物なんてだいっきらい。

　でも先輩の邪魔をするためなら、あえてポリシーも曲げてやろう。

　しっかし、先輩があたしとお姉ちゃんを見分けられないのは──嬉うれしいようなムカつくような。

　あたしの変装技術が上がってるのはいいことなんだけど。

　好きな女の子と、可愛い後輩の区別くらいつけろよこの野郎。

　そういえば──

　ちょいと身体からだを起こして、横で寝てる先輩とその向こうの姉の顔を見る。

　先輩のほうは険しい表情をしていて、上手く寝つけないみたいだ。

　この人は学園祭で会った、姉に変装してたあたしを好きになった。

　でも、それってさ──

　先輩が好きになった人ってさ、いったい誰？

　それは天詞彩陽であり天詞亜月であり──どちらでもない。

　先輩もそのことに気づいた今、この人があたしを好きだった瞬間なんてないんじゃないだろうか？

　学園祭で好きになったのは亜月、と言ってくれたけど。

　先輩が好きになったのは、誰でもない、ただの幻なんじゃないだろうか──

　きゅっと胸が痛くなる。

　先輩……あたしは幻のまま終わりたくないですよ。











５　あたしの出番がないですよ!?






　貴き秀しゅう院いん高校では、期末試験終了後も授業が続けられる。

　若干、授業数は減るが、七月下旬の終業式まで日曜以外に休みはない。

　全国的にも有名な名門私立校は、決して生徒を甘やかすことはないのだ。

　もちろん、俺としてはスパルタ上等、授業数を減らす必要すらないと思っている。

　授業が多いほど、彩あや陽ひと同じ空間に長くいられるしな！

　長く勉強ができて、長く彩陽と同じ空気を吸えるなんて最高じゃねぇか。

　……同じ空気がどうこうは、我ながらキモかったな。反省しよう。

　どうも、今日は頭が回っていない。馬鹿なことばかり考えてしまう。

「フドー、眠そうね。寝られなかったの？」

「……逆に訊きくが、あの状況で眠れると思うのか？」

　休み時間、俺の机の前に立ったセイラに訊き返す。

「隣で寝てるのが美少女じゃなくても、無理でしょうね」

「わかってんじゃねぇか」

　健全な男子高校生が、同級生と後輩の女子が両隣にいて眠れるわけがない。

　しかも一人は、告白までした片思いの相手だ。

　これで眠れるなら、そいつは神経が死んでる。

　どちらが亜あ月づきなのかは判明したが、結局朝までろくに眠れなかった。

　なんか一瞬、亜月がゴソゴソしてた気もしたが……。

　短時間睡眠に慣れていても、一睡もできなかったのはさすがにキツい。

「彩陽お嬢様は元気潑はつ剌らつだわ。よく眠れたようね。ということは？」

「はて、セイラくん。なにが言いたいのかな？」

　彩陽は俺のことなど一ミリも意識してないから、快眠だったとでも？

「ん？　ちょっと待て。セイラ、おまえもしかして──」

　セイラにも俺が彩陽を好きだってバレてるのか？

　以前のデートシミュレーションの一件もあったし、天あま詞つか家での俺や姉妹を見ていれば、バレても不思議じゃないが……。

「知らないわ。有能な使用人はご主人様のプライバシーは見て見ぬフリをするの」

「本当かよ……」

　俺は、彩陽の席のあたりを見る。

　彼女は友人数人に囲まれて、楽しそうに談笑しているところだ。

「まあ、それはいいが……実際拍子抜けだったな。あいつ、朝も普通に〝おはようございます〟とか言ってきやがったし」

「大物なのよ、いろいろな意味で」

「天然もそう言い換えれば、いいように聞こえるな……」

　動揺してばかりの俺や、妨害に必死な亜月より器が大きいのは確かだな。

「ああ、そうだ。朝は眠すぎて言い忘れてたが、朝飯美味うまかった。ありがとうな」

「料理くらいこなせなければ、天詞の使用人は務まらないわ」

　さっきから、セイラは小声だ。

　この友人は、天詞家の使用人であることを周りに隠している。

　まあ、同級生にして主従という事実は、あまり人に明かしたくないのだろう。

「驚いたけどな。きっちり調理した朝食を出してる家って実在したんだな」

「……フドー、どんな生活してるの。スパイとして興味あるわ」

「朝飯なんてトーストとバターで済ませてるな。面倒なときは焼かずにそのまま食う」

「スパイとしては無益な情報だし、友人としては心が痛む有害な情報ね」

　哀れみを込めた目で見られてしまった。

　今日の朝飯は、ごはんに塩しお鮭じゃけ、目玉焼き、野菜の煮付け、味み噌そ汁しると味付けのりに漬物。

　温泉旅館の朝食みたいだ。温泉なんか行ったことないが。

「あ、それで思い出した。おまえ、亜月の昼飯、なんとかしてやれよ。あいつ、スナック菓子とコーラで済ませてたぞ」

「……亜月様は、〝リュックに入らない〟ってお弁当を受け取らないのよ。あの女、そんな食事を……教育が足りなかったようね」

　ゴゴゴゴ、とセイラの背後で黒いオーラが渦巻いている。

　お嬢様の昼食事情をメイドは知らなかったらしい。

「でも、フドー。あなたの食生活も大概よ。お昼がパンやおにぎりなのは知っていたけど、普段からろくなもの食べていないようね」

「朝は食ってはいるって。晩飯だって三種類の弁当をローテさせて栄養が偏らないようにしてるぞ」

「偏らない……？　冗談じゃない、ウチにいる限りは誰も栄養失調にはさせないわ」

「俺の食生活、栄養失調になるレベルなのか!?」

「……待って。あなたの体調を万全にしてしまうと、余計にお嬢様の障害になってしまう。忠実なしもべとして主あるじは裏切れない……」

「俺、ハンデ付きで彩陽を越えたのかよ」

　たいした男じゃないか、風ふ堂どう理り玖くよ。

「健康のためには一いち汁じゅう一いっ菜さいね。大丈夫、古来から伝わる献立よ」

「栄養が足りてなかった時代の献立じゃねぇか」

　飯と味噌汁とおかず一品の組み合わせだ。いくらなんでも、男子高校生には足りねぇ。

　今でも一汁一菜の人はいるだろうけどな。

「じゃあ基本、炒飯チャーハンと味噌ラーメンと餃子ぎょうざにしましょう。これもある意味一汁一菜ね」

「早死にできそうなメニューだな」

　油と塩分の飽和攻撃だ。三食それだと、まず身体壊すだろ。

　彩陽のために、俺を病ませるのが目的かよ。

「冗談よ。天詞家は、古くからの名家。毒殺するならもっと洗練された手法が伝わってるわ」

「冗談よ、を差し込む位置を間違えてんぞ」

　最後に付け加えないと、天詞家が毒殺を繰り返してきたように聞こえるぞ？

「フドーに死なれると困るわ。最近の彩陽様は、ずいぶんお変わりになられて面白い。私に断りもなく一人で出かけるなんて、過去に一度もなかったことだわ」

「……彩陽ももう高二だぞ。一人で外出するくらいおかしくねぇだろ」

「できれば、そんなお嬢様をずっと見守りたかったけれど……私には無理なのよ」

「……なに？」

　セイラは、遠い目をして彩陽を見つめている。

　いつもはガラス玉のような無機質な目が、わずかに潤んでいるような……。

「セイラ、おまえ……」

　女子高生が、なんで本職のメイドをやってるのか不思議でしょうがなかったが。

　もしかすると、なにか複雑な事情がある？

　しかも、天詞家での仕事には期限が区切られている……？

「私、ちょっと用があるので二、三日出かけてくるのよ」

「二、三日だけ!?」

　まぎらわしい！　目の潤みはなんだったんだ!?

「……って、普通にツッコんだが、おまえ家にいないのか？」

「私にもプライベートというものがあるのよ。どうしても実家に帰らないといけないの」

「実家……」

　帰れる実家があるなら、複雑な家庭の事情がある線は消えたか？

「いやいや、待てって。もしかすると、その間は天詞姉妹と俺の三人だけなのか？」

「彩陽様も亜月様も、フドーを帰らせないでしょう。自動的にそうなるわね」

「それは……まずくねぇ？」

　使用人のセイラがいるのが、ある種の抑止力になっているというか。

　俺の泊まり込みの名分にもなってるんじゃねぇの？

　メイドが見張っているから、天詞姉妹の安全が保証されている、みたいな。

　つーか、休み時間にさらっと聞かせるような話じゃねぇぞ。

「おい、セイラ。もちろん、おまえにもプライベートがあるだろうが……今は、非常事態みたいなもんだし、用は先送りにして天詞家にいたほうがいいんじゃないか？」

「フドーの気持ちはわかるわ。でも、実家の猫が可か愛わいくて顔を見たいから帰らないと」

「それ、今じゃなくてもいいだろ！」

　つい、勢い任せのツッコミが。

　周りが、ちょっと驚いたようにこっちを見てくる。

「あ、いや……あのな、不要不急にもほどがあんだろ」

「猫きゃわわ♡に文句でも？」

「おまえ、絶対になんか思惑があるよな……」

　虎とか猫とか、きゃわわ♡やめろ。

　セイラと亜月ってところどころワードチョイスかぶってくるよな……。

「まあ、なんにしても」

　ぽん、と俺の肩に手を置いてくるセイラ。

「私がいない以上、お嬢様たちの世話はフドーに託されたわ」

「どんどん話が変わってるんだが!?」

　彩陽が俺から勉強方法を盗むって話に、亜月が〝レベル上げ〟を絡からめてきて、さらに俺が天詞姉妹の世話をするだと……？

　俺は彩陽と付き合いたいのであって、仕えたいわけじゃないぞ……。







　おかしい……おかしいぞ？

　授業は無事に終わり、放課後になった。

　いつもどおり、エアコンが効いた快適な教室で居残り勉強を始めて──

　そして、ヤツが当然のように上級生の教室に現れてウザ絡みしてくるはずなのに。

「なぜ来ない……？」

　おかげで今日は勉強がはかどる……はずなのに。

　どういうわけか、ノートを開いてもまるでシャーペンを動かせない。

　俺は、亜月の妨害なしでは彩陽にアプローチすることができなくなった。

　それどころか、日課の居残り勉強すら亜月がいないとできない身体からだに……？

「あの、みなさんちょっとごめんなさい。お勉強中のところすみません、風堂くん」

「ん……？」

　彩陽はＨＲホームルームが終わったあと、教卓のそばで友人たちと談笑していた。

　その彩陽が、すたたっと軽やかにこちらに近づいてくる。

「今日は一緒に帰りましょう。お勉強終わるまで、わたしもお待ちしていますから」

「…………っ！」

　にこにこと笑顔で爆弾を放り込んでくる彩陽。

　案の定──

「えっ、彩陽さんと一緒に……？」

「フウドウくんって、彩陽さんの妹さんに告ったんじゃなかったっけ……？」

「毎日、妹さんとあんなにイチャ──ご親密な上にお姉さんのほうにもちょっかいを？」

「…………」

　ほらほら、彩陽のご友人たちがとんでもない疑いをかけてるぞ！

　この前もいた、俺の名前をうろ覚えなヤツがやっぱりフウドウくんと呼んでるのも地味にショックだ。

「い、いや、俺は遅くなるし、彩陽もやること多いだろ。気にせずに帰っていい」

「そうですか……？　ですが、どうせ帰るのは同じ──」

「わかった！　じゃあ待っててくれ！　今日は早めに勉強切り上げるつもりだったから、ちょうどいいな！」

「あ、はい。では、お待ちしてますね」

　にっこり笑う彩陽。ああ、可愛すぎる。

　それはともかく、天然さんが余計なことを言う前に要求を受け入れたほうが無難だ。

　俺は今さら悪評などどうでもいいが、彩陽に変な噂うわさが立つとマズい。

　その彩陽は、何事もなかったかのように友人たちのところに戻ってる……。

　やはり大物だな、俺の好きな女の子は……。

　そんなことを思いつつ、なんとか勉強を開始して──

「あ」

　気がつけば、あっという間に教室は夕焼けの色に染まっていた。

　夏休み前で授業は早めに終わっているので、結局いつもより長めに勉強してしまった。

　前言撤回、亜月がいないと勉強がはかどる……？

「……ん？」

「なるほど……わたしの雑なノートとは違いますね。びっしり書いているようで、かなり整理されています。わたしとは脳のタイプが真逆なのかもしれませんね」

「……っ、彩陽!?」

　いつの間にか、彩陽が椅子を俺の隣に置いて座っていて、机上のノートを覗のぞき込んでいた。

　ふむふむ、と無意識に独り言をつぶやいているようだ。

「あ、ごめんなさい、風堂くん。お邪魔でしたでしょうか？」

「い、いや、こちらこそ気づかなくて悪かった。ちょっと集中してたみたいだ」

「ふふ、凄すごい集中力でしたね。亜月ちゃんみたいにイタズラしちゃおうかと思ったくらいです」

「…………」

　彩陽のイタズラとか、ご褒ほう美びすぎるだろう……なぜやらなかった！

　おっと、またキモいことを……俺ってそういうキャラじゃねぇのに。

「帰るか、彩陽」

「はい、ご一緒させてください」

　いつの間にか、教室には俺と彩陽の二人しかいなかった。

　誰もいない夕方の教室で、片思いの女子と二人きり。

　この俺にこんな甘あま酸ずっぱい放課後がやってくるとは……。







　ちょうどいい時間帯だった。

　放課後にダベっていた連中は帰宅したあとで、部活や委員会で残っている奴やつらの下校には早い。

　そういうわけで、学校一の人気女子──天使とまで呼ばれる女子と肩を並べて帰路についても目立たずに済む。

「はー、日が傾いてもまだまだ暑いですね。今年の梅雨は雨が多いという予報は外れましたが、梅雨明けもそろそろでしょうか」

「……そうだな。空から梅つ雨ゆだと農作物の収穫が心配だな」

　なに言ってんだ、俺？

「天詞には外食部門もあるので、他人ひと事ごとではないですね。いえ、わたしはまだ経営にはタッチしていませんが」

「そ、そうなのか」

　天詞が桁外れの金持ちなのは知っているが、具体的な事業内容は知らない。

　というか、天気の話も商売の話もどうでもいい。

「でも、よかったです」

「空梅雨がか？」

「違いますよ。今日は、風堂くんが勉強しているところをたっぷり見られました。あなたの考え方の一端が見えた気がしますね」

「……見ただけじゃ、たいしたことはわからんだろ。なんなら、俺が彩陽にも教えようか。自分がどう学んでるか伝えるには、授業をするのが一番早いだろ」

「ありがとうございます。でも、わたしは風堂くんのすべてを知りたいので。ただ、勉強を見るだけではあなたには勝てません」

「…………」

　俺のすべてを知りたいとか、誤解しそうな台詞せりふを堂々と……。

「じーっと風堂くんの顔を見つめさせてもらいましたが、全然気づきませんでしたね」

「お、俺の顔を？」

「はい、自分の顔でもここまで凝視したことはないというくらい見させていただきました。ごめんなさい」

「まあ……見られて減るもんじゃねぇから」

　全然気づかなかった。

　それならお返しに俺もしばらく彩陽の顔を凝視する権利がほしい──なんてキモすぎるので口には出せない。

　しかし、わざわざ俺の顔なんて見なくてもな……意外なことをする。

「ありがとうございます。ですが、あの集中力は驚異的ですね。人間、好きなことでさえ意外と集中できないものです。しかも今は、テストが終わって気が抜ける時期なのに。あなたは、よほど自分に厳しいのでしょうね」

「好きなことには集中できるんだよ、俺の場合は」

　思わず、ぶっきらぼうに言ってしまう。

　そりゃ、片思いの女子にこうもストレートに褒められりゃ照れくさいだろ。

　もちろん、俺が好きなのは勉強ではなく、好きな女子に勝つために努力することだ。

　勝たないほうがいいのでは疑惑は、今のところは置いておく。

　死に物狂いで半年以上頑張ってきて、今さら〝逆効果でした〟とは思いたくない。

「彩陽だって、集中力は相当だろう。俺が亜月に教えてる横で勉強してるところ、何度か見たが、亜月が騒いでも全然気づかないくらい集中してたな」

「お恥ずかしい……集中力があるというより、夢中になると周りが見えなくなってしまうみたいです。セイラにも怒られます。先日の期末テスト前はお食事中も勉強のことを考えすぎて、うっかりお魚の骨まで齧かじっていたりで……」

「……気をつけろよ。魚の骨が血管に刺さることもあるらしいぞ」

　俺に勝つために、そこまで必死に努力してたのか。

　嬉うれしいような、勝ったことが後ろめたいような。

「本当にそうですね。つくってくれたセイラにも悪いですし」

　しょぼーんと肩を落としてしまう彩陽。

　そんな前のことで、落ち込まなくてもいいだろうに。

「……って、あれ？　なんでこんな道、通ってるんだ？」

　学校を出て、五分ほど歩いてきたか。

　天詞家は遠いので、彩陽は自家用車の送迎、亜月はバスで通学してる。

　今日は送迎を断ったらしいので、バス停に向かってるはずだったが……道が違う。

「だ、大丈夫です。ちょっとバス停をいくつか飛ばしますが、家には問題なく帰り着けます。少しくらい歩いたほうが健康にいいです」

「まあ、歩くのは全然かまわんが……」

　むしろ、彩陽と一緒なら一時間でも二時間でも歩きたい。

「学校の近くにこんな川があったんだな」

　俺たちが歩いているのは、川沿いの遊歩道だ。

　木が等間隔で並び、背の低いフェンスの向こうにさらさらと川が流れてる。

「え？　風堂くん、ご存じなかったんですか……？　なぜ……」

「そんな残念そうに言わなくても。言われてみれば、一、二回は通ったこともあるような気もするな」

　方向的には、俺が通ってた中学に行くならこの道だな。

　中学時代に、貴秀院に行ったことがあったのかもしれない。

「そうですか……いえ、川の近くなら少しは涼しいかと思ったのですけど、そうでもないですね」

「まあ、普通に暑いな」

　川のほうから風が吹いてくるが、生暖かくてあまり快適とは言えない。

「そうだ、ちょっと待っててくれ」

　首を傾かしげる彩陽に背を向けて、小走りに近くのコンビニに駆け込む。

　わずかに悩んでから買い物を済ませ、素直に待っててくれた彼女のもとに戻る。

「ほら、これ」

「……なんでしょうか？」

　彩陽はまた首を傾げつつ、俺が渡したものを受け取った。

　もったいぶるほどのものでもない、安物の棒アイスだ。

「もしかして、アイス嫌いだったりするか？」

「そ、そんなことはありませんが……どうしたんですか、急に」

「暑いときはアイスが一番だろ。溶けるから、さっさと食おう」

「あ、あの、これおいくらですか？」

「俺が勝手に買ってきたんだから、気にしなくていい。だいたい、彩陽はあれだろ？　黒いクレジットカードしか持ってないだろ？」

「わたしをなんだと思ってますか……ちゃんと現金を持ってます。高校生なので、クレカは持っていません！」

「そうなのか」

　漫画に出てくる金持ちとは違うらしい。

「まあ、安いアイスだから彩陽の口には合わないかもしれねぇけどな」

「い、いえ……ですが、買い食いなんて初めてで……」

「マジかよ」

　貧しい俺でも、中学どころか小学校時代から買い食いくらいしてたぞ。

　いや、彩陽は育ちがいいからこそ買い食い未経験なんだろうが。

「いつも車ですので、帰りにお店に寄るという発想そのものがなくて……」

「彩陽の妹なんて、帰りどころか昼休みに学校抜け出してコンビニ行ってるぞ」

「そんなことしてるんですか!?　もう……お姉ちゃんとしてわたしもたまには叱らないとダメでしょうか……」

「彩陽が叱っても、右から左に抜けるだろうな」

「本当のことを言いますね、風堂くん！　ああ、溶けちゃいますね……いただきます」

　彩陽が袋を破って、棒アイスをぺろりと舐なめる。

「あ、美味おいしいですね。こういうのをいただくのも初めてですが、不思議な甘さです」

「…………」

　しまった、安いから棒アイスを買ったが、なんか後ろめたい。

「んっ……あっ、ちょっと溶けてきてますね。んっ、ぺろっ……」

　彩陽が舌を伸ばして棒アイスをぺろぺろ舐めているのが、なんだかエロくて。

　やべぇ、安いエロコメみたいな絵ヅラになってる……。

「……風堂くん？　そっちも溶けてきてますよ？」

「あっ、ああ」

　やめろやめろ、ただ美少女が棒アイスを舐めてるだけだ。

　幸い、誰も見てないし、気にしないことにしよう。

「ですが、大丈夫でしょうか。お行儀悪くないでしょうか、わたし？」

「全然気にすることねぇだろ。亜月なんて、前に棒アイスとソフトクリームの二刀流とか、わけのわからん食い方してたぞ」

「先ほどから、妹の衝撃の事実が次々と明かされているのですが……といいますか、風堂くん、亜月ちゃんの話題多いですね」

「…………っ！」

　また凡ミスを！

　せっかく彩陽と二人きりだというのに、わざわざ妹の話題を出すとは。

　今日はなぜかウザウザと絡からんでこないから、チャンスなのに。

「でも、嬉しいですね。亜月ちゃんの話ができる相手は、セイラくらいしかいなかったので。どういうわけか、お友達も亜月ちゃんのお話はほとんどしないんですよ。同じ学校の後輩なのに」

「あー……」

　彩陽フレンズは、亜月が姉とタイプが違いすぎて不仲を疑ってるのかもな。

　亜月も話してみれば悪いヤツでは──まあ、多少悪いところもあるが。

「今度、彩陽の友達と亜月と一緒に遊んだらどうだ？　彩陽の友達は上品なヤツばかりだから、亜月なんて珍獣みたいに可か愛わいがられるんじゃねぇ？」

「ち、珍獣ではないですよ。ですが、一緒に遊ぶのはいいかもしれませんね……」

「ああ、そうしろそうしろ」

　亜月は、上品な先輩方と一緒に遊ぶなんて死ぬほど嫌がるだろうが、俺もたまにはヤツにイヤガラセをしたい。

「ど、どうでしょう。わたしが誘って亜月ちゃんはＯＫしてくれるでしょうか……？」

「なんなら、俺が誘い出してやろう。俺が〝彩陽と出かけるから、邪魔をするなよ〟とか釘くぎを刺しておけば、間違いなくヤツは現れる」

「もしかして風堂くん、亜月ちゃんに恨みでもあるのですか……？」

　ないと言ったら噓うそになるが、笑ってごまかしておく。

「彩陽のほうも、たまには亜月と遊びたいだろ？」

「たまに、といいますか……亜月ちゃんと遊んだことなんてありませんね」

「…………」

　彩陽は困ったように笑っている。

　たった一つ違いの姉妹が、一緒に遊んだことがない？

　普通に考えればありえないが──冗談を言っている顔とは思えない。

「わたしは物心ついた頃から勉強と習い事ばかりでしたし、亜月ちゃんはもう少し自由だったみたいですが、二人だけで遊ぶ機会なんてなかったのですよ。もっとも、亜月ちゃんはわたしが嫌いですから、あの子のほうが嫌がったのかもしれません」

「……彩陽が元気いっぱいに遊んでるところは想像つかねぇな。生まれたときから、今みたいなおっとりした感じなんじゃないのか？」

「突然湧いて出たんじゃありません！　わたしにも子供時代はありました！」

　わかってるよ。

　おまえが困った顔するから、冗談で和ませたくなっただけだ。

　和む冗談を言えない気の利きかなさが、我ながらもどかしいが。

「風堂くん、だんだん性格が悪くなっていませんか……？」

「俺は元からこんなもんだ。好きな子の前で硬くなってただけで──ごほっ、ごほっ！」

「…………っ！」

　つい、素直に事実を口から出してしまい、強引に咳せき払ばらいでごまかす。

　彩陽も赤くなっているし、全然ごまかせてねぇな。

「そ、そうだ。初めての買い食い記念に写真でも撮ってやるよ。亜月にも送ってやろう。ああ、スマホをカバンにしまってたか」

「い、いいですね。では、そのアイス、わたしがお預かりしておきますね」

　俺は頷うなずいて、持っていたアイスを彩陽に手渡し、カバンからスマホを取り出す。

　記念写真を撮るほどのことでもないが、このままだとごまかしきれない。

　ああ、またもやしくじった。

　堂々と彩陽の写真を撮れるチャンスなのに、俺のスマホは安物！

　流行はやりの、三つだか四つだかレンズがついてる高級スマホがあれば……！

「ちょっと待ってくれ。俺、あまりカメラ使わないんで試し撮りを一枚いいか」

「ええ、どうぞ」

　まず、彩陽がアイスを食べているところを一枚撮りたい。

　あわよくば、俺と彩陽が並んでアイスを食べているところを自撮りで一枚。

　きっちり撮るために試し撮りは重要だ。これまた必死すぎてキモいが。

「マジでめったに撮らねぇんだよな。えーと、これで──」

「きゃっ……！」

　そのとき、川かわ面もを揺らしながら風が吹き抜けた。

　暑い空気を孕はらんだ風は、あたりの木々を激しくざわめかせるほどに強くて。

　俺の目の前にある、膝丈のスカートをも大きくめくれ上がらせた──

「………………」

　彩陽は、両手にアイスを持ったままきょとんとしている。

　スカートは信じられないくらいめくれ、透き通りそうなほど白いレースのパンツが、完全にまったく隠されることなく、丸見えだ。

　それどころか、スカートの中にたくしこまれたブラウスの裾まで見えている。

「…………？」

　とんでもない光景に頭がフリーズしつつ──

　なにか、不意に違和感を覚えた。

　この光景、デジャヴを感じるというか……あのパンツにまで見覚えがあるような？
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「……って、悪い！」

　俺は我に返り、ぱっと後ろを向いた。

　実際、彩陽のパンツを見つめていたのはせいぜい一秒くらいだっただろう。

　それでも、体感では何分にも永遠にも感じられる時間だった。

「あ、あの。もう、こちら向いて大丈夫です」

「…………」

　恐る恐る振り向くと、彩陽は片手でなんとかアイスを二本持ち、片手でしっかりとスカートを押さえていた。

　そんな無理のある持ち方をしなくても、一本だけ口にくわえるとか、ぱぱっと自分の分を食べるとかすればいいのに……まあ、お嬢様にはそんな品のないことはできないか。

「ああ、悪かったな」

　俺は平静を装よそおって自分のアイスを取り戻し、彩陽はふーっと息をつく。

「大丈夫だ。今見たことは忘れるから」

「は、はい……ところで写真は……？」

「写真？　そうか、そうだった」

　忘れてた、スマホで写真を撮るところだったんだ。

　スカートめくれ事件が衝撃的すぎて、頭から吹っ飛んでた。

「あっ……!?」

「どうしたんですか……ああっ!?」

　俺がスマホをなにげなく操作すると、彩陽のスカートがめくれ上がったその瞬間が、驚くほどばっちり写っていた。

　無意識に、撮影ボタンをタップしていたらしい。

「マジで悪い！　ちゃんと消すから──」

「待って！」

「は……？」

　彩陽は、スマホを操作しようとした俺の手をがしっと摑つかんでいる。

「待って、ください。別に……消さなくてもかまいません」

「消さなくていい？」

「むしろ……よく見てください」

「はぁ？　お、おまえ、変な趣味でもあるのか……？」

「そ、そうじゃありません……その、覚えていていただきたくて……」

「……彩陽、おまえは知らないのかもしれないが、露出癖へきはかなり特殊だ」

「性癖でもありません！　違うんです、ただ……」

　どうも最近の彩陽は、たまに歯切れが悪くなるな。

「その……覚えていただくというか、思い出していただく……といいますか」

「は？　思い出すって……」

　ぱっ、と俺の頭に着替え中の彩陽の姿が浮かんだ。

　初めての天詞家訪問で小悪魔に騙だまされて、彩陽の部屋に直行したときに目撃してしまった下着姿が──

「お、思い出させてどうするんだ!?　むしろ忘れなきゃいけねぇだろ！」

「え？　風堂くん、思い出したのですか？」

「そりゃあ……でも、あのときは亜月に騙されておまえの部屋でその、着替えを見ちまっただけで、事故みたいなもんだから……」

「わたしのお部屋？　着替え？　いえ、そんなことはどうでもいいです！」

「よくはないだろ!?」

　さっきから彩陽の言ってることが一ミリも理解できねぇ……！

　そういや、彩陽の着替えを目撃したときは、パンツは見てねぇよな。

　じゃあ、さっきの既視感はなんだったんだろう……俺、なにか勘違いしてる？

「どうしたんだ彩陽？　なにか言いたいことがあるなら、詳しく話してくれ」

「……いいえ、すみませんでした」

　彩陽は少し間を置いて、ふるふると首を振った。

　その間が、なんか放っておけない感じなんだが。

「も、もういいですからバス停へ行きましょう」

　彩陽は、すたすたと歩き出してしまう。

　結局、撮影しちまった写真は消さなくていいのか……？

　自分のパンツがくっきり写った写真を消さなくていいとか、尋常じゃねぇよ。

「……あの」

「えっ、んん？」

「すみません、風堂くんも来ていただかないと……バスの乗り方、わかりません」

「……なるほど」

　天詞の跡取りが公共交通機関を利用するわけないよな。

　しかし、パンツを目撃したときの既視感、彩陽の謎の気前の良さ……。

　なんで俺の放課後って普通に終わってくれないんだろうな。











６　男子のドリームでしょ？






「お帰りなさいませ、ご主人様！」

　彩あや陽ひと並んで、天あま詞つか家の玄関に入ると馬鹿がいた。

「あ、カバンお持ちしますね……って、重おもっ！　先輩、また全科目の教科書ノートどころか辞書まで持って帰ってんでしょ！」

　俺のカバンを重たそうに抱え込んだのは、もちろん亜あ月づきだ。

　ただし、黒いワンピースに白のフリフリエプロン、胸の谷間を見せ、スカート丈はミニのなんちゃってメイド服の亜月だった。

「亜月ちゃん……そ、その格好はいったい……？」

「こんなこともあろうかと、オーダーしといたんだよ。わざわざ本場のイギリスに注文したらガチの労働用みたいなのが届いたから、天詞の服飾部門に発注し直して時間かかっちゃった。メイド服はメイドインジャパンに限るね♡」

「亜月ちゃん、そんなことのために天詞の権限を……？」

「いいから、上がって上がって。お姉ちゃんも上がっていいよ！」

「だったら、玄関先でフリーズさせるようなマネすんなよ……」

　今日は放課後にウザウザしてこないと思ったら、こんな仕込みを。

　そうだった、亜月の行動には常に意味があるんだったな。

　さて、俺の不穏な放課後ラウンド２、スタート。

　とりあえずツッコミを放棄して、居間へと入る。

　彩陽と並んで、座卓の前に座り──

「亜月。とりあえず、脱げ」

「いやん♡　ご主人様、お嬢様が見てる前でメイドに手をつけるだなんて、エロエロですね♡」

「ここで脱げって言ってるんじゃねぇよ！　部屋に戻ってメイド服を脱いでこいって言ってんだよ！　パーカーでもなんでもいいから、着替えてこい！」

「ヤダ♡」

「この野郎……」

　笑顔でありながら、一歩も退ひかない覚悟を感じさせる。

「先輩もお姉ちゃんも聞いてるでしょ？　今日は、セイラがいないんですよ。そうなると──もうメイド亜月ちゃん出撃しかないでしょ！」

「今すぐ撃墜してぇ……」

　どう考えても、この先にろくな事態は待ってない。

「先輩は家をカオスのままに放置、一年中三種類のお弁当をローテ。お姉ちゃんは、生まれて今日まで上げ膳据え膳、週に七種類のパンツをローテ。こんな二人が、メイド不在の家でなにができるというのでしょう？」

「パ、パン──下着を毎日取り替えるのは当たり前です！」

　まったくだ、いらんことを言うな、亜月。

　さっきのパンモロを鮮やかに思い出してしまうだろうが。

「……まさか、セイラが出かけてるのも亜月の差し金じゃねぇだろうな？」

「おや、猫きゃわわ♡を理由に帰省するのは自然なことなのに文句でも？」

「不自然極まる！　おまえとセイラで結託してねぇ!?」

　亜月は言うまでもなく、セイラまで俺のお泊まりを面白がってる。

「もー、素直じゃないんだから。可か愛わいい後輩がメイド服姿でお出迎えとか、男子のドリームでしょ？」

「本当に可愛いだけの後輩ならな……」

　亜月は、明らかになにかやらかす気だ。

「あ、でも亜月ちゃん。そのメイド服、可愛いですね」

「ほらほら、先輩。お姉ちゃんくらい素直になりましょうよ。亜月ちゃんの可愛さを素直に讃たたえましょうよ」

「あー、かわいーかわいー」

「あたしがツンデレなら、頭蹴っ飛ばしてるところですよ！」

「いちいち文句が多いな。褒めてやったのに」

「あたしがとっくにデレてて命拾いしましたね。まだツンのお姉ちゃんなら、致命傷でしたよ」

「ツン……？」

「別に、彩陽はツンデレじゃねぇだろ」

　彩陽もツンデレくらいは知ってるだろうが、ピンと来ないっぽいな。

「告られて〝嫌い〟とか答える女は、ツンデレじゃないですかね？」

「あ、亜月ちゃん！　さらっと蒸し返さないでください！」

　ま、まったくだ……今度は、なにを思い出させてくれてるんだ。

「普通なら〝ごめんなさい〟で、性悪なギャルでも〝ウケる〟くらいですよ。〝嫌い〟は相当ですよ」

「そ、そうなんですか？」

「俺に訊きくな、俺に」

　ズバリ言われた本人だぞ、俺は。

　ちなみに本心じゃないと察してる今でも、まだ傷は癒えてない。

「そんな可哀想かわいそうな先輩を癒やすためにも、メイド亜月ちゃんが必要なんですよ！」

「いや、メイドセイラちゃんで間に合ってる」

「メイド服はクラシックなロングスカート、地味なヤツが至高とかわかった風なこと言う人もいますが、キャラに合わせて柔軟に変更しなきゃですよ。あたしみたいな、いかにも軽くて馬鹿そうな女には、チャラチャラしたミニスカメイド服が似合いますよね！」

「ツッコミスルーな上に、自虐がひでぇな」

　亜月がチャラついてるように見えるのは俺にも否定不可能だが。

「セイラがいない間は、ミニスカメイド亜月ちゃんが先輩のお世話をしちゃいますよ。なにしろ先輩はお客様、朝から晩までお食事の用意からお掃除お洗濯、それに──夜も、あたしがお相手しちゃいますよ♡」

「夜に……風ふ堂どうくん、なにかするんですか？　夜は寝ますよね？」

　これまた、彩陽はわかっていないらしい。

　純粋でいいような、高校二年にもなってその知識の偏りは問題なような……。

「えーい、どうせ二人ともなにもできないでしょ！　だったら、あたしが家事をやる以外に道はありません！　おとなしくお世話されるがいいですよ！」

「……いや、勉強しろよ。追試のこと忘れてねぇ？」

「さーあ、あたしの家事スキルが炸さく裂れつする日が来ましたよ！　二人とも、震えて待て！」

　聞いちゃいねぇ。

　だが確かに、俺は家事のたぐいは苦手だし、お嬢様育ちの彩陽に至っては得手不得手以前の問題だろう。

　亜月に家事をしてもらうとしても、その亜月を見張らなければいけない。

　彩陽が被害を受けないように目を離せない。

　目が死んでるロリメイドの言うとおり、天詞家は俺に託されたのか？

　くっ、セイラめ……恨むぞ！







「はぁい、できましたよ！」

　居間に、亜月の無駄に元気な声が響いた。

　でかい座卓に、次々と料理が並べられていく。

　山盛りの鶏とりの唐揚げに、同じくどっさりのキャベツ千切りにトマトとポテトサラダを添えて、あとは大根ときゅうりの漬物。

　もちろん、ごはんは炊きたて、味み噌そ汁しるもしっかりついてる。

　お金持ちの家にしては庶民的なメニューだが、俺に合わせてるんだろうか。

「こ、これ……全部亜月ちゃんがつくったんですか」

「あったり前じゃん。ポテサラまで手作りだよ。お袋の味だよ」

「妹だろ、おまえ」

　いちいちワードチョイスがおかしい。

「こんな油を使ってカラッと揚げるようなお料理まで……亜月ちゃん、そんな高等技術をいつの間に……」

「肩を震わせて驚くことでもねぇよ」

　そんな彩陽は、私服に着替えている。

　ノースリーブの白ブラウスに、草色のロングスカート。

　こういうのは地味ではなく、清せい楚そという。

　前に亜月との疑似デートで遭遇したときも、こんな服装だったっけな。

「ですが、わたしは揚げ物なんて家庭科でもつくったことはなくて……」

「そういや、そうだな」

　貴き秀しゅう院いんでも家庭科の授業はあるが、確か揚げ物はやってない。

　というか、超がつく進学校なんで、家庭科なんて割と適当だ。

「やっぱ先輩も殿方だし、揚げ物は大好きでしょ。トンカツと迷ったんですけど、いい鶏肉があったので、唐揚げです」

「まあ、好きだな」

　これまで、唐揚げが嫌いな男を見たことがない。

「先輩は苦手なものもないんですよね。つくる側としては助かりますよ」

「甘いものはあまり好きじゃないけどな。ま、メシには関係ねぇか」

「あー、それはよくないですよねえ。あたしが頑張って食べさせてるのに、まだ治らないのは困ったもんです」

「おまえは俺のオカンでもあるのか」

「男の子でも甘いもの好きな人はけっこういるらしいですよ。おっと、お茶を忘れてました。取ってきまっす！」

　亜月がバタバタと台所に戻っていく。忙せわしないヤツだ。

「しかし、彩陽はこんな庶民的なメニューで大丈夫なのか？　普段は懐石料理とか食ってるんだろ？」

「天詞家をなんだと思ってますか……？　唐揚げもトンカツもいただきますよ」

「ほう……」

　この黒髪清楚な美少女がトンカツ食うのか……なんか興奮するな。俺、おかしい？

「ところで、風堂くんは好き嫌いないのですね。いいことです」

「なんでも食うと言われたら、逆にメニューに悩むかもしれないがな」

「特にお好きなものはあるのですか？」

「好きなものか。肉やカレーなんかは普通に好きだが……あ、玉子焼きは好きだな。砂糖入りのヤツが」

「ああ、美味おいしいですよね。ウチは甘あま塩じよっぱいだし巻きが多いですけど……玉子焼きは甘くてもいいのですね」

「俺がガキの頃、母親がよくつくってたらしい。あまり覚えてないけどな。亜月じゃないが、お袋の味ってヤツか？」

「なるほど……あ、風堂くんのお母様というのは……」

「もういない。それだけのことだ」

「そう、ですか……」

「ああ」

　もう母親が恋しいって時期はとっくに過ぎた。お袋の味もほぼ忘れたくらいだ。

「お待たせー！　キンキンに冷えた麦茶ですよ！」

　と、平凡で和やかな会話終了。

　亜月はトレイに載せて運んできた麦茶のグラスを座卓に並べていく。

「さあ、食べてください先輩！　ついでに、お姉ちゃんも食べていいよ！」

「つ、ついで……いえ、いただきます」

「いただきます」

　俺と彩陽はまず唐揚げを一口。

「おっ……なんか普通の唐揚げよりあっさりしてんな。和風の味付けか？　やべぇ、これいくらでも食べられるヤツじゃねぇか」

「上品なお味ですね……セイラの料理とは違いますが、美味しいです……」

　俺はもちろん、彩陽も驚いているようだ。

　前にウチで食った亜月の料理は男子高校生向けって感じの濃い味だったが、こんな繊細な味付けもできるとは。

「今日も暑いし、先輩は勉強でお疲れかと思って、あっさり目の味付けです」

「そんな気遣いができて、なんで先輩への敬意が持てねぇんだ……？」

「おおっと、美味しい料理を出してもディスられるとは」

「つーか、亜月も突っ立ってないで食えよ。さっさと食べないと冷めるぞ」

　亜月は料理を並べ終えたあと、俺のそばで立ったまま座ろうとしない。

「今こ宵よいはメイド亜月ちゃんですから。先輩がおかわりを欲ほっすればすぐにごはんをよそい、お茶がカラになれば注つぎ、おっぱいを求められればいつでもぷるるんと」

「最後のはいらねぇ！　つか、前の二つもいいから、おまえも食え！　一人だけ飯も食わずに立ってられると気になってしょうがねぇ！」

「先輩があたしをそんなに気にかけてくれたの、初めてでは……？」

「……俺、その程度のことで感動されるほど厳しいか？」

　いくら亜月がウザくても女子だからな……あまり雑に扱ってないつもりなんだが。

「大丈夫ですよ、普段どんだけ厳しくても先輩に一番可か愛わいがられてる後輩はあたしだって知ってますからね」

「つーか俺、亜月以外に知り合いの後輩いねぇぞ」

　そういう意味では、間違いなく亜月が一番だな。

「つまり、やっぱりあたしが一番……！　お姉ちゃん、聞いた聞いた？　先輩が、一番可愛いのはあたしだって！」

「おまえ、彩陽にまでムーブかますなよ！」

　ウザ絡がらみするなら俺だけにしとけ！

「よ、よかったですね？　あ、このポテトサラダも優しい味で美味しいですよ」

「今、おかずの評価されても」

　亜月のウザ絡みも彩陽のマイペースにはかなわないらしい。

「しゃーない、一番可愛い亜月ちゃんもごはんもぐもぐするかー。あ、この唐揚げ、うんまい。これで先輩の胃袋もがっちりキャッチですね♡」

　ようやく、亜月も座って食事を始めた。

　ちなみに、自分の分の食器もきちんと並べてた。

　ずっと給きゅう仕じをするつもりだったわけじゃないらしい。そんな殊勝じゃないよな。

「じゃ、先輩。あーん」

「…………」

「あーん、ですよ。親鳥に餌を運ばれるヒナのように口を開けてください♡」

　ちゃっかり俺の隣に座った亜月は、唐揚げを箸でつまんで俺の前に差し出してくる。

「……頑張ってお料理したあたしに、ちょっとくらいご褒ほう美びがあったって……くすん」

「くすん、じゃねぇよ。あからさまに噓うそ泣なきするなよ！」

「ふ、風堂くん。亜月ちゃんが可哀想かわいそうです。食べてあげてください」

「〝食べてあげてください〟」

「ここで彩陽モードはやめろ！」

　オロオロする彩陽に続いて、亜月のモノマネが炸裂する。

　くそっ、変装してないのに声が極端なほど似すぎてるせいで驚く。

「目の前で顔を見ながら聞いても驚くって、どうなってんだ……亜月、モノマネの精度上がりすぎだろ」

「あたしは常に鍛錬を怠りませんから。ふふ、こんなことだってできますよ。〝風堂くん、大好き♡〟」

「…………」

「〝風堂くん、大好き♡〟」

「……もう一回」

「風堂くん！　なにを要求してるんですか!?」

　おお、さすがの彩陽もお怒りだ。
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「い、いや、しかしこれ……声だけだと余計に騙だまされそうだな」

「先輩、欲望ダダ漏れをごまかそうとしてますね。まあ、情報が少ないほうが騙しやすいかもしれません。微妙な表情とかでバレる可能性もありますし」

「俺、今後は電話にも注意だな……」

　亜月が彩陽の声色で電話してきたら、聞き分けられるか怪しい。

　もちろん、亜月には彩陽のスマホのロックくらい軽く外せるだろう。

　なにしろ、この姉妹は双子のようにそっくりだ。

　今の顔認証は双子だとロックを外せると聞くしな……。

「まあまあ、先輩。あまり深く考え込まずに今はあたしを美味しく食べて♡」

「おまえの料理を、な」

「じゃ、そういうわけであらためて、あーん」

「…………それ、まだあきらめてなかったのか」

　なにげなく、一度箸を下ろしてたからほっとしていたのに。

「亜月ちゃんはしつこいのです。いつまでだって、あーんしますよ」

「……ああもう、面倒くせぇ！」

「ひゃっ!?」

　俺は、亜月がつまんでいた唐揚げにむしゃぶりつく。

　そのまま、もぐもぐと咀そ嚼しゃくして吞のみ込んだ。

「う、うーん……そんな野生児みたいな食べ方しなくても。あーんはもっとイチャイチャでラブラブなものですよ？」

「食い方にまで注文つけんな」

　ていうか、これはなんの罰ゲームなんだ。

　好きな女子の目の前で、他の女子にあーんをさせられるとか。

「亜月ちゃん……そういうのはお行儀がよくありませんよ」

　んん……？　今のは……？

「えー、お姉ちゃん、今さらあたしにお行儀を求めんの？　こんな髪色で、パーカーミニスカで学校通ってるあたしに？」

「……その髪は地毛でしょう。お食事のマナーを守らないのは、特に品がよろしくないというお話です」

「下品ってほどじゃないって。ごはんは楽しく食べたいだけだよ、あたしは」

「ま、まあまあ！　だから、飯が冷めるって！　いいから食おう！　亜月も余計なことせずにどんどん食え！」

「はいはい。うーん、美味しい。やっぱ愛情がこもっているからですかね♡」

「……ええ、美味しいですね」

　姉妹の会話がどうも不穏な雰囲気だったが……。

　亜月のほうは普段とあまり変わりない。おかしいのは──

「妹の手料理、玉子焼き、あーん……」

　なにやらつぶやきながら、上品に箸を動かしてる彩陽のほうだ。

　美味うまいメシに集中したいのに、気になってしょうがない。

　つーか、天詞家に来てから気になることばかりだ。

　やっぱり俺、レベル不相応のダンジョンに飛び込んでしまったのでは？







　妙なムードの夕食が終わると、後片付けも亜月が進んで引き受けた。

　俺も手伝おうかと申し出たのだが、〝あのカオスの生みの親には任せられません〟と言われると反論できない。

　いや、風堂家はカオスではあっても、洗い物はちゃんとやってるぞ？

　生ゴミも処分してるし、散らかってはいても不潔ではないことは主張したい。

「ふんふーん、ふっふふっふふーん、かっわいいかっわいい後輩ちゃん♪　かっわいいかっわいい後輩ちゃん、べいべー♪」

　台所を覗のぞくと、メイド服姿の亜月が自作らしい歌を口ずさんでいる。

　楽しげに腰まで振っているせいで、ミニスカの裾が揺れて、尻が今にも見えてしまいそうだ。

「……亜月ちゃん、きちんとお片付けまでできるんですね」

「うおっ！」

　いつの間にか、俺の後ろに彩陽が現れていた。

　騒ぎまくりながら登場する妹も困るが、気配もなく現れる姉も心臓に悪い。

「あ、先輩、いたんですか？　もー、やだなー、台所でメイドさんを背後から襲うなんて変な動画の観みすぎじゃないですか？」

「そんなわけあるか！　おまえこそ普段なにを観てるんだよ！」

「いえ、さすがにメイドもののエロ動画は観てませんよ。ウチは普通にメイドいますからね。そんなもん観たら変な汗出そうで」

「そこは、割と常識的な反応だな……」

「あの、亜月ちゃん。わたしもなにかお手伝いしようかと思ったのですが……」

「お姉ちゃんは、先輩以上にダメ。家庭科の授業以外で皿洗いなんかしたことないっしょ。皿を割ったりしたら、セイラが黙ってないよ？」

「うっ……おとなしくしています……」

　ふらふらと去って行く彩陽。

　俺も役に立てそうにないので、引っ込もう。

　ミニスカメイドを眺めているより、このあとの勉強で亜月をどう調教するか計画したほうがいい。

　忘れてしまいそうだが、俺の本来の目的は亜月を追試に合格させることだ。

　客間に戻り、ノートや参考書を取り出してチェックしていると──




「はぁぁぁぁぁぁぁっ！」




「…………っ!?」

　突然、裂れっ帛ぱくの気合いが響いた。

　ビリビリと空気が震え、窓が振動している。

「な、なんだ……？」

　今、この家には怪しいが有能なロリメイドもいない。

　男手は一人だけ、異常が起きれば俺が対処しなければ。

　ただ、俺は自分というものを知っている。

　不審者と取っ組み合いにでもなれば、まず勝ち目はない。

　だが武器になりそうなものも見当たらないので、とりあえずスマホだけ摑つかんで部屋を飛び出す。

　もちろん、不審者がいたら即通報、彩陽と亜月を連れて即逃亡だ。

「ふうぅぅぅぅぅぅぅっ……！」

「…………」

　そんなことを考えつつ廊下を駆けている間も、気合いの声は響いてくる。

「はあああああっ！」

　縁側の戸を開けると、その向こうは庭。草木や庭石などが配置された和風の庭園だ。

　庭に、絶叫を上げる生き物がいた。

　鋭く踏み込んでは木刀を振り、途切れることなく二の太刀、三の太刀を放つ。

　木刀が空気を斬り裂く鋭い音も鳴っている。

「はあああぁっ……あれ？　ふ、風堂くん？」

「彩陽だったのか……普段と全然声が違うんで気づかなかった」

　俺は縁側に立ったまま、木刀をぴたりと止めた彩陽をあらためて見る。

　長い黒髪をポニーテールにして、上はヘソもあらわな短い黒のタンクトップ。

　豊かな二つのふくらみが、そのタンクトップを押し上げている。

　下はぴっちりとしたスパッツ。

　ちょっと、片思い男子には直視しづらい格好だ。

　可か愛わいすぎるポニーテールだけで俺の許容量を超えているのに。

「あ、すみません。うるさかったですか？　周りの家は全部知り合いで、許可をいただいているので、ついいつものように気にせず振ってしまいました」

「い、いや。ちょっと驚いただけだ。素振り……？　彩陽、剣道をやってるのか？」

「武術のたぐいは一通りです。剣道の他に薙刀なぎなた、柔道、合気道、空手も学びました。ただ、大会に出たり、護身のためではなくて、肉体と精神の鍛錬のためですね。己との対話をしています」

「ずいぶんストイックというか……」

　天詞彩陽は、修行僧なのか？

　滝たき行ぎょうとか火ひ渡わたりまでやってねぇだろうな？
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「これは剣道というより、昔ながらの剣術ですが。どうも竹刀の扱いが苦手で」

「よくわからんが、木刀と竹刀で違うもんなのか」

「わたしにも説明は難しいのですが……風堂くんも振ってみますか？」

「俺、剣道もやったことないんだよな。まあ、振り回すくらいなら……」

　彩陽から木刀を受け取る。

　おお、彩陽が握っていたのでぬくもりが──

「……って、重おもっ!?　なんだこれ!?」

「あ、中に鉄棒が仕込んでありますのでお気をつけて」

「先に言ってくれ！　これ、めっちゃずっしりくるんだが！」

　木刀にしては妙に太いと思ったら！

「１キロというところでしょうか……本物の日本刀と同じくらいですよ」

「おまえ、こんなもん振り回してたのか……」

　１キロというと大したことないようだが、片手だと保持するのがキツいほど重い。

　構えた木刀の先が、ぶるぶると震えてしまっている。

「うおっ」

　軽く振ると、身体からだごと持って行かれそうになる。下手すると、すっぽ抜けそうだ。

「あ、違いますよ、風堂くん。そんなにぎゅっと握り締めてはいけません」

「…………っ」

　彩陽が俺の隣に寄り添ってきて、手を重ねてくる。

　華きゃ奢しゃですべすべした、彩陽の手の感触が──！

「こうです、小指から薬指中指と一本ずつ握り込んでいくように──強く握りすぎると、腕がガチガチになってしまいますから」

「そ、そうか。こんな感じか」

　思わず、声が上ずってしまう。

　彩陽は手を重ねるだけでなく、ぴったり身体をくっつけてきてるもんだから、胸のふくらみの感触がさっきから背中や二の腕に……！

　薄いタンクトップだけなので、あまりにも感触が生々しい！

　妹のほうがバラした91センチという数字が、頭の中をぐるぐる回って大ハッピーだ。

　ああ、俺はなにを考えてるんだ？

「風堂くん？　これで一度振ってみてください。えーと、あそこの石いし灯どう籠ろうを斬るイメージで。真剣だと思って振るのがコツです」

「お、おう」

　気を取り直して、木刀を握り直してから振りかぶり、ヒュッヒュッと数回振り下ろす。

　重たいので全身に力を入れないと、振り回した木刀に持って行かれそうになる。

　おお、普段使ってない筋肉を動かしてる感覚が……！

「いいですね、風堂くん。初めてにしては筋がいいですよ。ただ、普通に振るだけでなく、もっと気合いを込めて斬ってみましょう」

「……石灯籠だと物足りねぇな。亜月だと思ってぶった斬るか」

「えぇっ!?　亜月ちゃんを斬ってはいけません！　血が出ちゃいます！」

「それどころか死ぬだろ」

　あのしぶとい後輩でも、真剣で袈け裟さ懸がけに斬られたらさすがに絶命するだろう。

　俺、妄想で亜月を斬ってもいい程度にはヤツの被害者だしな。

「返すよ。やっぱり、俺にはガラじゃねぇ。なんか腕がブルブルしてるしな」

「そうですか……腕、大丈夫ですか？　モミモミしますか？」

「え、遠慮しとく」

　凄すごくしてもらいたいが、これ以上の身体的接触は俺の心臓によくない。

　というか、モミモミって言い方が……。

「わたし、けっこう得意なのですけどね、マッサージ。残念です」

「それはまた今度……しかし、こんな重いの振り回しても疲れるだけじゃねぇ？」

「心身が引き締まるのでオススメですよ。あ、いえ、わたしが風堂くんから学ぶのが目的なのに、わたしがすすめては本末転倒ですね」

　彩陽は木刀を受け取って、苦笑する。

「いや、俺のほうも彩陽から学べることは学んでおきたい。こんな独特なトレーニングをしてるとは想像もしなかった。メンタルトレーニングの一種だよな」

「どうでしょう……ただのストレス発散になってしまってるかもしれません」

　彩陽は、軽々と木刀を一振りする。

　石灯籠どころか、月でも斬れそうなほどの見事な一刀だった。

「身のこなしがまるで違うな。彩陽でもストレスたまることがあるのか」

「もちろんあります。現代社会で、ストレスのない人間なんていないでしょう」

　彩陽は、ふふふと優しげに笑ってる。

　天使なんてあだ名される、欠陥のない美少女でもストレスがあるのか……。

　俺はストレスまみれの人生だが。

　あまりにも圧倒的な敵に勝つための戦いが半年続いてるわ、隙あらばウザ絡がらみしてくる後輩につきまとわれるわで。

「いえ、今はストレスとは違いますが……ちょっとモヤモヤするといいますか」

「んん？　もしかして俺、なんかしたか？」

「風堂くんではなくて……亜月ちゃんです」

「ああ、またあいつがなんかしたのか。よし、彩陽がやりにくいなら俺がシバこう」

「ふふ、噓うそばっかり。風堂くんは間違っても女の子に暴力を振るう方ではないでしょう」

「……お仕置きで、頰をつねるくらいはするがな」

「ずいぶん可愛らしいお仕置きですね。姉のわたしが、それくらいなら許しますよ。もし、もっとキツいお仕置きをしたくなったら、わたしが代わりに受けますから」

「…………」

　黒髪清せい楚そな美少女にお仕置き……彩陽は健全な男子高校生を刺激しすぎじゃねぇ？

「いえ、本当ですよ？　これでもわたし、鍛えてますから、どんなお仕置きも受け止めきれますよ？　声は抑えますから、好きにしてください」

「追い討ちで刺激してくんなよ！　亜月がなんかやらかしたら、亜月にお仕置きしないとヤツも反省しないだろ！」

「……亜月ちゃんに比べたら、わたしなんてなにもできませんから。せめて、お仕置きくらいは代わりに受けたかったのですが……」

「…………は？」

　話が逆じゃないか？

　なんでもできるのが彩陽で、亜月は──なにもできないとは言わないが、スペックでは姉のほうが勝ってる……よな？

「わたし、亜月ちゃんが家事をこなせるって風堂くんに聞くまで知りませんでしたし、実際に見たのも今日が初めてでした」

「モヤモヤって、それか。セイラがいれば家事をする必要がないからだろ？」

「あの子、どうして家事を勉強したんでしょう？　どうしても不思議で仕方ありません」

「別に悩むようなことでもないだろうが……亜月は亜月で、姉にはできないことをやりたくなっただけじゃないのか？」

「それだけなんでしょうか……亜月ちゃんは、無駄な動きをしない子ですから」

「さっすがお姉ちゃん、あたしが家事スキルを隠してただけのことで深読みしてくるね」

「うおっ」

「きゃっ」

　さっき俺が斬ろうとした石灯籠の陰から、ミニスカメイドの亜月がにゅっと登場。

「な、なんでそんなとこから現れるんだよ」

　石灯籠の周りには木や茂みも多くて、いくらでも潜めそうだが、わざわざ隠れながら近づかなくても。

「だから、亜月ちゃんは普通には現れないんですってば。話は聞かせてもらった！」

「おまえ、洗い物してたんじゃなかったのか」

「それはもうバッチリ。どの食器も処女のような汚けがれのなさですよ」

「いちいちいらん比喩を付け足すな」

「で、お姉ちゃんはあたしの家事スキルに恐れおののいてるわけですね」

「いえ、恐れおののいているわけでは……」

「つーか、お姉ちゃん！　そのエロい格好はなに！　タンクトップにスパッツって！　先輩、スクショで脳内ＨＤＤの容量を埋め尽くす勢いだよ！」

「えっ、ええぇ……？　た、ただの運動着ですよ。いつも着てるじゃないですか」

「女三人の平和な暮らしに慣れすぎ！　先輩なんて、そのポニテだけでごはん三杯はイケちゃうよ！」

「ご、ごはん？　わたしのポニーテールなんてオカズにはなりませんよ？」

「くっ……このド天然！　十代男子のことを知らなすぎる！　ポニーテールは思春期男子の大好物、先輩くらいの年頃なら靴下でも余裕でごはんイケる！」

　そこまでいくと、年齢に関係なく、性癖の問題ではないだろうか。

「とにかく、お姉ちゃんはさっさと服を着る！　先輩は食器に続いてあたしが洗ってあげますから、お風ふ呂ろで待っててください！」

「どさくさにまぎれて、なにを要求してんだ!?」

「ちっ、気づいたか。さすが学年トップの頭脳はそう簡単には騙だませないようですね」

「騙そうとした上に、俺の頭まで馬鹿にしてるのはよーくわかった」

　くっ、せっかく彩陽と夜の庭でお話という素晴らしいシチュエーションだったのに。

　もはや、いい雰囲気になることなど期待するだけ無駄……。

「お姉ちゃん、ご近所が認めてるからって夜に騒がない。素振りはもうやめて、家に入って。つーか、やかましいし」

「最後のが本音だろ、おまえ」

　確かにあの気合いの声は、ちょっとビビるが。

「あ、あと、あたしが掃除洗濯お料理、先輩の夜のお相手まで全部できる理由だっけ？」

　よし、もうツッコまないぞ。

「そんなの簡単。もったいぶるのが好きなあたしでも、隠すほどのことでもない。ただ、将来１Ｋの部屋で一人暮らしするためだよ」

「だから、おまえのその１Ｋへのこだわりはなんなんだ」

　ああ、しまった、ついどうでもよすぎてツッコミ入れてしまった。

　俺もまだまだ修業が足りない──

「ひ、一人暮らし……？」

「んん？」

　と思ったら──彩陽がただでさえ大きな目を見開き、ふらりと後ろによろめいた。

　亜月、そんなに驚くようなことを言ったか？

「い、いいですね、一人暮らし。わたしたちみたいな世間知らずで育った女子にはそういう経験が必要ですよね」

　今度は笑顔になったが、その笑いはどこか引きつっている。

　可か愛わいい妹には一人暮らしをさせたくない──心配ってところだろうか？

　亜月のほうはともかく、彩陽は妹を可愛がってるからな。

「あ、ああ。着替えでしたね。これ、動きやすくていいんですが、ちょっと薄着でしたでしょうか。わたし、戻りますね」

　彩陽は、引きつった笑いを浮かべたままくるりと背中を向けて、家のほうへ戻っていった。

「……しまった。あたしとしたことが。失敗したかも」

「なんだ？」

　亜月のほうも、なにやら困ったような顔をしている。

　なんなんだ、別に変な会話はなかったと思うが、姉妹揃そろっておかしいぞ。

　やべぇな、状況がさっぱりわからんのに嫌な予感がする……。
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　ヒールをカツカツ鳴らしながら歩いていると。

　ふと、足が止まった。

　駅前の道沿いにお店が並んでいて、そのうちの一つ──不動産屋のウィンドウに物件の情報がずらりと貼られている。

　ざっと間取りと家賃を確認する。あたしが住んでる街より、全体にちょっぴり高めだ。

　ふーむ、都心に近いし、新しい物件が多いせいだろうか。

　あたしの１Ｋの部屋だって悪くはないのだけど、少し手て狭ぜまで不便に感じてきてはいる。

「１ＬＤＫか……憧れはするんだけどなあ」

　寝室を別にできるのは、生活がいろいろ捗はかどりそう。

　と思いつつも、部屋が一つ増えても物置にしてしまいそうな気もする。

「おっかしいなあ、ほとんど身の回りのものだけで引っ越したのに」

　いつの間にか、我が家はかなり物が増えてきている。

　安物ばかりだけど服を買い漁あさってるし（袖を通してない）、ネットで注文して開けていない段ボール箱が山のように積まれてる。

　その圧倒的物量が部屋を圧迫しつつあるんだよなあ……。

　思えば、生まれ育った我が家は広かった。

　先輩は〝想像してたより大きくなかった〟みたいなことを思ってたとか。

　それでも、空き部屋がいくつかあって、祖父母が亡なくなったあとは二人の部屋も空いたのでさらに広くなった。

　あたしのパーカーコレクションを始めとする大量の衣類、リュック、アクセサリー類がどれだけ増えても、適当に空き部屋に放り込んでおけばよかった。

　ウォークインクローゼットなんてものまであって、馬鹿みたいに広かったしね。

　そうそう、あの頃は変装用の服も大量に持ってたから、あたし一人で二人分のワードローブを持っているようなものだった。

　なにしてたんだ、あの頃のあたし。

　これでも天詞家の令嬢として、自由に使えるお金が充分にあったとはいえ、ただ先輩を驚かせるためだけに大金を費やしてた……。

　ああ、あの頃の湯水のように使えたお金を残しておけば、もっと楽に生活できたのに。

「……なんてね」

　まさかまさか、今さら天詞のお金なんかに頼るわけない。

　ていうか、天詞本邸に顔でも出そうものなら縛り上げられて長老どもの前に引きずり出されちゃう。おお、怖い。

　天詞の鳥籠に戻るくらいなら、１Ｋの部屋に甘んじよう。

　狭いながらも、今のあたしは一国一城の主あるじ。

　もう天詞の指図を受けないで済むんだから、多くは望まなくてもいいか。

　ただ──お姉ちゃんには悪いことをしたけどね。

　あたしだけ、さっさと鳥籠を破っちゃって──

　そういえば、あたしが将来一人暮らしをするつもりだって初めて言ったとき、めっちゃ驚かれたっけ。

　なんでそこまで驚かれるのか、あのときはわかんなかったけど。

　ま、お姉ちゃんがわけわかんないのはいつものことだったけど。

「そっか……そうだったなあ」

　ああ、思い出した。

　先輩が天詞家に泊まっていたあのとき、事件が起きたんだっけ。

　どうして、こんな大事なことを忘れてたんだろう。

　先輩はまだ、あの事件を覚えているかな──？
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７　あたしのほうがお姉ちゃんより可愛いでしょ、先輩？






　風ふ堂どう理り玖くの朝は早い。

　五時には起きて、布ふ団とんから机に直行して一時間ほど勉強するのが毎朝の習慣だ。

「……まだ四時か」

　目覚めて枕元のスマホを見ると、いつもよりさらに一時間も早い。

　やはり、天あま詞つか家でのお泊まりで緊張してんのかな……。

　今日はセイラもいないことだし、余計に落ち着けないのかもしれない。

「はー……一人でよかった」

　昨夜は、お目付役がいない状況で川の字はまずいと彩あや陽ひと亜あ月づきを説得して、なんとか一人で眠ることに成功した。

　なんでソロ睡眠のために必死にならなきゃいけないのか疑問が残るが、それはいい。

　つーか、本当に一人で寝ておいてよかった。

　こんな時間にモゾモゾ起き出して、彩陽たちまで起こしたら悪いからな。

「しっかし、さすがに早すぎるよなあ……うっ!?」

　とりあえず身体からだを起こしてみると、ビキリ！と人間の肉体から響いちゃいけない音が。

　こ、これは……もしかしなくても筋肉痛!?

「俺、どんだけ運動不足なんだよ……」

　昨夜、重たい木刀をちょっと振り回した程度で腕だの腰だのがこんなに痛むとは。

　運動不足の自覚はあるが、ここまでだったのか。

　いや、あんな木刀を軽々と振り回してる彩陽が特殊なんだよな……？

「痛いててててて……」

　なんとか立ち上がって、腕を揉もんだり、背中を反らしたりして身体をほぐす。

　余計なことをしないほうがいいかもしれないが、マジで痛すぎて。

「ふー……ちょっと、水でももらってくるか」

　軽く身体を動かしただけで喉が渇いた。

　天詞家はどこもエアコンが効いていて快適だが、朝から充分に暑い。

「ん？」

　客間を出て、台所に向かうと──異臭がした。

　なんだ、これは──!?

「火事か!?」

　慌てて台所に飛び込むと──

「あ、風堂くん。おはようございます」

「あ、彩陽？　なにしてんだ？」

　彩陽が台所に立っている。平然とした顔だ。

「……まず一つ訊きこう。その煙はいったい？」

　彩陽はＩＨコンロの前に立っていて、コンロの上の鍋がもくもくと煙を上げている。

「ごめんなさい、焦げ臭かったですか？　おかしいですね、焦げるような料理はしていないのですが……」

「ちなみになにをつくろうとしてたんだ？」

「お味み噌そ汁しるです」

「…………」

　俺の知る限り、普通に味噌汁をつくってあんな煙は出ないし、焦げ臭くもならない。

　どんな手順を踏めばそんなことになるんだ……。

「火傷やけどはしてないか？　火は消した──いや、コンロは切ったか？」

「あ、はい。なぜ煙が出たのか考察していたところです。再現性のある現象なのか、確認しておかないと」

「いや、考察はいいからそれを処分しよう。異臭もするし、放っておくのはまずい」

　台所を探って、ファスナー付きのポリ袋を取り出し、そこに古新聞やキッチンペーパーを放り込んでから、謎の汁をぶちまける。

　ファスナーをきっちり閉めて……あとはゴミとして出せばいいか。

　汁だけなら流しに捨ててもいいだろうが、この謎の汁を配水管に流すと、地下で新種の生命体が発生しかねない。

「……なにか失礼な想像をしていませんか、風堂くん？」

「していない」

　力強く否定する俺。

「あ、いえ、すみません。お手数をおかけして……風堂くん、手慣れていますね」

「俺も料理の失敗はけっこうやらかしたからな。気まぐれでしか料理しねぇから、全然上達しないし」

　自炊は基本的にやらないが、たまに家庭の味とやらを欲ほっすることもあったのだ。

「さて……それじゃ、反省会を始めようか」

「いきなりお説教ですか!?」

　当たり前だ、朝っぱらから一人でこんな危険物をつくりあげやがって。

「悪いことをしたら叱っておかないと、いつまでも反省できない子になるだろ」

「わたし、風堂くんの娘じゃないのですが……」

「……うーん、亜月をいつも叱りつけてるせいかな。同じ顔の彩陽を見てると、同じ対処をしたくなるらしい」

「どれだけ叱られてるんですか、亜月ちゃん……ああ、亜月ちゃんにも怒られそうです」

「セイラにもな。ＬＩＮＥで報告しておくか」

「ま、待ってください！　どうか、お慈悲を……！」

　そんなふうに懇願されたの、生まれて初めてだ……。

　セイラに報告するのは冗談だが、あいつが知ったら怒るよな。

　台所はセイラのナワバリだろうし。

「本当は、セイラに台所に入ってはいけないと言われてるんです」

「まさか、男子は厨ちゅう房ぼうに入るべからずなんて思ってるわけじゃねぇだろ？」

「わたし、女子ですし……いえ、刃物などありますので危険だと」

「あの太い木刀は包丁より危険性が上だと思うけどな」

　あんな重たいもんで殴られたら、頭はもちろん腹にヒットしても内臓やられて死ぬんじゃねぇか？

「つーか、驚きすぎて筋肉痛のこと忘れてた。もうダメだ」

「ダ、ダメなんですか？　え、筋肉痛ってなぜ……？」

「ああ、それはいいから、それより……」

　あの重たい木刀を振り回して筋肉痛になったとは、彩陽には想像の埒らち外がいらしい。

　彩陽の前で、情けないところは見せたくない。男の意地を見せろ、俺。

　なんとか筋肉痛に耐えつつ──

「なんでいきなり料理なんだ。しかもこんな朝っぱらから……早朝だぞ？」

「す、すみません、万が一にも亜月ちゃんに気づかれないうちにと思いまして……」

「……亜月に対抗して料理？　ずいぶんストレートな行動だな」

　昨夜、彩陽は亜月の家事スキルに驚いていたようだが……。

「亜月ちゃんがあれだけお料理できるということは、一人暮らしするというお話は本気ですよね。わたしは立場上、一人暮らしは難しいですけど、せめてお料理くらいは……」

「彩陽には、自炊以外にやることがあるってことだろ」

　ふと、今さらながら気づいた。

　彩陽は既に制服を着用していて、その上からエプロンを着けている。

　亜月とセイラはメイド服姿で料理していたが、エプロンの一枚や二枚はその辺にあったんだろう。

「似合う……」

「え？」

「あ、なんでもない。気にするな。彩陽のエプロン姿が可か愛わいいってだけの話だ」

「…………っ」

　ボッ、と音が聞こえたような気がするほど、彩陽の顔が瞬時に真っ赤になった。

　しまった、この彩陽も幻影じゃないのについ思ったことを口走ってしまった……。

　あるいは、清せい楚そな制服エプロン姿は裸エプロンより刺激的なのかもしれない。

「ふ、風堂くん……この前からちょっとおかしいですよ……」

「……そうだな。忘れてくれ」

　彩陽におかしいとか言われると、ちょっと納得しがたいものを感じるがな。

　朝四時に味噌汁つくって煙を上げてるヤツよりは、まともなのでは。

「あ、あの……エプロン姿はいくら見ても写真を撮ってもかまいませんので、さっきのお味噌汁のことは亜月ちゃんとセイラにはご内密に……」

「別に条件なんてつけなくても、言いつけたりしねぇよ」

　亜月に話すと、またなんか邪悪な企たくらみのネタにしかねないし。

　謎の汁を封印した袋は、俺が責任をもって破棄しよう。

「……味噌汁でいいんだよな？」

「え？」

「失敗をそのままにしておくのはよくない。もう一度やってみよう。レシピを見て、ちゃんとした手順でやれば普通に食えるものになるはず」

「風堂くん……お手伝いしてくれるのですか？」

　彩陽が、ちょっと驚いたような顔をしてる。

　この流れで「あとは頑張れ」はありえねぇだろ。

「そりゃ、彩陽一人にやらせたら有毒ガスが発生して一家全滅だろ？」

「そ、そこまでひどくはなりません！」

　ぷくーっ、と彩陽が頰をふくらませて抗議してくる。可愛すぎる。

「任せてください、天詞彩陽に二度の敗北はありません！」

「俺に二度負けなかったっけ？」

「……わたしに二度勝ったのは風堂くんだけです。三度目はありません」

「…………」

　俺の前で、彩陽ががしがしと鍋を洗い始める。

　天使で清楚な彼女にしては、少しばかり手つきが荒っぽい。

　どうやら、この天詞彩陽という女の子は俺が思っている以上に負けず嫌いのようだ。

　俺から学びたいというのも、単純に三度目の敗北だけは絶対に避けたいというだけか。

　この突然の早朝クッキングも、亜月への対抗心のようだし……。

「ああ、俺が洗おう。この謎の成分は力任せじゃないと落ちねぇだろ」

「いいえ、大丈夫です。わたしのミスですから、自分で後始末をしないと」

「……そうか。じゃあ、味噌汁の材料を用意しておこう。具材はもう使い切って──ああ、ここにまだ残りがあったのか」

　流しのそばに、卵が置かれてる。

　さすが天詞家、スーパーで売ってるヤツではなく、木箱に入った高そうな──

「……ん？　彩陽、味噌汁に卵入れるのか？」

「え？　あっ、それは……！」

「そういう味噌汁もあるが、まずはオーソドックスなヤツがいいだろ？」

「そ、そうではなくて……」

　彩陽は鍋を流しに放り出して、卵をさっと奪い取る。

　そんな雑に扱ったら、せっかくの高級な卵が割れる危険が。

「ちょ、ちょっと……まずはお味噌汁で練習してから本番にと……いえ、玉子焼きが本番というわけではないのですけど！」

「玉子焼きもつくろうとしてたのか。まあ、料理の基本は卵料理とか言うしな」

「…………風堂くん、ご自分の発言を忘れていませんか？」

　卵の箱を抱え込んだ彩陽が、じろりと睨にらんでくる。

「ん？　俺、なんか言ったか……？　あ、いや、そうか」

　一瞬考えてから、正解にたどり着く。

　そういえば、彩陽に好物を訊かれて玉子焼きと答えたんだった。

「……もしかして、俺の好物をつくってくれるつもりだったのか……？」

「別に深い意味はなく……風堂くんは、お客様ですから。どうせ料理をするのでしたら、お好きなものをお出ししたほうがいいかと思いまして！」

「そ、そうか」

　彩陽がぐいっと顔を寄せてきて、畳みかけてきた。

　好きな女子に、好物をつくってもらう。

　まさに夢のような話だが──いやいや、期待しすぎてはいけない。

　彩陽が俺を嫌ってるとは思わないが、好かれてると考えるのは早計だろう。

「その、風堂くん……上手うまくできたら、食べてもらえますか？」

「消し炭だろうと食うよ」

「風堂くん、お気遣いいただいてるのはわかりますが、それは嬉うれしくありません」

「……なるほど」

　彩陽の気持ちは判然としないが、俺がノーデリカシーなのはわかりきってる。

　もう少しばかり、口の利きき方も勉強しよう。







「むー、うーっ、ううううーっ……」

「なんなんだよ、亜月」

　バスを降りて、校門までの道を歩き出すと。

　亜月がなにやら唸うなりながら、俺の前をチョロチョロし始めた。

　プリズムカラーの派手なリュックが、夏の日ひ射ざしを浴びてキラキラとウザい。

　ちなみに、彩陽はいつもどおりの車通学だ。

「ふーん、今朝はお楽しみだったようですね、先輩」

「…………」

　おい、文句があるならこっちを向いて言えや、後輩。

「好きな女の子と朝から楽しくクッキングですか。いいご身分ですね……うぷっ！」

「な、なんだ？　どうした、大丈夫か!?」

　突然、ぴたりと止まって背中を丸めてしまう亜月。

「い、いえ……お姉ちゃんのことを先輩が好きな女の子とか、自分で言っといて悔しさのあまり吐き気が……」

「おまえも難儀な体質だな……」

　なかなかに恥ずかしい台詞せりふでもあるが、自覚しているのか？

「でも、先輩！」

　やっとこっち向いた。

「人がぐーすか寝てる間に、お姉ちゃんを人ひと気けのない部屋に連れ込んでエプロンを着けさせて、新妻プレイだなんて！」

「声がでけぇ！」

　その辺に、通学中の生徒たちもうじゃうじゃいるんだぞ。

　亜月の姉＝天詞彩陽だってことは、貴き秀しゅう院いんの生徒なら大半が知ってる。

　とりあえず、今の発言はかろうじて周りのみなさんには聞こえなかったらしい。

　もし聞こえてたら、天使にいかがわしいマネをした鬼畜として俺の人生が終わってた。

「だいたい、俺がエプロンを着けさせたんでも連れ込んだんでもない！　どっちかっつーと──」

「……どっちかっつーと、なんですか？　制服エプロンより裸エプロンがよかった？」

「なんでもない」

　彩陽が料理を始めたのは、亜月への対抗心だっていうのはわかりきっていても、言わないほうがいいよな。

「そうですよね。裸エプロンはあたしの芸ですから。人まねはよくない」

「よくねーなー……」

　こいつにだけは言われたくない台詞だ。

　そもそも、裸エプロン自体がよくないことは言うまでもない。

「しかも、なんですかあの味み噌そ汁しるはぁーっ！」

「おまえ、朝っぱらから元気だな。まあ、言いたいことはわかるが……」

　早く学校に着かねぇかなと思いつつ。

「初めてつくった味噌汁が、なんであんなに美味うまいんですかーっ！」

「…………」

　天詞彩陽、初めての味噌汁の隠いん蔽ぺいは無事に成功した。

　その彩陽が二度目につくった味噌汁はまさに神の領域にたどり着いたと言って過言ではない、豊ほう穣じょうにして典てん雅がな味わいだった。

　はっきり言って、俺は見てただけで特に手伝ってない。

　彩陽が一度目の失敗を踏まえて段取りを最適化し、見事な手て際ぎわでつくり上げたのだ。

　たかが味噌汁、されど味噌汁。

　天詞家にあった味噌をはじめとする調味料、食材が高級品であったとはいえ、あれだけの極上の品をつくり出すとは。

　しかもそれが、好きな女子の手料理とか……堪たん能のうできた俺は、明日死ぬんじゃないかってくらい幸福だった。

「おい、パイセン。トリップしてんじゃないですよ」

「……別になにも」

「そりゃー、女の子に味噌汁をつくってもらうなんて男子の憧れですよね。しかも、あんなに美味おいしいなんて……くっ、姉め、いつの間にあんな料理スキルを！」

　おまえが寝てる間にだよ。

　と言っても、信じないだろうな。

「むーっ、あたしの料理と一人暮らしの夢が、姉を刺激しちゃったみたいですね……」

「刺激を与えるような話でもねぇだろ」

「姉は普通じゃないんですよ。なにが刺激になるかわかりません。ヤツは刺激されたら、新たな能力に目覚めちゃうんですよ。レベル上げの必要すらなく、イベントで新スキルを発現させる都合の良さですよ！」

「おまえ、そろそろそのゲーム脳をなんとかしろよ」

　実の姉までゲームキャラ扱いすんな。

「もうー、これだよ、また始まったよ。これだからお姉ちゃんは」

「おいおい、そんなに騒ぐような話でもねぇだろ。味噌汁がそんなに問題か？」

「問題じゃーっ！　またもや、あたしから特技を奪うようなマネを！」

「またもや……？」

「……先輩さあ、夕べお姉ちゃんが木刀振り回してんの、見たでしょ？」

「ああ、剣道というより剣術とか……」

　迂う闊かつに彩陽のマネをしたせいで、今日は歩くのもけっこうキツい。

「あれ、あたしもお姉ちゃんと一緒に習い始めたんですよ、まだちっちゃい頃に。あたしは一年後に始める予定だったんですけど、今すぐやりたいやりたいって騒いで。あの頃はわがままな子供でした」

　今でもだろ、というツッコミ待ちだな。ツッコまねぇぞ。

「親戚のジジ──ご老人が先生で。あたしはお姉ちゃんと違って、昔から年寄りウケが悪いから、厳しくされたんですよねえ」

「不条理な話だな。教え子の差別をするなんて。よし、ジジイの名前と住所教えろ」

「なにする気ですか!?　残念ながら、お亡なくなりになってますよ！」

「……そうか」

　教育についてわからせる前に世を去られたか。

「ただ、厳しかったけど、あたしは全然ご老人が怖くなかったんですよ。言われたこと、一回で吞のみ込めましたから」

「おまえ、要領だけはいいもんな」

　その要領のよさが勉強でだけ発揮されないのが謎すぎる。

「ご老人が一度手本を見せてくれれば、それで完コピですよ。達人が生涯をかけて身につけた太刀筋も、ロリ亜月ちゃんが一発でマスターです」

「そりゃ、厳しくもされるわな」

　そういう俺も亜月に勉強を教えて、いきなり学年トップに躍進されたらムカつきそうだ。

　俺だって半年かかったのに。

「でも、ロリ彩陽ちゃんはあたしより遅いんですよね。同じことを一緒に習っても、必ずあたしが先にマスターしてました。ですが──」

　亜月は、ぐぐっと拳を握り締める。

「あの女、吞み込むのはあたしより遅いのに、伸びがハンパじゃないんですよ。あたしは一瞬で10まで伸びて、その時点では姉は１とか２。でも、数日後にはあたしは20にも届いてなくて、姉は99でカンストしてるんです！」

「マラソンで最初の百メートルだけ全力疾走でトップに立っても、最後は大差をつけられて負けるようなもんか」

「嫌なたとえだなあ……でも、あたしが優越感を抱けるのなんてちょっぴりの間だけなんですよ。気がついたら、姉ははるか高みに。つーか、先輩のことだってそうじゃないですか。先輩が最初に好きになったのはこの亜月ちゃんなのに、気がつけばもうお姉ちゃんにガサッと持って行かれてんですよ！」

「ガサッとって……」

　つーか、学園祭での勘違いの件、まだダメージ抜けてないから軽く口に出さないでくれ。

　好きになった相手が実は別人でした、なんてなかなかできる経験じゃない。

「……先輩が最初に好きになったのはあたし、でいいんですかね？」

「なんだ、それ？　妙なことを気にするヤツだな」

　俺が彩陽だと思っていた相手が、実は亜月──今思い返してもややこしいけどな。

「じゃあ、それはいいです。いいですが……」

　亜月は、身体からだをくねらせながら唸ってる。

「まずい……まずいですよ。姉が本気になったら、あたしが二つしか持ってない、お姉ちゃんへのアドバンテージがなくなってしまう……」

「一つは家事として。亜月のもう一つのアドバンテージってなんだ？」

「あたしのほうがお姉ちゃんより可か愛わいいでしょ、先輩？」

「…………」

　恐ろしいことに、亜月はとても真顔だ。

　美貌で知られる姉を越えていると、ここまで本気で断言できるとは……。

　そりゃ顔だけはクローンのようにそっくりな姉妹だから、どちらかが大きく負けてるということはないだろうが。

「こうなったらもう、この可愛さで勝つしかない……」

「なんでもいいが、追試のことだけは忘れんなよ」

　嫌な予感しかしないが、この後輩に追試でまともな点を取らせることが最優先だ。

　勉強漬けにすれば、亜月も余計なマネをする余裕はなくなるだろ。たぶん。

　校門を抜けて下げ駄た箱で靴から上履きに履き替えて、階段を上がっていく。

　貴秀院高校は四階が二年生、五階が一年生のフロアになっている。

「あ、一つだけわからんことがあるんですよね」

「なんだよ？」

　五階への階段を数段上って、亜月が立ち止まる。

　つーか階段の途中で立ち止まるなよ。そんなミニスカで。

「あの玉子焼きはなんだったんです？」

「…………味噌汁だけじゃ寂しいだろ」

　彩陽はもちろん、玉子焼きにも挑戦したのだが……。

　黒焦げは回避できたが、あまりに甘すぎてカブトムシだって食わないシロモノだった。

　味噌汁は二度目で大成功したが、玉子焼きは一度しかつくれなかったからな。

「あれ、セイラ御ご用よう達たしの高い卵ですよ。無駄遣いがバレたらメイドさん激おこ案件です。お姉ちゃん……長い付き合いだったね。るーるーるるるるるーるるー♪」

「鎮魂歌レクイエムを歌うな」

　ご主人様に謀む反ほんを起こすほど大事なのかよ、卵。

「お弔とむらいを済ませたところで……でも、先輩もいけないですよ」

「なにがだよ」

「あの玉子焼き、全部食べたじゃないですか」

「出されたものを残すような不作法はできねぇだろ」

「出してないでしょ。お姉ちゃんが一人で食べようとしたのを先輩がかっさらって食べたんじゃないですか」

「…………」

　なんと言われようと、彩陽がわざわざ俺の好物をつくってくれた──

　そうだとしたら、食わないなんて選択肢はない。

「いいっすか、パイセン。女の子がつくった激マズ料理を食べる優しい男の子、みたいな展開はラノベでもありますけど、それは思いやりでもなんでもないです。ただ単にお腹なかを壊してお医者さんやナースさんに面倒をかけるだけですよ」

「病院に担かつぎ込まれるほどひどいのかよ」

　いや、最初の味噌汁と違って玉子焼きは食い物の形はしてたぞ、一応。

　今のところ、まだ腹も壊してないしな……今のところは。

「先輩の胃は、あたしの料理でいっぱいにする！　破裂させる勢いで！　お姉ちゃんなんかに邪魔させませんからねーっ！」

「恐ろしい捨て台詞ぜりふだな！」

　亜月は舌を出して、ばたばたと階段を駆け上がっていく。

　ミニスカがめっちゃ揺れて、その下がほとんど丸見えに。

　あいつは料理の前に、女性のたしなみを学ぶべきだな。

　……まあ、味み噌そ汁しるは至高の一品だったが、まだ料理では亜月のほうが上だ。

　しかし、その亜月の言葉を信じるなら、彩陽がその気になれば追い抜くのも時間の問題なのか？

　いや、追い抜かれるのは亜月だけなのか……あるいは俺も……？

　彩陽は刺激されたら新たな能力に目覚める──というなら。

　二度の敗北という強烈な刺激で、彩陽はどう変わってしまうんだろうか……？











８　優しくないですねぇ……






「待ってた、セイラ……！　今ほどおまえが大事だと思ったことはない……！」

「……若干キモい」

　幸い、腹痛に襲われることもなく無事に一日を終えて天あま詞つか家に帰宅すると。

　メイド服のセイラが玄関でお出迎えしてくれたのだ。

　今日も登校してこなかったから、お戻りはまだかと思っていたので嬉うれしさもひとしおだ。

「なんとでも言え。やっぱり、姉妹二人だけは……キツい」

「贅ぜい沢たくね。あれだけの美人姉妹と一つ屋根の下で文句を言うなんて。もう二、三人、美少女を用意しないとダメなの？　ハーレムがお望みなの？」

「そういう問題じゃねぇよ。わかってるくせに」

　スパイだろうと、セイラは俺の友人。

　半年ほどの付き合いだが、俺のことは俺以上にわかってるだろ。

「そういや、猫はどうだったんだ？」

「猫？　はて？」

「噓うそだったのかよ！　実家の猫は!?」

「ウチの実家に猫なんていないわよ。なにを言ってるの、フドー？」

「亜あ月づきのタチの悪い性格、おまえの影響なんじゃねぇの……？」

「あ、これお土産のマカデミアナッツよ」

「ハワイ旅行をエンジョイしてきたのかよ!?」

　猫を可愛がりに行ったんじゃないどころか、行き先は実家でもなかったのか！

「ちゃんと天下●品のこっさりも味わってきたわ」

「ハワイまで行ってラーメン屋かよ」

　最近、日本のラーメン屋がハワイにいくつも出店してると聞いたことはある。

「証拠よ」

「…………楽しそうだな」

　セイラが見せてきたスマホの画面に表示されているのは写真。

　さんさんと日光が降り注ぐ砂浜、ビーチチェアに寝転んだ少女。

　頭にサングラスを載せ、ピンクのビキニ姿のセイラが、無表情でピースしてる。

「ジョンが撮ってくれたの」

「誰だよ、ジョン」

「冗談よ、撮ったのはステラさん」

「どんな冗談なのかすらわからねぇよ」

　ツッコミがもう追いつかねぇよ。

　だが、セイラがハワイに行っていたというのはガチのようだ。

「なにしろ、天詞家の跡取りをお世話するお仕事だからお給料いいのよ。資産運用も抜かりないし、預金残高が増える一方なの。ハワイなんてコンビニ感覚で行けるわ」

「羨ましい話だな。とにかく、これからはずっといてくれ。俺にはセイラがいないとダメなんだ」

「あなたも意外と天然ね、フドー」

　……？　心なしか、いつも機械のように平へい坦たんなセイラの声が揺れているような。

「よくわからんが、帰ってきてくれてよかった……」

　彩あや陽ひの手料理をいただけたのは大変な幸運だ。

　だが、幸運以上のトラブルを呼び込みかねないので、料理は専門家のセイラにつくってもらいたい。

「ふー……これで、亜月の勉強に集中できるな。彩陽も俺から学ぶとか言ってるが、亜月の追試クリアが優先だろう」

「そうね、実は私は彩陽様のお世話で手一杯なの。彩陽様は天詞家のお仕事もあって、そちらのお手伝いもしているし」

「そんな忙しいのにハワイ旅行かよ」

「フドーに亜月様をお願いできるなら助かるわ。これからは、よろしくお願いするわね」

「待て、追試をクリアするまで面倒を見るだけだぞ？」

「えー……私たち、友達よね？」

「友情でできることとできないことがあってだな……」

　友達に仕事を押しつけるなよ。

「……ん？　フドー、一人だけなの？」

「そういや、さっきからおとなしい──おいっ、亜月!?」

　振り返ると、家の門をくぐったところで亜月が座り込んでいた。

　ミニスカで膝を立てて座っているので、明るいピンクのパンツが見えている。

　外はもう夕暮れ。オレンジ色に染まる門もん扉ぴのところで、座り込んで膝に顔を埋うずめているパンツ丸出しの少女──なんだかシュールだ。

「先輩にヤられすぎて、もう足腰立ちません……」

「フドー、避妊はしたの？」

「よし、おまえら二人揃そろって説教だ」

　なんて人聞きの悪いことを。

　つーか、女の子がそんな品のないことを口走るな。

「違うぞ、家だとなかなか集中できないから、図書室で二時間ほど教えてきただけだ」

「フドー、なんてえげつない……そりゃ、亜月様も立てなくなるわ」

「そんなに疲れるほどのことか……？」

　今日は彩陽は用事があるらしく、先に帰ってしまったし。

　なんの憂いもなく、じっくり教えられるチャンスを無駄にしたくなかっただけだ。

「休みなしで二時間もやりまくりなんて……あたしがもう無理って言ってるのに、先輩ってば何度も何度もがっついてきて。入りきらなくて、溢あふれちゃうくらいで……」

「口を利きく気力もなくなるまでしごくべきだったな……」

　とにかく、亜月にはなにも考えさせず、暗記で解ける問題をたっぷり詰め込んだだけだ。

　追試をクリアさせるにはそれしかない。たぶんな。

「いいから、座り込んでないで立て。パンツ見えてるぞ」

「好きなだけ亜月ちゃんのパンツ見られる券をあげますから、もう許してくれますか？」

「いらんわ」

　亜月の手を摑つかんで、強引に立たせる。

「ぐおっ！」

「きゃあっ!?」

　しまった、忘れてた。俺も筋肉痛だということを。

　完全に力を抜いている亜月を引っ張ろうとした瞬間、腕から腰、太ももまでがビキリと痛んで、亜月を巻き込み倒れ込んでしまう。

「……フドー、なんでもいいのだけど、天詞家の玄関先でお嬢様を欲望のままに押し倒さないでくれる？」

「これが欲望任せに見えるのか、おまえは」

「ていうか、先輩、重ーい！　押し倒すならベッドの上で！」

「あ、悪い」

　戯ざれ言ごとを一つ付け足しやがったせいで、あまり悪いとも思えないが。

　しかし、筋肉痛がどんどんひどくなってるような……。

　家でもまだ亜月のカテキョをやるつもりだが、俺の身体からだがもつんだろうか。







　夜になっても、彩陽はまだ帰ってきてない。

　天詞家関係の仕事が立て込んでいるらしく、帰りは遅くなるそうだ。

「夜まで仕事とはな。天詞家もお嬢様に気を遣ってやればいいのに」

「いつもはここまで遅くはならないのだけど。道路が渋滞でもしてるのかしら……」

　ここは、天詞家の居間。

　座卓を挟んだ向こうで、メイド服姿のセイラがｉＰａｄを操作してる。

「彩陽様のお仕事は、たいてい把握してるのだけど、たまに私の情報網でも摑みきれないのよね。今日はどちらにいらっしゃってるのか、わからないのよ」

「仕事のことはともかく、彩陽にプライバシーはあるんだろうな……？」

　あのｉＰａｄで彩陽の秘密を探ってんのか？　メイドの職分、越えてねぇ？

「今日の彩陽様の外出が仕事関係なのは間違いないわ」

「そうか……お嬢様も大変だな。まだ学生なのに」

　気にはなるが、セイラにわからないことは俺にはもっとどうしようもない。

　彩陽はまだ天詞家のビジネスにはタッチしてないという話だが、跡取りとしては会うべき相手、行くべき場所があるんだろう。

　あのイカつい車のシートで少しでも睡眠を取ってくれることを祈ろう。

「やはり摑めないわね。まあ、泊まりならまた連絡が来てるはずだし、そろそろお帰りになるでしょう。それより……フドー、悪いけれどそれをお部屋まで運んでくれる？」

「え？　これを？」

　天詞家の居間には、俺たちの他にもう一人いる。

「ぐう……」

　亜月が座卓に突っ伏して、わかりやすく死んでる。

　またパーカー一枚の格好で、ウサミミ付きのフードをかぶってるので顔は見えない。

　だが、さすがに演技ではなく、フードの下でほくそ笑んでるってこともないだろう。

　夕食を終えたあと、ここでまた亜月に勉強──というよりたっぷり暗記させたところだ。

「一時か……」

　学校の図書室で二時間、家で五時間くらい。

　俺ならむしろ物足りないくらいだが……。

「……なにしてんだ、こいつ」

　亜月はシャーペンで、ノートの隅に〝ふどうりく〟とヨレヨレの文字で書いている。

　ダイイングメッセージかよ。まだ余裕あるんじゃねぇの。

　亜月のノートを取り上げて、ぱらぱらとめくる。

　亜月の天国作戦の一環として始まった家庭教師だが、理由はともかくがっつり教えてきたんだよなあ。

　意外に上手うまい字で、ノートがびっしりと埋め尽くされている。

「ふーむ……なあ、亜月。おまえ──」

「…………」

　突っ伏したまま、亜月はふるふると首を振る。

　まだ気になってることはあるが、体力的に限界か。

「仕方ない、終わりにするか。おい、亜月。お姫様だっことかおんぶとかは期待するなよ。俺の筋肉が裂ける。なんとか自分で歩け」

「ちぇっ、優しくないですねぇ……」

　亜月はようやく面倒くさそうに身体を起こし、よたよたと歩き出す。

　一応、ついていってやるか。

「はー、引っ張ってください……ううー……先輩、スパルタすぎますよ」

「優しくやって覚えるなら、そうするけどな」

　この後輩は人生ナメきってるので、厳しいくらいじゃないと効果がない。

「こっちでいいのか？」

「あ、そこの部屋です」

　亜月の部屋は、彩陽の部屋のすぐそばだった。

　一部屋隔ててるようだが、間にあるのはセイラの部屋だろうか？

「せんぱぁ〜い、ドア開けて〜。レディーをエスコートして〜」

「おまえ、際限なく甘えてくるな……」

　天詞別邸は和風建築で、出入り口はフスマや障子ばかりなのに、亜月の部屋はドアだ。

　きちんと〝ＡＤＵＫＩ〟というシャレたプレートまでかかってる。

　実はまだ亜月の部屋には入ったことがない。

　正直言うと、凄すごく開けたくないが、許可をもらってしまったからな……。

「…………」

「待ってください、先輩。それ、特殊部隊がテロリストのアジトに突入するときの構えです」

「よくわかったな」

　ドア前に立ち、一気に蹴破ろうとして止められた。

「いや、亜月の部屋だからな。なにが飛び出してくるかわからねぇだろ？」

「部屋にはなにも仕込んでませんよ！　あたしが生活しづらいでしょ！」

「そういうデメリットがあっても俺にイヤガラセをするのが亜月だからな……」

　仕方なく、蹴破るのはやめて、普通にドアを開けると──

「なんだ、本当に普通の部屋だな。拍子抜けした」

「当たり前ですよ。あたしをなんだと思ってんですか、先輩は」

　予想外の行動ばかりする亜月が悪い。

　ただ、本当に亜月の部屋はまともだった。

　床はフローリングで、シンプルな白のカーペットが敷いてある。

　家具はベッドとテーブル、あまり勉強してるように見えない綺き麗れいすぎる勉強机。

　ベッドはダブルサイズででかいし、他の家具もさりげに高級品っぽい。

　色合いはピンクが多めで、そこは予想どおりだ。パーカーもいつもピンクだしな。

　ベッドの周りや壁かべ際ぎわの棚には動物のぬいぐるみが並んでいる。

　それにＴＶとゲーム機が数種類。これで好きなＲＰＧを楽しんでるんだろう。

　大型の本棚があって、本がぎっしり詰まっている。

　ライトノベルが多く、漫画もけっこうあるようだ。

　そういえばラノベも好きだとか言ってたな。電子書籍じゃなくて、紙の書籍派か。

「やだ……あんまりじっと見られると恥ずかしいですよ♡」

　身体をくねくねさせて照れてるフリをしてる部屋の主あるじは放っておくとして。

　できれば、罠わなに使えるものを用意してないか確認しておきたい。

「ん？　なんだこれ、ブラウン管ってヤツか？」

　テーブルの上に、ちょこんと載っている古いＴＶのような機械。

　半透明の緑がかったブルーの、妙に丸っこいデザインだ。

「俺が小さい頃にウチにこういうＴＶあったなあ……見たの久しぶりだ」

「これ、ＰＣですよ。二十年くらい前のヤツですけど」

「二十年……そんなもん動くのか？」

　そういえば、キーボードとマウスも置いてある。

「中身は別物です。中身を全部取り出して、小さいＰＣを内蔵して、液晶ＴＶを無理矢理はめ込んでます。セイラがやってくれました」

「セイラの仕事も幅広いな。なんで、そこまでして古いＰＣ使ってんだ？」

「可か愛わいいからです」

「…………」

　一言で終わったが、凄い説得力だ。

　確かに、今のデスクトップやノートＰＣにはない独特なデザインだが……。

　亜月には、なによりも可愛さが最優先事項らしい。

「このＰＣ、どうせろくでもねぇデータが入ってるんだろうな」

「なんて偏見ですか。これでせっせと先輩のレベル上げ計画を練ってるんですよ。台本とかグラフとかつくったり、必要な小道具をポチったりもしてるんです」

「亜月のスマホ破壊計画を着々と練ってるが、このＰＣも破壊したほうがよさそうだな」

「なぜそんな恐ろしい計画を!?」

　胸に手を当てて考えてみろ。

「いいから、今日はもう寝とけ。明日は五時起きで朝勉強だ」

「もう一時過ぎてるんですけど……鬼？　鬼なのかな？」

「俺は勉強のためなら鬼にもなろう。亜月、追試をクリアしたらあとは夏休みが待ってるだけだぞ。一年生の夏なら、貴き秀しゅう院いんの生徒でも多少遊んだっていいだろう。海にプール、祭りに花火、期間限定のかき氷やアイスが待ってるぞ」

「ムチだけじゃなくてアメもチラつかせてきますねー。さすが先輩」

　感心されるほどのことじゃない。物事は効率的にこなしたいだけだ。

「そっかー、追試さえクリアすれば先輩と海にプール、先輩と祭りに花火、先輩のおごりで〝雪ゆき白しろ〟の期間限定宇治抹茶金時に〝ピュアブルー〟のソフトクリームとアイスのハーフ＆ハーフ……」

「いろいろ付け加えられてるぞ！」

　かき氷とアイスが具体的すぎる！

「あいやお待ちを、もちろん先輩にもメリットはありますよ」

「メリット？」

「一度きりの高二の夏休みに、おっぱい大きい薄着の美少女を連れ歩けるんですよ。〝おい、あの子すっごい可愛いな〟〝グラビアアイドルじゃねぇの？〟〝あんな男にはもったいねー〟とか、有う象ぞう無む象ぞうのモブたちが羨むわけですよ」

「おまえは漫画の読みすぎだ」

　確かにそういうシーンはよく見るが、実際には通りすがりの女子のことなんてそこまで気にしねぇよ。

　さりげなく自分を持ち上げて俺をディスってやがるし。

「まあ、いい。先のことはあとで──うおっ！」

「あっ」

　ドアに向かおうとして、またもやピキリ。

　腰に痺しびれるような痛みが走ってよろめき、ベッドに座り込んでしまう。

「っとっと……わ、悪い。つい……」

「これは重症ですねえ……あっ、ちょっと待っててください！」

　亜月は、ドタバタと出入り口とは別のドアを開けてそこに飛び込んでいった。

　さっきまで死にかけてたくせに、元気じゃねぇか。

　ああ、あそこはウォークインクローゼットってヤツかな？

　嫌な予感がするが、どうやら俺も限界が来たようだ。

　勉強を教えてる間は集中して痛みを忘れてたが──もうダメだ。

　腰だけじゃなくてあちこち痛くて、ここから動けそうにない。

　もはや、俺を煮るも焼くもヤツの思いのままだ……。











９　お姉ちゃんは、先輩を特別な存在だと認めてますよ






「お待たせしました、せーんぱいっ♡」

「…………」

　クローゼットから出てきたのはナースだった。

　真っ白なワンピースタイプのナース服は妙に身体からだにぴったりしたデザインで、胸の豊かなふくらみはくっきり、スカートの丈も短くて太もももあらわ。

　リアルの看護師さんではあまり見かけない、ナースキャップもかぶっている。

「やっぱほら、風邪を引いてお見舞いイベントは鉄テッ板パンじゃないですか。レベル上げには欠かせませんよね。そんなときのために、亜あ月づきちゃんは抜かりなく準備してたんですよ」

「見舞いに来てるヤツのほうが病気じゃねぇか、その格好」

　こんなナースがいたら、健康な身体もおかしくなるわ。

「お口のほうはまだ元気ですね。ふふん、身体のほうはどうかなァ？」

　なんだ、その口調──とツッコむ前にどんと突き飛ばされた。

　力が入らず、人形のようにどさりとベッドに倒れ込んでしまう。

　おお、すげぇ……さすがお金持ちの家のベッド。

　全身が包み込まれそうなほど、ふわふわと柔らかい寝心地だ……。

「って、おい！　なにしてんだ!?」

「もちろん、美少女ナース亜月ちゃんの特別マッサージですよ♡」

「ナースなのかマッサージ師なのかはっきりしろよ！」

　仰向けに寝転んだ俺の上に、亜月が乗っかってきてる。

　ふふふと不敵に笑っていて、めちゃめちゃ怖い。

「筋肉痛なら、ちゃんと身体をほぐさないと。男の人って、アレでしょ？　女子にマッサージしてもらいたい生き物でしょ？」

「その辺は個人差がな……」

　優しい彩あや陽ひならともかく、この小悪魔後輩に身体を任せるのは怖すぎる。

「つーか、そのナース服はなんなんだ。どこで手に入れたんだよ」

「もっちろんオーダーメイドですよ。天あま詞つか家の財力と権力を思うがままに振るってます。なあに、電話でちょこっとお姉ちゃんの声真ま似ねをしてやれば大人どもがこんな小娘に靴を舐なめる勢いで跪ひざまずきますよ。頼んでもないのに予備まで送ってくる始末です」

「やめてやれよ！　彩陽がミニスカナース服を注文するおかしな女だと思われるだろ！」

「でも、こういうの好きでしょ、先輩？」

「…………」

　亜月がコメントできない俺に乗っかったまま片膝を立て、ぐいっと胸元を引っ張った。

　丈の短いスカートから、黒いパンツが覗のぞいてる。

　さらに、胸元にはハート型の穴が空いていて、胸の谷間があらわになっている。

　亜月がそのハート型の穴を引っ張ったので、かなり際きわどいところが見えそうだ。

「さーあ、先輩が大好きなミニスカナースがマッサージしてあげちゃいますよー。あらあら、凝こってますねー」

「普通、こういうのうつ伏せでやらないか!?」

「仰向けじゃないとナース亜月ちゃんが見えないじゃないですか。オーダーメイドの衣装、けっこう高いんですよ。見せつけないと損です！」

「なにも失わずに手に入れてるだろ！」

　損をしたとしたら、姉のほうだ！

　関連会社の人に「彩陽お嬢様はあの若さでどんなプレイを……」とか思われてねぇ？

「しょうがない先輩ですねえ。じゃあ、うつ伏せになってください。真面目にマッサージしてあげますよ」

「本当かよ……」

　パンツと胸の谷間が丸見えな今よりマシなので、おとなしく身体を反転させる。

　それだけの動作でも全身の筋肉にビキビキと痛みが走ってキツい。

「……ん？　なんだ、やっぱやめるのか？」

　すぐに背中に乗っかってくるかと思ったら、全然来ない。

「あー、なんとかうつ伏せのままナース亜月ちゃんを視し姦かんしてもらえないかと悩んでました。部屋を鏡張りにするべきでしたかね？」

「鏡張りの部屋で日常生活ができるか」

　死ぬほど落ち着かねぇ。よほどのナルシストじゃなきゃ無理。

「しゃーない、始めますか。よいしょっ」

「よいしょって、おまえ」

　亜月が年寄りみたいな掛け声を発しつつ、俺の背中に乗っかってくる。

「はい、それじゃ背中からほぐしていきますねー。もうっ、先輩ったらあたしに乗っかられたからって、こんなにガチガチに硬くなっちゃって♡」

「その小芝居、必要なのか……？」

「あたしだって、こんなん冷静にやれるか」

「…………」

　めっちゃ小声だったが、はっきり聞こえた。

　……まあ、マッサージやるなら冷静でいてほしいな。

「うわっ！　先輩、マジで身体ガチガチですよ！　これ、筋肉痛とは別なのでは？」

「あー、そういや勉強終わって身体伸ばすと変な音すんなあ。バキバキ、ベリベリとか」

「それ、人間の身体からしちゃいけない音っす。冗談抜きでマッサージが必要ですね」

　この存在自体が冗談のような後輩がそんなことを言うとは……。

「ん……？　あれ？　亜月、おまえ……マッサージ、上手うまくねぇ？」

「だから、あたしはたいていのことは上手くできるんですってば」

「でも、マッサージなんて普通、習わないだろ？　あー、おまえのお祖父じいさんとかお祖母ばあさんにやってたのか？」

　天詞姉妹は両親が多忙なので、祖父母に育てられたらしい。

「ウチのジジババは年寄り扱いが大嫌いだったので、孫に肩なんて叩たたかせなかったですよ。天詞の令嬢たる者、常人には不要なスキルも学んでるだけです」

「亜月のスキル一覧を確認したいところだな……」

　どんな罠わなが仕掛けられるか、今後の参考にしたいから。

「ダメですよ、プレイヤーの情報は秘密です。ほら、いつかデスゲームに巻き込まれたときに手の内がバレてたら真っ先に狙われちゃうでしょ？」

「おまえ、ゲーム脳だよな……」

　亜月と一緒にデスゲームに参加なんて、想像するだけで恐ろしい。

「おっ、すげー気持ちいい……固まってた筋肉とか筋とかベリベリ剝がれてく感じ……」

「やっぱ、問題は筋肉痛だけじゃないですね。睡眠も短いし、ずっと机にかじりついてるし、無理しすぎです。もう先輩一人の身体じゃないんですよ？」

「誰と運命共同体になったんだよ。あ、そこ……あー、すげーいい……」

　ふわふわと身体が浮き上がるような、トロけそうな快感……たまらん。

「真面目に、心配だなあ……お姉ちゃんに勝ったって、それなりに代償を払っちゃってるんじゃないですか？」

「睡眠時間と肉体のダメージだけで勝てるなら安いもんだ」

「全然安くねー……先輩、もうそこまでしてお姉ちゃんに勝とうとしなくても。二度勝って、充分に効果はあったでしょ。お姉ちゃんは先輩を特別な存在だと認めてますよ」

「……それだけじゃダメだろ」

　敗北を知らなかった彩陽を泣いて悔しがらせることができた。
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　彼女に告って付き合いたいという最終目的を考えれば、マイナスかもしれない。

　だが、〝ただのクラスメイト〟よりは〝彩陽を泣かせた男〟のほうがマシだ。

　二歩三歩下がることになろうが、飛躍のための助走と考えればいい。

「勝ち続けるくらいしか、彩陽に自分をアピールできる方法がねぇんだよ。亜月の言うとおり、逆に彩陽に嫌われるとしても他にやり方を知らない」

「……嫌われはしませんよ。いいえ──〝風ふ堂どうくんのこと、好きです〟」

「やめろ、やめろ！　マジでクオリティ高すぎて、ゾクッとするから！」

　姿が見えない分、余計に彩陽の声にしか聞こえなくなる。

「ああ、暴れないでくださいよ。はいはい、腰も凝ってますね」

「うおっ……そこも効くな……」

　今度は腰を何度も押され、そのたびに強こわ張ばっていた組織がほぐれていくのがわかる。

　やべぇ、亜月のマッサージはマジで天国だ……。

　昨夜の素振りだけじゃなく、勉強でも腰をかなりやられてたのかも……。

「……おい、亜月。おまえももう……疲れてんだろうから……これくらいでいいぞ……」

「そうは言っても身体は正直ですよ。身体はもっと亜月ちゃんテクで責めてほしいって言ってます」

「もうやめてくれないと……ダメになってしまう……」

「観念してダメになっちゃってください。お世話になってるお礼のマッサージでもあるんですから、全身隈くま無くほぐしちゃいますよ」

「うおおお…………」

　このベッドの寝心地のよさもあって、気持ちよすぎて眠ってしまいそうな……。

　い、いかん……亜月の前で寝落ちするなんて絶対にあってはならない。

　寝てしまったら、マジで煮るも焼くも亜月の自由になってしまう。

　しかも、亜月のベッドで寝るとか、彩陽にバレたらどんな誤解をされるか。

　なんとか……意識を保たないと……。







　悪い夢を見ていた気がする。

　それも、とびっきりの──漫画だったら飛び起きてベッドから転げ落ちるような悪夢だ。

　まあ、実際に飛び起きるなんてありえないし、そもそも俺はベッドで寝てない。

　そういうわけで、普通に目を開けただけだった……のだが。

「ん……？」

　おかしい、身体からだが馬鹿に重い……。

　確か、亜月の巧妙なマッサージで筋肉痛はよくなったはずなのに。

　身体が固まったように動いてくれない……。

「んん……」

「ふ、ぅん…………」

「…………!?」

　今度こそ、完全に目が覚めた。

　どうやら、今の今まで寝ぼけていたようだ。

　そうでなくては──この状況に気がつかなかったことを説明できない。

「んっ、んん……」

　ベッドの上、俺の左隣──薄い唇からこぼれているのは、悩ましい吐息。

　艶つややかな長い黒髪が、乱れてベッドの上に広がっている。

　大きな二つのふくらみを包み込む清せい楚そな白いブラジャーに──まさに雪のようと表現するにふさわしい真っ白な肌。

　つるりとしたお腹なかとへそ、その下にはブラとお揃そろいの白いパンツ。これも若干乱れて、脱げそうになっている。

「んんっ……ふぅ……」

　右隣では、明るい茶色の髪も大きく乱れている。

　エロい黒のブラジャーが大きな胸を包み、下はお揃いの黒いパンツ。

　落ち着きなくモゾモゾ動いているせいで、ぷるんぷるんと二つのふくらみが揺れている。

　俺の両隣に、黒髪の天詞彩陽と、茶髪の天詞亜月がいて、可か愛わいい寝息を立てている。

　身体が動かなかったのは、二人にぴったり寄り添う形で挟まれていたからだ。

　これは川の字とは言わねぇよな。古めかしい言葉で言うと……同どう衾きん？

　しかも、天詞姉妹は揃って下着姿だ。

　俺の知識にはないが、下着で眠る女子は珍しくないのかもしれない。

　川の字のときは、さすがに遠慮して寝間着を着ていたのだろうか。

　もしそうだとしても、今俺の両隣で下着姿で寝ている理由の説明にはならない。

「あれ……？」

　ベッドの横に落ちてるの、昨夜亜月が着てたナース服か？

　気づいて、さっと目を逸そらす。女子が着てた服をじろじろ見るのは気が引ける。

　そうか、身体にぴったりフィットしたあれを着たままじゃ寝にくいよな──って！

　亜月はナース服が邪魔になったとしても、なんで彩陽まで半裸なんだよ！

「まさか、姉妹二人を相手に……？　いやいや、まさか……！」

　何度でも言うが、あくまで俺が好きなのは天詞彩陽。

　エロい漫画みたいな姉妹ハーレムなんかに興味はない。マジでない。

「あ……おはようございます、風堂くん……」

「お、おは……よう？」

「あれ……おかしいですね……」

「お、おかしいことしかないな……」

　悲鳴を上げられなくてよかったが、まだこの最高で最悪な災難は終わってない。

「わたし、寝るときはブラジャー着けないんですが……うっかり着けたまま眠ってしまったようです……」

　彩陽は身体を起こすと、両手を後ろに回してブラのホックを外した。

　ブラのカップから、二つのふくらみがぽろりとこぼれ出しそうに──

「おおいっ、寝ぼけるな！　ここで外すんじゃない！」

「え……？」

　ぴたりとブラを外す手が止まったが、既に外れかけだ。

「もー、なんですか、先輩……人が寝てるのにそんな大声で……なんか暑いなあ……」

　亜月も身体を起こして、ブラジャーのホックを外した。

　なんとフロントホックというヤツだった。話には聞いたことがあったが、実在したのか。

「って、おおいっ、おまえも外すな！　姉妹揃ってなにしてんだ!?」

　亜月のほうも、わかったのかわかってないのか、ブラを外すのをやめてくれた。

　とはいえ、ホックは外れて、豊かな胸が半分以上見えてしまっている。

「……ここ、あたしのベッド。先輩、お姉ちゃん、なんでいるんだっけ……？」

「なんででしょう……？」

「俺もそれを訊ききたい……」

　目覚めれば、両隣に下着姿の美少女姉妹。

　しかも起きたとたん、二人揃ってブラジャーを外そうとする始末。

　止めないほうがよかったかもしれないが、止めないわけにはいかなかった。

　これも何度でも言おう。俺は彩陽のおっぱいにとても興味がある。

　だが、見るなら正しい手順を踏まなければならない。

　クソみたいなラッキースケベで見るのではなく、彩陽の許可をもらって、俺の手で彼女のブラジャーを外して──とにかく、まっとうなやり方でなければ。

「んん〜、全然頭回んない……まだ五時前じゃん……寝よ寝よ……」

「風堂くんももう少し寝てください……身体、大事です……」

「待て待て待て！」

　天詞姉妹が両側から俺の腕を取り、もたれかかってくる。

　ほとんどブラも着けてないような状態で、くっついてくるなー！

　向こうは寝ぼけてるようだが、こっちは完璧に目が覚めてるんだよ！

　状況もなんとなくわかってきた。

　亜月のマッサージが気持ちよすぎて、そのまま寝てしまったらしい。

　そこに亜月がベッドに潜り込んできて──亜月のベッドだが──一緒に寝やがったんだろう。

　そこまではわかるんだが、彩陽はどこから出てきた？　着てた服も見当たらねぇし。

　彩陽は、昨夜は俺がマッサージを受けてた時点ではまだ帰宅してなかったはず。

　疲労のあまり、間違えて妹の部屋に入ってきて寝ちまった？

　普通なら絶対ありえないが、天然の彩陽ならそんなミスもあるのか……？

「……けっこうなご身分ね」

「あ！」

　俺が声を上げた瞬間、ドアのところにいたツインテールメイドがスマホを構え、パシャリと一枚撮っていた。

　心なしか、いつもの死んだ目がゴミを見る目に変わっているような。

「ち、違う……俺は無実だ！」

「天詞家の吊つるし上げはキツいわよ。そこに法はなく、慈悲もないわ」

「俺、吊るし上げに遭うのか!?」

　本家直系の姉妹に手を出した罪は重いのか!?

　いや、手は出してない……と思う！

「まあ、私としてはお嬢様たちも学生のうちはハメを外してもいいと思うの。まさか、嫁入りまで清らかな身体でって時代でもないし」

「おまえはとんでもない誤解をしてるぞ、セイラ」

「幸せを嚙かみしめなさい、フドー。できることなら、お嬢様たちもお幸せに」

「あっ、おい……！」

　パタン、とドアを閉めてしまうセイラ。

「んん……せんぱ〜い……亜月ちゃん、ねむ〜い……」

「風堂くん……彩陽ちゃん、眠いです……」

　彩陽のほうは一人称がおかしくなってんぞ。

　どうやら、二人の頭がクリアになるまで待つしかないらしい。

「……ん？」

　昨日はあんなにもビキビキとヤバい音がしてた身体が、今日は軽い。

　マッサージの効果は充分にあったようだ。

　まあ、いくら軽くなっても二人にくっつかれたままでは動きようがない。

　ヤバい、ヤバイぞ……。

　この異常な状況──俺がもっとも望んでない、そしてもっともありえない姉妹ルートに進んでるんじゃねぇだろうな？

　こんな誰もが羨む状況でも間違いなく言えるのだ。

　俺が女の子として好きなのは、天詞彩陽だけだと。

　もっとも──二番目に好きなのはその妹だと言えてしまいそうではあるのだが。
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　貴き秀しゅう院いん高校の追試は、即座に結果が出る。

　そもそも追試を受けるのはほんの数人で、採点もすぐに終わるわけだ。

　追試をくらう生徒のほとんどは、病気などのやむをえない理由で欠席した者ばかりで、極端な低得点が理由で追試になる者は珍しい。

　詳しいのは当然──俺も一年の秋までは追試の常連だったから。

　新たな常連候補となった一年生の名を、天あま詞つか亜あ月づきという。

　二日に分けて放課後に行われた追試が終わり、翌日に全科目返却されてきた。

「まったく、普段は呼ばなくても来るくせに、用があるときに限って手間をかけさせるな」

　というわけで、返却日の放課後に亜月を連れて裏庭に来た。

　どうせ俺の教室に来るだろうと待ってたのだが、全然現れないのでこっちから捜しに行くハメになった。

「亜月ちゃんは先輩ファーストですけど、たまには外せない用事もあるんですよ。ふふん、なにをしてたか知りたいですかー？」

「いや、別に」

「ぬあーっ！」

　見つけたとき、亜月は自分の教室前の廊下で電話をしていたが……なんの連絡やら。

　まあ、亜月にだって用があるのはわかる。俺に害があることでなければ、詮索はしない。

　最近、クソ暑くなってきたので遮るものもない裏庭はあまり来たくないが、二人で話をするにはここがちょうどいい。

「で、さっそくだが──」

「見るがよいです、亜月ちゃんはやればできる子なんですよ！」

　亜月が勢いよく解答用紙を掲げる。

　確かに、どの科目もなかなかの得点だった。

　ふむふむ、なるほど……なるほどな……。

「まあ、追試の問題は本試験の内容がそのまま出たりもするからな。期末試験の解答を丸暗記すりゃ、七割は取れる」

「ええ、全科目六割いってますからね。どうです、この輝かしい戦果」

　亜月は、すげードヤ顔だ。

「追試は三割取れれば合格だからな。学校側も再追試は避けたいせいで、かなり甘いが、合格は合格だ」

　俺はその亜月の頭に手を載せて──

　がしっと摑つかんで握り締める。

「うえっ!?　な、なんですか、先輩!?」

「追試合格はよくやった──が。なんでわざわざ、追試をくらうような点を取った？」

「…………っ」

　亜月は、ぎょっとした顔になり、バツが悪そうに目を伏せた。

　よし、大当たり。

「最初に話を聞いたときに変だとは思った。いくら亜月が馬鹿でも、家庭教師がついてるのに追試をくらうなんてな。いくら亜月が馬鹿でも」

「二回言った!?」

「俺はこれでも真面目に教えてるんだよ。どうしようもない馬鹿を、普通の馬鹿にすくい上げるくらいは難しくないはずなんだ」

「なんか、自分を持ち上げつつあたしをディスりまくってる気がしますけど……」

「少しくらいは文句を言わせろ。黙って、おまえの勉強に付き合ったんだからな」

「で、でもあたしがシンプルに救いようのない馬鹿かもしれないじゃないですか」

「俺のおまえへの評価はそこまで低くない。少なくとも貴秀院に受かってるんだから、スペックは悪くないはずだ。この答案を見てもわかる」

　空いてるほうの手で、亜月の答案をぱっと奪う。

　その答案をひらひらと揺らしつつ、亜月をじっと睨んだ。

「これ、国語系や数学系は丸暗記じゃ解けない問題もかなりあるが、おまえは普通に解けてる。こんだけできるなら、いくらなんでも追試をくらうほどひどくなかったはずだ。俺は今回、丸暗記しか教えてないのに対処できてるのがおかしい」

「ぐぬぬ……丸暗記だけ詰め込むと見せかけて、先輩がそんな罠わなを仕掛けてたとは……」

「罠じゃない、罠じゃない」

　単純に思考を必要とする問題は切り捨ててただけだ。

　一問あたりの配点が大きい長文読解や計算問題を捨てないでいいなら、そのほうがいいに決まってる。

「おまえのノートを見ても、ちゃんと勉強してるのは一目瞭然だったからな。少なくとも追試を受けるほどサボってるとは思わない」

「……亜月ちゃん、人の話を聞いてないと思われがちですけど、実はけっこう聞いてるんですよ。先輩のお話は、特に」

　珍しく可か愛わいげのある態度だが──まだ言っておきたいことがある。

「さすがに追試もアウトはヤバいから、普通に解いたわけだな？」

「やっぱ、あたしにしちゃ詰めが甘かったですかね……」

「そこは常識的な判断ができて、ほっとしてるよ。だが、わざと追試をくらったのは問題だ。わかってるな？」

「……むー……ごめんなさい」

　頭を摑まれたまま、亜月がぺこりと頭を下げる。

　俺は、その頭をぱっと放す。

「よし、謝ったならいい。でも、危ねぇぞ。追試でもアウトをくらったら、三学期の成績に影響するからな。三学期の成績で10段階中２以下が一つでもあると留年なんだぞ。この先で追試を受ける可能性はゼロじゃないんだからな。余計な綱渡りをすんな」

「……詳しいですね、先輩」

「俺も一年の二学期中間までは追試の常連だったからな。進級も危ぶまれてた」

　情けない話だが、事実だ。

　大きく巻き返して学年トップを獲とってる今だから笑い話にもできるが、当時の危うさを思い出すと冷や汗が出る。

「ていうか、怒らないんですか？」

「怒ってたが、謝ったなら許す。言っておくが、なんでも謝れば許すわけじゃねぇぞ」

「ちぇっ……」

　やはり、瞬時にろくでもないことを企たくらんでたか。

　なにをやらかしても謝ればいいや！　──なんて亜月が思い込んだら、俺がどんな目に遭わされることやら。

「亜月、追試を俺が泊まり込む口実にしてたが、最初は別のトラップに使うつもりだったのか？」

「トラップとはまた手厳しい。うう、その……先輩の家に泊まり込んでお勉強を教えてもらおうかなーみたいな？　通い妻から本妻にランクアップ、みたいな？」

「今の状況とたいして変わらんのじゃないか？」

「違いますよ！」

　もじもじしていた亜月が、くわっと目を見開いた。

「先輩ん家ちに強引に転がり込もうとしてたのに、なにを思ったかお姉ちゃんが先を越しやがったんですよ！」

「そういや、最初はそんな話だったな」

　彩あや陽ひが俺ん家に押しかけてきて、泊まり込んで俺のやり方を学ぶとか。

「追試のためって言ったら、先輩も泊めてくれるかな〜って甘く見てたのに、お姉ちゃんが血迷うから話がややこしくなりました！　あたしが泊まり込むって言っても、二番煎じじゃインパクトに欠けます！」

「そこ、インパクトが必要なところか？」

「……お姉ちゃんのマネはしたくないじゃないですか」

「いや、おまえモノマネしまくってるじゃねぇか」

　なにを真面目くさって言ってるんだ。

「モノマネは別なんですよ！　あれはお姉ちゃんの日常を探ったり、先輩を騙だますためだけにやってるんです！」

「どっちも褒められたもんじゃねーな……」

　モノマネと二番煎じが別物、という話はわからないでもないが。

「お姉ちゃんのマネになるくらいなら、作戦変更ですよ。でも、今回のお泊まりはお姉ちゃんのほうが怪しいムーブしてましたね」

「亜月もセイラと結託したり、充分怪しかったけどな」

「結託でもしなきゃ、あたし一人じゃお姉ちゃんには対抗できませんよ」

　亜月は、ふうっとため息をついた。

「怖いんですよ。お姉ちゃんが、一人で先輩のところに押しかけたなんて。いったい、どんな理由で先輩に近づいたのか、怖すぎます」

「どんなって……本人が説明してただろ」

　亜月も話は聞いてるはずだ。

　俺に勝つために、俺から学びたいと。亜月が怖がるような話でもない。

「まさか、まさか。姉は優秀な女ですよ。先輩は確かに凄すごいですが、お姉ちゃんなら自力で越えていきます。悪いですけど……先輩に三度目の勝利はないと思ってます」

「なっ…………」

「二度目ではっきり点差をつけて勝ったのがまずかったですね。あれでお姉ちゃんにも火がついたんでしょ。前も言いましたけど、姉を刺激するとヤバいんですって」

「……言っとくが、俺は油断も慢心もしてないぞ。次のテストでももちろん勝ちに行く」

「あたしなんかにかまってたら、絶対無理」

　そんなにきっぱりと……。

「言っておきますが、あたしはしつこいですからね。成績よくなって、先輩が家庭教師をお役御免になったりしないように上手うまいこと立ち回りますよ！」

「とんでもねぇことを堂々と宣言すんな」

　適度に馬鹿を維持します、なんて言われても家庭教師としちゃ困る。

「そんなあたしに教えながらお姉ちゃんに勝とうなんて、甘すぎですよ」

「……仮に次のテストで負けても、それでゲームオーバーってわけじゃねぇよ」

「甘い、甘いですよ」

　ビシリと亜月が俺に人差し指をつきつけてくる。

「次は先輩の心を折るような勝ち方をしてきますよ、お姉ちゃんなら。妹のあたしが保証してもいいです」

「俺がそう簡単に勝たせると思ってんのか？」

「努力すればするほど、負けたときのダメージは大きいですよ。今、お姉ちゃんがなにを企んでるかわかってます？」

「……俺が知るわけないだろ」

「この前、お姉ちゃんが遅くまで出かけていた日があったでしょ。あの日、お姉ちゃんは鎌倉に行ってたんですよ」

「鎌倉？　天詞の本邸か」

「そうです、天詞一族のご老人たち──妖怪の住み家ですよ」

　ずいぶんな表現だが、元々は天詞の当主が代々住んでいた家で、今でも親族がそこに集まってるんだったか。

　あの夜、セイラでも彩陽の動向が摑めなかったのは、天詞のトップが絡からんでたからか？

「その妖怪ハウスで、お姉ちゃんは親族の皆様方に宣言してきたらしいですよ。〝しばらく学業に専念させていただきます〟って」

「…………？」

　亜月は、なんでそんな重大なことみたいに話してるんだ？

「そりゃ、彩陽に学業に専念されたら俺には脅威だが……学生なんだから不思議なことでもないだろ」

「お姉ちゃんは、天詞の後継者なんですよ？　いつでも跡を継げるように、子供の頃から仕込まれてます。あたしが、一番近くでそれを見てきたんですからね」

「……つまり、跡取りに学業に専念されちゃ天詞家の妖怪──じゃない、親族としては困るってことか？」

「今の時代でも、女子の跡取りには面倒も多いですから。あちこちに顔を出して、存在をアピールしておく必要があるんです。お姉ちゃんはまだ天詞の仕事にはタッチしてないとか言ってますけど、普通に仕事してますよ」

「つっても……彩陽は世間から見れば、まだ子供だろ」

　漫画じゃないんだから、〝財界を牛ぎゅう耳じる女子高生〟みたいなのが存在するわけない。

　もっとも、起業する女子高生は実際にいるから、彩陽が既になんらかの影響力を持っていてもおかしくはないか……？

「天詞家の跡取りに生まれたら、子供も大人もないですよ。あたしはずっと子供のまま、無責任に生きたいですけどね！」

「１Ｋで一人暮らしするなら子供じゃダメだろ」

「むう……的確なツッコミだ。さすが先輩です」

　ふざけちゃいるが、亜月の真面目モードはまだ続いているようだ。

　ニヤニヤ笑ってはいても、眼光がギラリと鋭い。

「で、そんな無責任な亜月ちゃんの真逆なわけですよ、お姉ちゃんは。本来なら、責任をもって天詞家の後継者として振る舞わなきゃいけないんです。でも、姉はそれを放棄した。手放した。ぶん投げたんです」

　亜月は、ふわふわっと歩いて転がっていたバスケットボールを手に取った。

　それから、無駄に綺き麗れいなフォームであざやかにシュートを決める。

「いぇーい、亜月ちゃん天才！　バスケ部、さっさとスカウトに来い！」

「来ても断るだろ。つまり、彩陽は……天詞の人間から見れば信じられない暴挙に及んだってことか？」

「そゆことっすねー。鎌倉に行った日、お姉ちゃんがめっちゃ帰り遅かったのは、かなり揉もめたせいらしいですよ」

「彩陽は……大丈夫なのか？」

　いくら跡取りとはいっても、親族の年寄りたち相手に一人で対抗できるのか？

「あんま大丈夫でもないかも。なにしろ、帰ってきて半裸で殿方のベッドに潜り込んだくらいですからねえ。いやん、はしたないｗ」

「おまえもだろ！　つーかそれ、鎌倉の件と関係あんのか!?」

「あるような、ないような……それは姉のみぞ知るですかね」

　おい。わからないなら、混乱するから余計な情報よこすなよ。

「まあ、事態が動いた証拠に、あたしにアプローチしてきた親戚も何人かいますよ。さっきもしつこい電話が来てウザかったです」

「は!?」

　亜月の今日の〝用事〟は本当に俺には関わりなかったようだが──

「それって、彩陽が後継者から外れて、第二候補の亜月に媚こびを売ってるってことか!?」

「さすが先輩、察しがいい。あたしは、候補なんかじゃないですけどね。せっかちな人たちが手を打ち始めてます。それくらい、お姉ちゃんの行動は衝撃だったみたいですよ」

　なんだ、その急展開は……。

「でも、天詞の人たちのことは問題じゃないんです。問題は、お姉ちゃんが家の仕事を放り出してまで、先輩に勝とうとしてることですよ」

「…………」

「あの人は恐ろしいです。天使みたいな笑顔のままで、すべてをメチャクチャにして、あの人が通ったあとは草も生えない」

「……ずいぶんだな」

　天詞彩陽が天使であることは疑いない。

　俺が半年間、ずっと彩陽を見てきて出した結論が間違ってたとは思わないが──

「お姉ちゃんは天使だから誰も憎めない。圧倒的すぎて、羨むこともできない。よほどの身のほど知らずでもないと、勝とうなんて夢にも思いません。でも、そんな身のほど知らずが出てきてしまった。だから、お姉ちゃんは変わってしまったんです。あたしですら想像したことがない、別の誰かに変わったんです」

「それは……亜月の想像だろ」

「ただの想像じゃないって、先輩もわかってるくせに。ま、疑うならお姉ちゃんに確認してみるといいですよ。あーあ、変なことになっちゃいましたね」

「……まったくだ」

　ただ、亜月が俺を騙して追試をくらっただけかと思いきや。

　話はおかしな方向に転がりつつある。

　もし亜月の想像どおりだとしたら、なぜ彩陽はそこまでして──

　いや、前々からの疑問に答えが出たのかもしれない。

　彩陽がなぜ、俺の家に泊まり込むとまで言い出したのか。

　あの日から始まった、彩陽の俺への執着。その理由はもしかすると──
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「ただ〜いまっと……」

　ドアを開けて、愛いとしき１Ｋのお部屋へと帰り着く。

　きっちり施せ錠じょうすると、ハイヒールを脱ぎ捨て、窮屈なタイトスカートも上着も脱いでしまう。

　お行儀が悪いのはわかってるけど、一秒でも早く解放されたいから。

　どうせ、誰も見てないしね。

　当然、ブラウスもストッキングも脱ぎ捨てて下着姿になってしまう。

　あとで回収しなきゃいけないんだから、ちゃんとハンガーにかけたり洗濯カゴに放り込んだほうが手間が省けるんだけどね。

　わかっちゃいるけど、やってしまう。

　天詞の実家にいた頃は、メイドさんが全部やってくれたから、その頃のクセが抜けない。

　下着姿のまま、ベッドの横に転がってるクッションに座り込む。

　ああ、メイクを落とすのもシャワーを浴びるのも面倒くさい。このまま寝たい。

　でも、この面倒と引き替えに一国一城の主あるじになったんだから。

　メイドもウォークインクローゼットもない生活を選んだんだから。

「ウォークインクローゼットかー……」

　今日は、やけにあのクローゼットを思い出してるな。

　あたしの部屋の隣、さらにその隣にはお姉ちゃんの部屋があって──

　あのクローゼットを使うことはもうないだろう。

　お気に入りだった白いカーペットも、セイラに改造してもらった可か愛わいいＰＣも、もうあたしから遠く離れてしまった。

　ベッドだって、ここにあるのはただのシングルベッドだ。

　初めて三人で眠った、あのダブルベッドで寝ることももうない。

　あたしたちは誰も三人でいることを望まなかったのに、結局は──いや、それももう過ぎ去った思い出。

　そうだ、数日の同居生活の直後だったか。

　あたしたちの関係が、取り返しのつかないほど乱れてしまったのは──

　天詞彩陽の暴走──いや、反乱だろうか。

　思えばあの出来事が、あたしの〝青春のターニングポイント〟だったのかもしれない。

　だって、お互いの気持ちを剝き出しにして、ぶつけ合うことになったんだから──

　あたしは先輩に恋した気持ちを何年経たっても忘れられないけれど。

　ねえ、先輩。あなたはまだ──あの頃の気持ちを覚えてますか？
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11　可愛いだけじゃダメですかね？






「フドー……私、フドーのこといつまでも忘れない」

「このあとも会うだろ」

　朝、天あま詞つか家の玄関。

　今日は貴き秀しゅう院いん高校の一学期最後の日。

　明日からは、めでたく楽しい楽しい夏休みだ。

　そして、本日をもって俺は天詞家を去ることになる。

　追試の返却から既に二日が過ぎた。

　本来なら、追試の結果が出た当日に天詞家を出るべきだったが……。

「ああ、フドー、助かったわ。私は家事スキルはカンストしているのだけど、なにしろこのロリボディだから。力仕事は苦手なのよ」

「ロリボディ言うな。まあ、快適な生活をさせてもらったんだからな。掃除くらい手伝うのは当然だ」

　立つ鳥跡を濁さずとも言う。

　セイラの指揮下、この二日で天詞家の大掃除と庭の草むしりなんかを手伝ったのだ。

「でも、天詞家ならいくらでも業者に頼めただろうに」

「私は小娘だから。大人に偉そうに指図は出しづらいでしょう。その点、フドーならロリに命令されたら大喜びで働くでしょ？」

「俺にヤバい趣味あるみたいに言うな」

　まあ、掃除は苦手だからセイラに細々と指示を出してもらう必要はあったがな。

「冗談はともかく、本当に助かったわ。これからは、いつでも遊びにきていい。あ、来るときは動きやすい服装で」

「労働させる気満々かよ。いや、亜あ月づきの家庭教師は続けるんだから、これからもお邪魔するけどな」

　亜月がなにを企たくらもうが、あいつに家庭教師が必要なのは事実だ。

　地じ頭あたまは悪くないようだから、そのうち俺なんか不要になるかもしれないが……。

「亜月様がお世話になるわ。ああ、お嬢様たちがお見送りしなくて悪いわね」

「別にかまわねぇよ」

　今は七時前で、亜月は当然のようにぐーすか寝ている。

　彩あや陽ひはもちろん起きているが、熱心に朝勉強中だ。

　一声かけるべきだろうが、邪魔をするのも悪いから黙って出て行くことにしたわけだ。

　どうせ、彩陽ともこのあと学校で会うんだしな。

「じゃあな、セイラ。おまえのメシ、美味うまかったよ。久しぶりに人間らしい食生活ができて最高だった」

「元がひどすぎると褒められても嬉うれしくないわね。でも、ありがとう」

「おまえも面倒くさい性格だな」

　ひねくれてるのか、素直なのか。

　面倒くささに関しては俺も人のことは言えないけどな。

「じゃ、行ってらっしゃい」

「ああ、行ってきます──って、それを言われたのも久しぶりだな」

「あ、行ってらっしゃいのちゅー、しとく？」

「いらねぇよ」

　いつから新妻プレイが始まってたんだよ。

「ちゅ」

「うおおいっ!?」

　すーっ、とセイラが玄関の床を滑るように動くと頰にキスしてきた。

　かなりの身長差があるのだが、俺が靴脱ぎに下りていたのでギリギリで届いてしまった。

「俺の発言、聞こえてなかったか!?」

「前フリでしょ？　〝勘違いしないでよね〟とか〝押すなよ〟的な」

「俺が誘ったみたいじゃねぇか……」

　ツンデレでもなければ芸人でもないぞ。

「ふむ……ずいぶん赤くなってるわ。ロリ云うん々ぬんは冗談だったのだけど、我々の友情について考え直したほうがいいかも」

「おまえがいらんことしなけりゃ、再検討は必要ねぇよ！」

　別にロリ好きじゃないが、もし本物の小学生にキスされても恥ずかしいっつーの。

「もちろん、これも冗談よ。お嬢様たちがお世話になったからね。友情のラインを越えない範囲で、私からお礼をしただけ」

「そりゃどうも」

　どうやら、俺とセイラの友情はまだ続いてくれるらしい。

　学校で唯一の友達だからな。これからも仲良くしていきたい。

　たとえスパイだろうとメイドだろうと。

「あなたの抱えてる問題、私は助けてあげられないから。ちゅーで我慢して」

「……我慢しとこう」

　さすが天詞家の使用人、俺がまた天詞姉妹とのトラブルを抱えたことに気づいたようだ。

　この前、学校の裏庭で亜月と話して以来、亜月だけじゃなくて彩陽とも目を合わせづらくなったからな。

　もっとも、変に意識してるのは俺だけで、姉妹のほうは普段とあまり変わりないが。

　明日から夏休みか。

　天詞姉妹と学校で顔を合わせることがなくなるのは、いいような──最悪なような。







　一学期最後のＨＲホームルームも無事に終了。

　ちなみに、俺の一学期の成績は10段階でオール10。

　体育は進学に関係ないので、いくつだろうがオール10と言っても過言ではない。

「あの、風ふ堂どうくん」

「え？」

　成績表をあらためて眺めていると。

　俺の机の前に、彩陽が現れた。

「成績表の見せ合い……いいでしょうか？」

「……ああ、かまわない」

　一年の秋までの成績表だったら、恥ずかしくて誰にも見せられなかった。

　オール10の成績も逆に見せづらさはあるが、彩陽が相手なら別にいい。

「ありがとうございます。では、拝見しますね。ああ……さすがですね、風堂くん」

「彩陽もな」

　当然ながら、彩陽はオール10だった。こちらは体育の成績も含めてオール10。

「あ、風堂くん、体育は３なんですね。体育は男女別ですから、風堂くんがスポーツしてるところ、あまり見てないんですよね」

　おい、俺の成績を口に出すな。

　悪意ゼロだから注意もしづらい……。

「体育なんて疲れない程度にやればいいんだよ」

　亜月にも説明したが、貴秀院では三学期の成績で２以下がつくと容赦なく留年だ。

　ただ、体育と美術などの芸術系の科目は必要な出席数さえ稼いでおけば、どんな運動音痴だろうと幼稚園児並みの画力だろうと３以上がつく。

　貴秀院は、運動や芸術を重視していない。俺も重視してない。

「風堂くんは体力不足ですよ。この前の夜も腰が痛そうでしたね。わたしも思わず大きな声を上げてしまいましたが、木刀あれが太いから、実はキツいのですよ。わたしが木刀あれを優しく握って教えて差し上げたこと、覚えておいてくださいね」

「…………」

　微ほほ笑えみながらの彩陽の台詞せりふに、ざわつき始める教室。

　決して、一学期が終わった解放感のせいではないだろう。

　言い訳するとドツボにハマりそうなので、ここはスルーで。

「ですが、さすがの成績ですね。わたしももっと頑張らないと」

「……成績表の評価では俺も彩陽もまったく同等だけどな」

　学年一位と二位、科目ごとの偏りも無し。

　10段階評価だと同じ数字になってしまうのは当然だ。

　おそらく、定期テストのトップ10常連は全員オール10なんじゃないか？

　ただ、貴秀院の成績表は定期テストの結果も載せられ、学年内での順位が決定している。

　要するに、中間と期末トータルでの順位が出るわけだ。

　出席日数や授業での課題の提出状況も加味されるが、あまり大きな要素とは思えない。

　つまり、ほぼテストの結果で総合的な順位が決まると推測される。

　天詞彩陽は、二位。

　もちろん一位は──風堂理り玖く。

「…………」

　じーっ、と彩陽は食い入るように俺の成績表を見つめてる。

　彩陽は負けず嫌いなんて可か愛わいいものじゃない。

　亜月の話が事実なら、俺に勝つために周囲にかなりの無理を通してる。

　彩陽がこれを〝負け〟と認定したなら、逆転するまで──二学期の成績表をもらうまで俺に勝つためだけに全力を注ぐのか……？

　それじゃあ、まるで──

「おい、彩──」

「ハーイ、みなさん聞いてください！　本日、二年Ａ組の打ち上げを行いまーす！　場所と時間は黒板に書いておくので、ＬＩＮＥなどでも共有しておいてくださいねー！」

　クラスの女子数人が、教壇のところで声を張り上げている。

　ウチのクラスでも上位グループの女子たち……彩陽の友人たちだ。

　彼女たちも彩陽の際きわどすぎる言動はスルーしてくれたようだ。素晴らしい。

　みんな、打ち上げのほうに意識が向いたようで、ほっとする。

「あの、風堂くん。今、なにか言いましたか？」

「いや……彩陽は打ち上げ、行くのか？」

「風堂くんは一年生の頃から、こういうの一度も来たことありませんね」

「……やむをえない事情でな」

　一年の秋まではふてくされていて、それ以降は勉強で忙しいからな。

「やむをえないご事情、ですか？」

　おい、曇りのない目で無邪気に訊きくな。要するに陰キャだからだよ。

「彩陽は毎回、参加してたよな」

「ええ、ですがカラオケでわたしが歌ったら、しーんと黙り込まれたことがあって。わたしが行くと、盛り上がらないような気も……」

「……たまには、そういうこともあるだろ」

　おまえの妹さんが言うには、聴いただけで俺なんて灰になる奇跡の天使ボイスらしいな。

　みんな、彩陽の歌声に感動するあまり黙っちゃったんだろ。

「まあ、打ち上げ楽しんできてくれ。ああ、俺が今日から自宅に戻るのはわかってるよな。久しぶりに２ＬＤＫのアパートが待ってる」

「え？　わたしも参加しませんよ？」

「……なんで？」




「あなたに勝つまでは、他のすべてを断ち切るからです」




　にっこりと、最高に可愛い笑顔で。

　最高に恐ろしい宣戦布告をしてきやがった。

　そうか、やっぱりそうなんだな。

　これじゃあ、まるで──学園祭のあとの俺だ。

　彩陽に──亜月だったが──立ち直らせてもらって、彼女に告るために弱すぎた自分を捨てた俺と同じ。

　いや、彩陽は既に充分すぎるくらい強いが。

「なあ、彩陽。一つだけ確認させてもらっていいか？」

　彩陽は俺に成績表を返しながら、こくりと頷うなずいた。こちらも、彼女の成績表を手渡す。

「おまえは、俺に勝つために俺から学ぶ──なんて言ってたが、噓うそだよな？」

「いいえ、本当です。本当に、あなたの姿を近くで見て、学び取りたかったんです」

「……そうだな、そこまでは本当だ。でも、全部話してなかっただろう」

　俺は、美しすぎる黒髪のクラスメイトを見つめる。

　毎日毎日、自分でもドン引きするほど見てきて、それでも少しも飽きることはない。

　そんな彼女が、今はまるで別人のように見える。

　ここ数日の彩陽の俺への執着の理由は──やはり、俺の推測どおり。

「俺を近くで見ていたのは、学ぶためだけじゃない──自分が全力で叩たたき潰すに値する相手なのか確かめていたんだろう？」

「…………」

　彩陽は無言で、再びにっこりと笑った。

　別人のようだけれど、その笑顔は少しも怖くない。

　今でも、天詞彩陽はやはり天使だ。

　天使のように汚れのない心のままで、誰に対しても正しく向き合ったままで。

　俺が叩き潰されたときも、優しい笑顔で本心からの慰めの言葉をくれるんだろう。




　あたしなんて、お姉ちゃんのこと全然好きじゃないです。




　いつかの、亜月の言葉が思い出される。

　天詞彩陽を誰よりも知っているのは、妹の亜月だった。

　おそらく、亜月がいなければ俺は彩陽のこの笑顔の意味を知ることはなかっただろう。

「風堂くん……あなたがいて、亜月ちゃんとセイラがいる生活は楽しかったです。本当に、こんなに楽しいのは生まれて初めてというくらいでした」

「……そうだな。俺も楽しかった」

「わたしを嫌っている妹と一つ屋根の下で、あんなに笑える時間を過ごせるなんて。風堂くんはただ勉強ができるだけではないですね。わたしが見たこともない、妹の可愛い笑顔を引き出せる人でした。わたしの妹は──あんなにも可愛かったのですね」

「そんなのは……俺じゃなくても、いつか誰かができたことだ。それは彩陽だったかもしれねぇ」

「いいえ……」

　彩陽は、そっと首を横に振った。

「風堂くんだからですよ。わたしはそれを確信したから──わたしにできなかったことをやった人に、本気で勝ちたいと思ったんです」

　彩陽は二度負けたことで、俺を買いかぶってるだけだ。

　そう断言したいのに、それを口に出すことを許さない圧力が彩陽から放たれている──

「でも、まだですよ。わたしも人間ですから……隠し事の一つや二つはします。風堂くんに隠していたことはそれだけじゃありません。ごめんなさい」

「まだあんのか。もっと謝ってほしいくらいだな」

「あ、あはは……風堂くんは本音をためらわずに言いますね」

「それは欠点でもあるけどな」

　騙だましたり本音を隠したりの姉妹と渡り合うには、一番向かないタイプの人間なのかも。

　彩陽にはまだ隠し事がある。

　それは知りたいような、少しも知りたくないような──

「きゃははは、先輩見て見て！　あたしの成績、体育と音楽以外はオール３！　こんだけ３が並んでると笑えちゃうよね！」

「笑えねぇよ」

　つーか、いきなり現れんな、後輩。

「ん？　あれ、お姉ちゃんと成績表見せ合ってたんですか？　ほほう、どれどれ？」

　亜月は、俺と彩陽から成績表をぱっと引ったくる。

「おーっ、さっすがあたしの先輩。成績表でも学年一位っすか。お姉ちゃんは見事に二位転落だね。驕おごる天詞は久しからず。あたしたち一族も壇ノ浦に沈むね！」

「いらんことだけは知ってるんだな。声がでけぇよ、人の成績を教室中に響かせんな」

「この成績を恥ずかしがるのは、他のみなさんにケンカ売るようなもんですよ」

「言わなきゃ誰にもわからんだろ。いいから、返せ」

　さっと亜月から成績表を取り戻す。

「ああん、もっと見たかったのに。でも、一学期総合の成績でもお姉ちゃんに勝っちゃうなんて。これはもう、敗北者は奴隷になって勝者に仕える展開ですね」

「ねぇよ。俺、何度彩陽に負けてると思ってんだよ」

　負けた回数で言えば、俺のほうがはるかに上なんだが？

「もう……いけませんよ、亜月ちゃん。わたしのはいいですが、人様の成績を勝手に見ては。風堂くんの優しさに甘えすぎですよ？」

「あたしが甘えるのは先輩だけだよ。お姉ちゃんに甘えようとは思わないからね」

「亜月ちゃん……」

　なんだ……空気がピリピリしてる。

　クラスの連中も妙な雰囲気を察したのか、しーんと黙ってしまっている。

「じゃ、先輩行こ。どうせ、打ち上げ出ないんでしょ？　ボッチのあたしも特に用はないから、二人で遊びに行きましょう、そうしましょう」

「お、おいっ……」

　亜月は俺の腕を取ると、ぐいぐいと引っ張るようにして歩き出す。

　いくら亜月の運動能力が高くても、逆らうことくらいできただろう。

　だが、この空気の中でこれ以上彩陽の近くにいることは──できそうにない。







　当然ながら、終業式の今日も裏庭に人ひと気けはない。

　古ぼけたバスケットゴールとベンチがあるだけの、寂しい場所だ。

「遊びに行くって、ここかよ」

「二人一緒ならどこに行っても楽しいでしょ？」

「ラブソングの歌詞か？　まあ、出かける金なんてねぇけどな」

　日ひ射ざしが殺人的なことを除けば、別に嫌いな場所でもない。

　騒がしくて金のかかる場所よりは、ずっとマシだ。

「先輩、バスケ対決やりません？　負けたほうが〝雪白ゆきしろ〟の期間限定宇治抹茶金時かき氷デラックスおごりってことで」

「おごらせる気満々かよ。しかもガチで高そうじゃねぇか」

　女子とはいえ、さっき見た成績表では亜月の体育は10。

　自慢じゃないが、勝てる気はまったくしない。

「それならわざわざ疲れる勝負はせずに、おごったほうがマシだな」

「さすが学年一位、計算高いですね。まあ、おごりならなんでもいいですけどｗ」

「おまえ、金はあるだろ……俺よりはるかに」

「おごりで食べるかき氷が美味おいしいんですよ！　もー、わかってないですね」

「…………」

　衣食足りて礼節を知る、なんて大噓だな。

　人は満ち足りるということのない悲しい生き物らしい……。

「な、なんですか、その哀れみを込めた目は。まあ、確かに勝ちの見えた勝負はつまらんですね。亜月ちゃん、反省」

「はっきり言われるのもシャクだが」

　俺、仮にも男子で先輩なのにスポーツで勝負して勝ち目ゼロなのかよ。

「盛り上がりは大事ですよ。さっきは、ずいぶんお姉ちゃんと盛り上がってたみたいですけど」

「……そうか？　俺も彩陽も穏やかなもんだっただろ」

「達人同士の立ち合い、って感じでしたよ。なにもしてないように見えて、既に勝負は始まってる！　みたいな？」

「おまえは漫画の読みすぎだ」

　確かに、彩陽との戦いは俺が知らないうちに新たなラウンドに入っていたようだが。

「あたしはラノベ派ですってば。でも、これで確実にお姉ちゃんが本気を出す展開になりましたね。いくら〝レベル上げ〟しても通じませんよ。次のテストは負け確定のイベントバトルですよ」

「俺も彩陽に蹂じゅう躙りんされんのか。ま、そうなったらキープしてる亜月に慰めてもらうか」

「ひどっ！」

　もちろん冗談に決まってんだろ。わかってて驚くな。

「ダメですよ、先輩。あたしが好きなのはあの姉にすら猛然と立ち向かう大馬鹿なんですから──お姉ちゃんに勝つ気もない、負け犬なんか嫌いになっちゃいます」

「……そりゃ最悪だな」

　俺は、彩陽に負けたら可か愛わいい後輩からも捨てられるのか。

「なあ、亜月」

「はい、亜月ちゃんですよ」

「俺が好きになったのは、誰だったんだろうな。学園祭で好きになった子は彩陽じゃなくて、その日からずっと見てきた彩陽だって本当の姿に気づいてなかったのかもしれない」

「あー……姉に幻滅しちゃいましたか？　天使があんな負けず嫌いだったり、ロードローラーみたいな破壊者だったりで？」

「そうだな……」

　天使の笑顔のまま、天使のように優しいまま、汚けがれのない手で俺を叩き潰しにくる。

　全力で、全霊で、他のものをすべて捨ててでもありったけをつぎ込んで。

「やべぇ……彩陽がそこまでして叩き潰したい価値が俺にあるかと思うとドキドキする」

「ドＭですか!?」

「あっ、いや……そうじゃなくてだな」

　俺の新たな性癖はどうでもいいんだ。

「他のもの全部捨てるなんて……本当にいいのか？　今日だって、いつも参加してた打ち上げにも出ないって。たぶん、それだけじゃ済まないんだよな」

「済まないでしょうね。ああ、ほらこれ」

「ん？」

　亜月がスマホを掲げて、俺に見せてくる。

　表示されているのはスケジュールアプリだ。

「あたしとお姉ちゃんでカレンダー共有してるんですよ。あたしは、期間限定のスイーツとか、新発売のお菓子の発売日とかばっちり書き込んであります」

　それは厳密にはおまえの予定じゃねぇだろ、と思うがツッコミは避けよう。

「友達いないあたしにだって、ちょこちょこ予定あるのに、お姉ちゃんの夏休みの予定は──真っ白！　完全にゼロですよ！」

「は？　マジか……？」

　見ると、確かに予定表では七月までは彩陽の予定がいくつもあるが、夏休み──つまり、明日以降は確かに一つもない。

「ガチで全部切り捨ててますよ。まあ、あたしなんて小さい頃からお姉ちゃんと遊んでないですから、関係ないですけど。でも──」

　亜月は、スマホを自分のほうに向けて、乾いた笑みを浮かべた。

「家ではまだ、あたしにもかまってくれたんですけどね。もう、それも期待できそうにないですね。ま、せいせいしますけど！　やっと妹離れしてくれますね、あいつも！」

「…………」

　おまえはツンデレか。

「さすがにお姉ちゃんと同じ大学は無理でしょうし、あたしは天詞の仕事に関わる気はまったくないから、大人になったらお姉ちゃんとは疎遠になるでしょうね。あたしは１Ｋのアパートに住んで、姉は仕事しやすい都心のタワマンとかにお引っ越しでしょう」

　このあたりは、都心へのアクセスが快適とは言えない。

　俺だって、遅かれ早かれこの土地を離れることになるとは思ってる。

「だから、姉妹でいられるのは今のうちだけです。お姉ちゃんが高二で、あたしが高一の夏は一回だけ。でも、お姉ちゃんは先輩を潰すためだけにこの夏を使い切るつもりですよ」

「……高三の夏なんて、あってないようなもんだからな」

　進学校の貴秀院の生徒には、夏休みは〝学校に行かずに勉強できる時間〟だ。

　それは彩陽だって例外ではないだろう。

　もし、一位をかっさらったヤツ俺をとっくに叩たたき潰していたとしても、高三の夏は勉強漬けになるのは疑いない。

「亜月、おまえ……俺が彩陽に勝つのを嫌がってたよな？」

「別に嫌がってはいないですよ。逆効果じゃないですか、と教えてあげただけで」

「彩陽が、亜月のことも見えなくなるくらい本気になるって予想してたのか？」

「……まさか。亜月ちゃんでもそこまで読み切れませんよ」

　亜月は転がっていたボールを手に取って、ぽいっと軽くシュートした。

　だが、ボールはガンッとリングに当たって外れてしまう。

「ただ……お姉ちゃんと先輩の勝負がヒートアップしたら、あたしなんて置いていかれるんだろうなって。お姉ちゃんが本気を出せば、先輩もさらに必死になっちゃって──あたしとの遊びみたいな天国作戦なんてどうでもよくなるでしょ？」

「どうでもいいってことは……ねぇけどな」

　そうだな、彩陽が全力で挑んできたら、俺も本気でそれに応えざるをえない。

　彩陽に勝つことが逆効果になろうが、手を抜くのは彼女に失礼だ。

　天国作戦だって終了ということになるだろう。

「可愛いだけじゃダメですかね？　あたしのほうがお姉ちゃんより可愛いと思うんですけど……可愛いですかね？」

「なんで自信失ってるんだよ」

「可愛いは大事だと思うんですけど、先輩もお姉ちゃんもあまり気にしてないみたいなんで。うーん、可愛くないかなあ、あたし？」

「いや、亜月は可愛い。それは認めてやってもいい」

「うおおっ!?」

「その悲鳴は可愛くねぇな」

　少年漫画のキャラみたいな雄お叫たけびはやめろよ。

　彩陽も妹の笑顔が可愛いと言ってたしな。

　もっとも、彩陽はその可愛い笑顔に思うところがあったようだが……。

「くっ、相変わらずアメとムチが凄すごい……可愛いならあたしでよくないですか!?」

「可愛いだけじゃダメだろ。ただな……他の全部を切り捨てるってことは……そういうことになるよな」

　彩陽は嫌われてるとわかっていても、妹を可愛がっていた。

　俺に勝つために、彩陽がその妹への愛情さえも切り捨てようとしてるなら──

「……亜月、彩陽のお迎えの車、もう来てるか調べられるか？」

「情報網を張り巡らせてるのはセイラだけじゃありませんよ。えーと……あれ？　今日はお迎えを出してないらしいです」

　亜月はスマホを操作したかと思うと、首を傾かしげた。

「お姉ちゃん、歩いて帰ってんの？　バス？　打ち上げに行ったんじゃないですよね」

「打ち上げは行ってないだろうな。一人で帰ってるのか、あいつ……」

　ふと、以前に二人で帰ったことを思い出す。

　川沿いの道を並んで歩いて、アイスを食べて、パンツを──っと、最後のは忘れることにして。

「もし徒歩だとしても、今からだと追いつくのは難しいか。家まで押しかけて──いや、そうか。たまには俺も亜月から学ぼう」

「んん？　あたしの可愛さを見習う……？　さすがにキモくないですか？」

「そんなこと言ってねぇよ」

　俺もスマホを取り出して、ぽちぽちと操作する。

「えーと、どうやるんだったかな。普段、全然使わねぇもんな」

「なにを企たくらんでるんです、先輩？」

「まあ、なんというかな。ちょっと、彩陽を泣かせてみようかと思ってな」

「は？」

　亜月が、でかい目を見開いてきょとんとする。

　こういう自然な表情になると、化けなくても姉にそっくりだと感じる。

「そうだ、おまえにも頼みたいことがあるんだ。ちょっといいか？」

「えーっ。話がよくわからんまま、畳みかけられても」

「それ、亜月がいつもやってることだろ」

　わけのわからないまま天詞家に連れて行かれたのは、記憶に新しいぞ。

「いいから、別に難しいことじゃない。むしろおまえの得意技をやってもらいたい」

「先輩へのイヤガラセですか？」

「……上手うまくいったら、それを好きなだけやっていい」

「許可がなくてもやるのが亜月ちゃんですけどね。むしろ許可いらないっす」

「だろうな……いや、駆け引きも取引もやるつもりはない。頼む、亜月。おまえじゃないとダメなんだ」

　俺は作業を終えてスマホをしまい、亜月の両肩をしっかりと摑つかむ。

「うっ……こんなとこ誰かに見られたら、また誤解されますよ！」

「周りにどう思われようが、知ったことか。亜月と付き合ってると思われたってかまわない。それより、今は大事なことがある」

「……もう、しょうがないなあ。好きな人にお願いされたら断れないじゃないですか」

　困ったように笑う後輩。

　好きな人か──ずばり言われると、好意につけ込むようで気が引けるが。

　俺も、自分が好きな子のために手段は選んでいられないんだ──
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　川沿いの、生ぬるい風が吹く遊歩道。

　この道を通って帰宅する生徒も少なくないだろうに、今日も他の生徒は見当たらない。

　さっさと打ち上げに繰り出したか、予備校にでも行ってしまったか。

「風ふ堂どうくん！」

「ああ、彩あや陽ひ」

　フェンスにもたれて道の向こうの川かわ面もを眺めていると、凛りんとした声が響いた。

　綺き麗れいなフォームでこっちに向かって走ってくる。美少女は走ってる姿さえ可か愛わいい。

「はぁっ、はぁっ、はぁ……ふぅ……」

「この暑い中、走ってきたのか。急がなくてもよかったのに」

「…………」

　彩陽は、無言でスマホのディスプレイ──ＬＩＮＥのトーク画面を見せつけてくる。

　そこに表示されているのは、俺の成績表一位の部分をズームアップした写真。

　画面がスクロールされると、ムカつく顔をした黄色いウサギが〝敗北者っ、敗北者っ〟と台詞せりふ付きで煽あおるように踊っているスタンプが現れる。

「今回、送ってきた犯人は亜あ月づきちゃんじゃなくて風堂くんですね？」

「あらためて見てもムカつくスタンプだな」

「いかにも亜月ちゃんが好きそうですが……あの子は同じ手を使いませんよね。やるとしても、亜月ちゃんは芸が細かいですから、別のスタンプを使うでしょう」

　彩陽がＬＩＮＥのトーク画面をさらにスクロールさせる。

　同じ黄色いウサギの、ムカつく煽りのスタンプがずらずらと並んでいく。

「俺のオススメはこれだな。最高にムカつく」

　俺が、一つのスタンプを指差す。

　黄色いウサギが〝あ、本気出すの？　怖〜い〟とムカつく顔とポーズをキメている。

　こんなおあつらえ向きのスタンプがあったのは、ラッキーと言うべきか。

　さすが亜月チョイスのスタンプ、常人の神経では使えないラインナップだな。

「……言っておきますけど、このくらいのことではもう泣きませんよ？」

「そりゃ失敗だったな。まあ、女子の泣き顔に興奮する性癖を持たずに済みそうだ」

「そ、そんなフェチズムが存在するのですか……？　世の中は広いです……」

　ミスった、天使に余計な知識を植えつけてしまった。

「だが、このスタンプも役に立ったな。おかげで、彩陽を呼び出せた」

「……普通に呼び出してくれませんか？　しかも、最後の最後のこれ……」

　彩陽は、恥ずかしそうに顔を背けながらトーク画面を一番下までスクロールさせた。

　最下段に表示されているのはスタンプではなく、写真だった。

　彩陽のスカートが大きくめくれて、白い清せい楚そなパンツがくっきり写っている写真──

「呼び出すなら、場所を指定しないとな。彩陽だったら、これで察してくれるかと」

「普通にメッセージを送ってください！」

　消さなくていいと本人の許可をもらった写真だから、有効に活用しただけなのに。

「他のすべてを断ち切るなんて言ってるヤツを呼び出すとなると、それなりにインパクトってもんが必要だろ？」

「容赦のない人なんですね、風堂くん……」

　以前は亜月の挑発だとわかっていても、泣くほど悔しがってくれたからな。

　彩陽には、こういう挑発が効果的だと証明済みでよかった。

　あのアホみたいなＬＩＮＥがなければ、彩陽を呼び出す方法なんて思いつかなかった。

　パンツ画像も本当に残しておいていいのか悩んだが……。

　人生って、無駄がないもんなんだな。

「こんなひどいスタンプも写真も、普通なら風堂くんは送ってきませんよね。よほどの用があるのかと、引き返してきましたけど……どうして、こんなところに？　亜月ちゃんは、どうしたんですか？」

「捨ててきた」

「ええぇっ!?　そんなことしたら、亜月ちゃんがどんな復ふく讐しゅうを企たくらむか！」

「さすが姉、妹のことはよくおわかりみたいだな」

　もちろん俺も亜月のことは理解してるから、無駄にリスクのあることはしない。

　亜月が本当はなにをしているかは──今、説明する必要はないだろう。

「彩陽こそ、迎えの車を断ったって？」

「亜月ちゃんに確認してもらったんですか。ええ、今日はちょっと歩いて帰る気分だったので……」

「天あま詞つか家は、歩いて帰るにはちょっと遠くないか」

　徒歩だったら、まだ家には着いてなかっただろう。

　もっとも、かなりの距離を走らせてしまったかもしれない。すまん。

「歩く時間も惜しんで勉強しようかと思いましたが、歩き勉強はよくないので……」

「車でさっさと帰って勉強したほうが有意義じゃないか……？」

「その発想はありませんでした……」

　飛び抜けて頭いいはずなのに、天然って怖いな。

「いや、そんな話はどうでもいい。悪いが、勉強はさせない」

「えっ……そう言われましても……」

　困惑するのはもっともだが、ここはズバッと言っておく必要がある。

「わたしは寸すん暇かも惜しんで勉強しないと、一位の風堂くんには勝てません」

「そうか……じゃあ、打ち上げに参加してみるか。俺も一緒に行ってもいい」

「あれ!?　わたしの話、通じてますか!?」

　もちろん通じていて、その上で言っている。

　人の話を聞かないこのキャラは、彼女の妹から学んだ。

「俺はおまえに勝つために努力してるんだ。彩陽の妨害をするのは当然だろう」

「そんな搦からめ手を!?　ダ、ダメです、勝負は正々堂々でないと！　風堂くん、全然あなたらしくないことを言ってますよ！」

「俺らしさなんて、どうでもいいさ。一年の学園祭前とそのあとじゃ、俺は別人だ」

「……そうかもしれませんが、わたしだって変わらないと勝てません」

「いいや、変わらないでくれ」

「え……？」

　俺は、勇気を振り絞って彩陽の手を摑んだ。

　幸い、彼女は振り払ってきたりはしなかった。

「亜月が好きなのは、彩陽に勝つために必死になってる俺なんだとさ。負け犬なんかに用はないらしい」

　そういえば、亜月のヤツ、さっきは二度もはっきり「好き」って言いやがったな。

　いや、それも今は置いておくことにしよう。

「ま、負け犬って……亜月ちゃんにはなによりまず、言葉遣いを教えるべきでした」

「本人に学ぶ気がないから無駄にもほどがあるな。まあ、無駄かどうかやってみるのもいいだろう。俺に勝つために勉強するより有意義かもしれない」

「……そうでした。わたしには、妹を教育する時間もないんでした」

「話はまだ続きがある。亜月にとっちゃ俺は〝あの怪物じみた姉に勝負を挑んで、しかも勝ってしまう大馬鹿野郎〟なんだよ」

「大馬鹿……？」

「大馬鹿じゃなきゃ、そもそもそんな発想がないってことだろ。あいつは、そんな大馬鹿が好きらしい。変わった趣味だよな」

「亜月ちゃんの趣味に口出しはしませんが……ごめんなさい、風堂くん。あなたが言いたいことがわかりません」

「わかるだろ」

　俺は彩陽の手を握ったまま、軽く引き寄せてみる。

　それでも彼女は抵抗しない。

　だから、俺は続けて語る。

「亜月に〝理想の俺〟がいるみたいに──俺の中にも〝理想の彩陽〟がいる。俺が好きになったのは、天使みたいに笑ってて誰からも天使みたいに愛されてる天詞彩陽だ。俺なんかを叩たたき潰すために必死になってる彩陽じゃない」

「……わたしを変えたのは、風堂くんですよ。それに──あなたは、わたしの姿をきっと見誤ってるんです。風堂くんが好きになったのは、わたしに変装した亜月ちゃんでしょう。学園祭のあとで見ていたわたしも、本当の姿じゃなかっただけで──」

「ああ、俺はずっと幻を追いかけてるのかもしれない。でも、それのなにがおかしい？　人は理想を他人に押しつけるもんだろう。頭の中で勝手につくりあげた妄想を、ちょっと好みの顔形をした相手にくっつけて、〝好きな誰か〟をでっちあげてるんだ」

　俺は黒髪で清楚で、誰にでも優しい天詞彩陽という少女を頭の中でつくりあげた。

　そんな彼女を好きになった──

　だから、中身が茶髪で軽い性格で、姉に負けない良いヤツだけど──天詞亜月の気持ちに応えることはできなかったんだ。

「な、なんだか凄すごく勝手なことを言ってますよ？　わたしに〝あなたの理想の天詞彩陽〟であり続けろってことですか？」

「少なくとも、他のものを切り捨ててほしくはない。妹も切り捨てるってことだぞ。そんなのは──俺が好きな彩陽じゃない」

「そんなことは……ないとは言えませんね……。わたしは、元々亜月ちゃんにはあまりかまってあげられませんでしたから……かまいたくても嫌われていますけど……」

　彩陽は、妹を切り捨てるということまで考えが及んでいなかったのかもしれない。

　自分でも驚いたように、落ち着きをなくしてる。

　やっぱり、彩陽には亜月は可愛い妹なんだな。

　だが、もう一つ彩陽が気づいてない問題がある。

「切り捨てられると困るんだ。だって、そうだろう──」

　すうっと、大きく息を吸い込んでドキドキ鳴っている心臓を抑え込む。

「他のものを全部捨てるってことは、俺がまた告っても無駄ってことだろう。それじゃ困るんだよ。俺は彩陽にＯＫしてもらえるまで、何度でも告るつもりなんだからな」

「…………っ！」

　彩陽は一瞬びくりと身体からだを強こわ張ばらせると──すっと手を放し、背中を向けて歩き始めた。

「本当に、勝手ですね……」

　俺は黙って、その後ろをついて歩いて行く。

　普通に告白するより恥ずかしいことを言ったんじゃないか、俺？

「……風堂くん」

「ん？」

「わたし、貴き秀しゅう院いんに進むか迷っていたんです。中学まではエスカレーター式の学校に通っていて、そこでは物足りなさを感じていたので高校はどうしようかって」

「……それは初耳だな」

　貴秀院は超がつく名門だが、高校しかない。

　他の私立から移ってきた生徒は少なくないが、彩陽もそうだったのか。

「中三の秋頃に、貴秀院の見学会に行ったんです。一度、学校を実際に見て確かめようと思って。学校の周りも見てみようと、車を途中で下りて歩いてみたんです。ちょうど、この川沿いの遊歩道を歩いてました」

「まあ、周辺状況の確認も重要だな」

　寄り道ができる店や遊び場があるか、そのあたりを重視する奴やつも多い。

　もっとも、車で送迎される彩陽にはあまり関係なさそうだが。

「そのときに──知らない制服を着た男の子にぶつかられたんです。彼はずいぶんやる気で、まだ時間には余裕があるのに走って貴秀院に向かってたみたいです」

「そりゃ暑苦しいな。しかも彩陽にぶつかるとか、俺が見てたらドツいてるところだ」

「しかも、わたしを追い抜くときに凄い風が吹いて──そ、その、スカートがめくれてわたしの下着が……」

「なんだと！」

「今日一番の食いつきですね！」

　中学時代の彩陽のパンツを見るとか……俺だって見たことないのに！

　もう決して見ることはできないのに！

「えっと……その男の子は、わたしの下着を見たことを謝ってくれて……本当は貴秀院に合格するのはかなりキツいとか、授業料高すぎるから奨学金を取れないと詰むとか、わたしが訊きいてもいないことを畳みかけるように話してきました」

「そりゃ、パン──下着を見てバツが悪いから無駄話でごまかそうとしたんだろ？」

「たぶん、そうだったんでしょう。ですが、彼は目をキラキラさせて貴秀院に合格するために本気で──そうですね、わたしが結局貴秀院を受けたのは彼の影響がほんの少しあったかもしれません」

「…………？」

　そのパンツの話、俺になんの関係が……？

　いや、もしかしなくても……そういうことなのか……？

「わたしはその日、体調が悪くてマスクをしてました。顔なんてほとんど見えなかったでしょうね。でも、わたしは男の子のことを覚えてましたよ。入学式で彼を見かけて、ああ合格したんですね──と思いました」

「彩陽、それって……」

　そうだった、貴秀院の学校見学会には確かに行った。

　前に彩陽に言ったように、この川沿いの道も歩いたような気もする。

　そういえば──以前、ここで彩陽のパンツを見たときになにか違和感があったが。

　入学前にも同じ場所で彩陽の同じような姿を見ていたから──？

「人間は夢中になると他のことがどうでもよくなるものです。あとでわかったことですが、その男の子は並外れた集中力の持ち主でした。彼にとっては、見学会で見た学校のことが気になりすぎて、少し話しただけの見知らぬ女子なんてどうでもよかったのでは？」

「……それはまた失礼な話だな」

　正直、そこまで説明されてもまったく思い出せないが。

　俺が貴秀院に入るために死に物狂いだったのは事実だ。

　見知らぬ女子のパンツのことなんて、どうでもよかったのかもしれない。

「実は、わたしもその男の子のことはそれっきりで。クラスメイトの一人でしかありませんでした。ですが、彼は一年生のある時期から急に成績を上げ始めて──遂ついには学年トップまで昇ってしまいました。貴秀院に合格できるか危ぶまれていて、入学後もあまり良好とは言えない成績だった彼が──信じられない話です」

「人間、やればできるってことだな。ただ、そいつには──失うものがなにもなかった。失ったとすれば、せいぜい睡眠時間くらいだな。勝手に一位の女子に勝ったら告るなんて決めてたが、負けたってたいしたデメリットがあるわけじゃねぇ。自分の思い込みの世界で生きてたわけだな」

「それでも、彼が目標を達成したのは事実です」

　彩陽は立ち止まり、こちらを向いた。

　今日も川のほうから吹いてくる風が強く、彩陽の膝丈スカートがひらひら揺れてる。

「そんな彼は、わたしにとって特別な存在になって。いつの間にか、ちょっと恥ずかしかっただけの思い出まで特別なものになったようです。恥ずかしい写真を残してもらっても、彼は思い出してくれなかったようですけど」

「……そいつこそ、いろいろ切り捨てすぎだったようだな」

　パンツ写真の削除を拒否とか、正気を疑うことを言い出したと思ったら。

　俺が彩陽との思い出だと信じてた学園祭の出来事は幻で。

　だが、俺が勝手に幻にしていた彩陽との思い出があったなんて──皮肉すぎる。

「風堂くん、わたしはあなたに勝ちたいんです。この何日かあなたを見つめ続けて、またあなたに負けて──これが、はっきりと確認できた自分の気持ちです」

「……そういえば、まだ隠し事があるとか言ってたよな？」

　じっと見つめてくる彩陽の目を見返して、ふと問いかけてみた。

　彩陽は話すつもりはなさそうだったが──気にならないと言ったら噓うそになる。

「わたしが知りたかったのは、あなたへの気持ちですよ。結論は〝勝ちたい〟ですけど、わたしを……そ、その好きだと言ってくださった言葉にどう応えるか。自分の気持ちがどこにあるのか……わ、わたしもですね！」

「あ、ああ」

「わたしも、高校生の女の子なんですよ？　告白されて、平常心でいられると思わないでください！　風堂くんの──あなたの気持ちが、どれだけ真剣かくらい、わかっていますから余計にです！」

「え、怒られてんの、俺？」

「そうですよ、わたしだって人間なんですから怒ります！　一度、言いたかったんです！　亜月ちゃんに変装してたからって、あんな人前で堂々と告白されて──恥ずかしかったんですから！　いえ、もし亜月ちゃんが見てないところで言われてたら──」

「言われてたら──？」

「なんでもありません！　でも、わたしは──風堂くんに勝ちたい！」

「俺も彩陽に勝ち続ける！　でも、おまえにはなにも捨ててほしくない！　亜月のことも、俺の告白も！」

「なっ、なんて勝手な……本当に勝手です、風堂くんは……」

　と、そのとき──

　ぶるるっ、とスマホが振動した。

　同時に、彩陽もポケットからスマホを取り出していた。

「あ、すみません、大事なお話をしているのに……つい、反射的に電話を取るクセが」
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「……いや、気にしなくていい。大事な連絡かもしれねぇだろ」

　俺もスマホを取り出し、届いたＬＩＮＥのメッセージを確認する。

　よし、絶妙のタイミングだ。さすがだな。

「え？　なんですか、これ……ああっ!?」

「さて、それじゃあ行くとするか」

「行くって……あっ！　ふ、風堂くんもこれに一枚嚙かんでるんですか!?」

　彩陽が自分のスマホの画面を指差して、あたふたと慌てている。

　気持ちはわかるが、百聞は一見に如しかず。

　有無を言わさずに──現場に連れて行くとしよう。







　貴秀院高校の最寄り駅。

　その駅前はどちらかといえば、閑かん静せいと言っていいだろう。

　それでもさすがに、高校生が帰り道に立ち寄れる店などもいくつかある。

　貴秀院の生徒がガリ勉だらけといっても、高校時代を学校と家の往復で済ませるだけのストイックなヤツはそうはいない。

　学校と家の往復で済ませている俺は、ただ遊ぶ金がないだけだが。

　徒歩通学だと、駅前に来ることすらほとんどないけどな。

　駅前の有名チェーンのカラオケボックスに入り、受付で部屋番号を告げて通してもらう。

「お、ここだ、ここだ」

　目当ての部屋を見つけ、ドアの窓越しに中を覗のぞくと見知った顔がいくつも見えた。

　なにげにセイラもいる。このロリＪＫは実は友達が多い。

「あっ、フウドウくん。フウドウくんも来たんだ？」

「うおっ」

　不審者のごとくドア窓から覗いてると、後ろから声をかけられた。

　見知ったクラスの女子がいて、ぽんぽんと俺の肩を叩たたいてくる。

　どうやらトイレにでも行っていて、戻ってきたところらしい。

「ん？　ああ、彩陽さんの妹さんも連れてきたの？　いいよ、別クラスの子とかこっそり紛れ込んでるからね、一人二人増えても全然オッケ」

「ありがとうございます！　でも、先輩に別の個室に連れ込まれる予定なので！」

「あ、ああ。そうなの？　フウドウくん、やるねぇ……」

　クラスの女子は若干引きながら、部屋へと入っていった。

「……見事な亜月っぷりだな、彩陽」

「わたし、いったいなにをしてるんでしょう……」

　彩陽が、悩みの深しん淵えんに落ち込もうとしている。

　彩陽というより──この方は、亜月に化けた彩陽だ。

「そう言いつつ、ウィッグだけはきっちり用意してたんじゃないか」

「こ、これは亜月ちゃんがなにをするかわからないので、念のために持っていただけで」

　そう、彩陽には例の亜月ウィッグで妹に化けてもらっている。

　残念ながらパーカーまでは持っていなかったので、スクールベストを脱いで、スカートは折ってミニ丈たけにしてもらった。

「トレードマークのパーカーがなくても、充分に亜月感はあるな」

「亜月感……水みず守もりさんも少しも気づきませんでしたね……」

　さっきのクラスメイトは彩陽の友人で、俺の名前を間違えて覚えてるヤツだ。

　俺のほうは彼女の名前をまったく覚えてなかったので、文句は言えないが。

「友達が気づかなかったのは、とりあえず置いておけ。それより……ああ、いるな」

「いますね……わたしが」

　再び、ドア窓から室内を覗く。

　今まさに、天詞彩陽がマイクを握って歌っているところだ。

「よし、あっちもバレてないみたいだな。よかった」

「よくないですよ！　なにをしてるんですか、亜月ちゃんは。わざわざわたしに変装して、打ち上げに参加するなんて」

　言うまでもなく、俺たちのクラスメイトに囲まれて歌っているのは姉に化けた亜月だ。

　決してハシャぎすぎず、わずかに身体からだを揺らしてリズムを取りながら歌っている。

　さっき俺と彩陽に送られてきたＬＩＮＥは、亜月が打ち上げに参加しているというメッセージと、クラスメイトたちと一緒に撮った写真だったわけだ。

　俺や彩陽の前ならともかく、名前も知らない上級生たちに囲まれて堂々と姉のフリをしているクソ度胸が凄すごすぎる。

「理由がわからんほど馬鹿じゃないだろ、彩陽は」

「……風堂くんの差し金ですか？」

「頼んだんだよ、亜月に。天詞彩陽は勉強のために打ち上げを断るような人付き合いの悪いタイプじゃないからな。彩陽に化けて、打ち上げに潜り込んでくれってな」

　それだけのために、亜月に大きな借りをつくっちまったわけだ。

　ただ、打ち上げに欠席するくらいは小さいこととはいえ──

「一度誘いを断ったら、そのままズルズル行っちまう。たとえば、夏休みにさっきの水守に遊びに誘われても断るだろ？　それもさせない。彩陽のスマホへの連絡は亜月とセイラに監視させて、遊びの誘いはすべてＯＫして亜月に行かせる」

「あの、風堂くん？　プライバシーってご存じですか？　凄いこと言ってますよ？　いくら亜月ちゃんでも、さすがにそこまでわたしのフリはしていられないですよね？」

「まあ、やってみなきゃわからんだろう。多少、不審がられるだろうが元から天然だからな、彩陽は。少々おかしなところがあってもみんな優しくスルーしてくれる」

「て、天然……わたしに変わってほしくないからって、そこまでやりますか!?」

　天詞のお嬢様は、妹とクラスメイトの暴挙にだいぶ動揺しているようだ。

　やりすぎなのは百も承知、俺たちの覚悟を示さないと彩陽は止められない。




「ああ、亜月ちゃん、風堂くん。お二人もいらっしゃってたのですね」




　そのとき、ドアが開いて騒音とともに彩陽が──じゃない、亜月が部屋から出てきた。

　相変わらず、背筋がゾクゾクするほど姉に似てる。

　いや、変装芸は磨かれてさらに冴さえている。

　彩陽の変装も進化してるが、やはり亜月のほうが一いち日じつの長ちょうがあるか。

「ここだとやかましいし、ちょっと離れるか」

　とりあえず、彩あ陽ねに化けた亜月と亜いも月うとに化けた彩陽の二人を連れて、廊下の端へと移動する。

「あー、あんまり長時間席を外すとしらけられますよ。みんな、あたしの奇跡の天使ボイスを楽しみに待ってますし」

「天使ボイス、習得したのかよ」

　前は再現が難しいとか言ってたよな。やはり、亜月のモノマネは進化している……。

「亜月ちゃん……なにをしてくれてるんですか……」

「先輩に頼まれてやってるんだよ。ああ、ここってコスプレもできるみたいだから、バニーガールで歌っちゃっていいよね？」

「いいわけありません！　わたしがどうかしたと思われます！」

「大丈夫、みんな優しく見なかったことにしてくれるよ」

「優しい方ばかりの素敵なクラスですね……」

　彩陽のバニーガール姿……見てみたい。

　できれば亜月の変装じゃなくて、本人に着てもらいたいところだ。

「いいえ、そんな冗談はいいんです。どうあっても、お二人はわたしの妨害をするつもりなんですね……」

「もっちろん♡　先輩の頭脳とあたしの芸が合わさればもう怖いものはないね」

「ということだ。亜月もなんだかんだで、今までの彩陽が好きなんだよ」

「……っ！　そ、そんなこと言ってないですよ！」

　珍しく彩陽が──じゃない、亜月が真っ赤になってあたふたしている。

　ああ、二人とも変装してるとややこしいな。

　彩陽の変装もクオリティが上がっているので、いちいち確認しないと間違えそうだ。

「あ、あたしはお姉ちゃんのことなんて嫌きら──」

「嫌いなところがあれば、好きなところもあるってことだろ」

「…………っ」

「亜月ちゃん……」

　これも珍しいことに亜月が減らず口を叩かずに黙り込み、彩陽は驚いて目を瞠みはっている。

　彩陽は、ずっと妹に嫌われてると思い込んでたからな……。

「俺と亜月は、彩陽が変わらないように妨害し続ける。忙しくなるぞ、今日は。打ち上げが終わったら鎌倉だしな」

「……むー、なんか行きたくなくなってきましたけど、約束しちゃいましたからね」

「ちょっと待ってください！　鎌倉って……まさか、わたしの宣言を撤回するつもりですか!?」

　俺は黙って頷うなずき、亜月もうんうんと頷く。

　これも、さっき亜月に打ち上げ乱入とまとめて頼んでおいたことだ。

　彩陽に心変わりしてもらうのがベストだが、最悪の場合は変装した亜月に後継者の仕事を代行してもらう。

「……そこまでして、お二人はわたしに変わってほしくないのですか？」

「俺が憧れた天詞彩陽なら、なにも捨てずに俺に勝つことだってできるはずだ。それが俺の理想の天詞彩陽なんだよ」

「メチャクチャです、なにもかも……」

　それは俺だって百も承知だ。

　勝手に理想をつくり上げてそれを押しつけるなんて、身勝手にもほどがある。

「ま、あたしはメチャクチャなほうが楽しいですしね。あたしに天詞の仕事ができるとは思いませんけど、ポンコツなお姉ちゃんを演じて一族郎党をうろたえさせるのも面白そうです」

「亜月ちゃんは目的が変わってませんか!?」

「これは照れ隠しだ。亜月はちゃんとやってくれるだろ」

「ぐっ……！」

　亜月が怯ひるんでる。姉方面からの攻撃はこの後輩に有効らしい。いいことを知った。

　……って、俺も目的が変わりそうだから気を取り直して。

「俺は彩陽には──なんとしても天使のままでいてもらいたい。もちろん、俺も亜月に協力する。鎌倉だろうが室町だろうが、どこだって行ってやるし、亜月の要求にはなんでも応えよう。一つの例外を除いてな」

「……ちぇっ、いきなり釘くぎを刺されるとつまんないですよ」

　その〝例外〟がなんなのか、亜月は察したらしい。

　亜月を好きになる──その願いだけは、悪いが応えてやれない。

〝彩陽の次に好き〟じゃ納得しないよな、亜月は。

「……本気なんですね、風堂くんは」

「当然だ。本気じゃなきゃ立ち向かえないだろ、彩陽には」

「だ、だったら……」

　彩陽が、胸の前でぎゅっと手を握って俺をまっすぐ──睨にらむように見つめてくる。

「風堂くん、あなたもです。わたしに勝ち続けて、わたしを本気にさせて──わたしに変わろうと思わせるあなたでいてください。そこは、亜月ちゃんと同じです。風堂くんには、負け犬になってもらいたくありません」

「……彩陽に負け犬とか言われると、ドキッとするな」

　天使の口から絶対に出てはいけないたぐいの単語だろう。

　その天使は、俺の軽口にも反応せずに見つめ続けてくる。

「最初から負ける気はないさ。彩陽が本気になってくれるなら、願ったりだ。だからこそ勝つ意味がある。勝って──もう一度、彩陽に告る。今度は、ラブレターでも亜月に化けたおまえでもなくて、本当に彩陽に──」

「そ、それって、今告白してるのと同じでは……」

「あー、ハイハイそこまで！　亜月ちゃん放置で盛り上がるのはそこまで！　もっちろんあたしだって本気だから！」

　亜月が俺と彩陽の間に割り込んできて、ぐいっと俺たちを引き離すように押してくる。

「……そうだな。タイムリミットみたいだ」

　ウチのクラスが盛り上がってる部屋のドアが開いて、さっきの水守が顔を出した。

　他にも何人か女子が出てきて、すぐにこちらに気づいたようだ。

「じゃ、先輩♡　あたしの本気も証明しちゃいますね♡」

「ん？　おい、なにを──うおっ!?」




　亜月は軽く背伸びをすると──ちゅっと俺に唇を押しつけてきた。




　この前、頰にキスされたことがあったが──今度は唇に。

「えええええええええぇっ!?　あっ、彩陽さんっ!?」

　あちこちから響いてくるカラオケの歌声を吹き飛ばすほどの悲鳴が響いた。

　個室から出て、こちらを見ていたクラスの女子たちが──呆あっ気けにとられた顔で大騒ぎしている。

「これでもう、お姉ちゃんも逃げたくても逃げられませんよ。天詞亜月に告ったって噂うわさの風堂理り玖くが、今度は天詞彩陽にちゅーされちゃったんですから。あたしたちだけじゃなくて、みんながお姉ちゃんを放っておきませんよ」

「こ、ここまでしろとは言ってねぇだろ……！」

　そうだ、今は亜月は彩陽の姿をしていて、他の人間には見分けがつかない。

　いや、待て。ここで二人に変装を解かせれば、まだ言い訳も──

「ダメだよ、お姉ちゃん！　先輩はあたしに告ったんだから、そんなキスくらいじゃ奪えないからね！」

「おおいっ!?」

　なにを思ったのか、彩陽も──亜月に変装したままで俺に抱きついてくる。

　ますますクラスのみなさんは騒ぎ、水守たちだけじゃなくて個室内にいた他の連中まで部屋から出てきている。

「あ、亜月ちゃんなら……こうしますよね」

「やるじゃん、お姉ちゃん。ま、あたしなら思い切ってちゅーするとこだけど。いいよ、面白くなってきた」

「面白くねぇ……！」

　うろたえる俺の前で、彩陽の目がギラギラと光っている。

　すべてを捨てて俺に勝つと挑戦状を叩たたきつけてきたとき以上の、怖い目つきだ。

　これ……完全に、俺を巡って天詞姉妹二人の修羅場になってるじゃねぇか。

　ああっ、もう……これで俺だけ黙ってられねぇだろ！

「それでも俺が好きなのは──おまえだからな！」

「ふ、風堂くん……！」

　亜月に変装した彩陽の肩をしっかりと摑つかみ、きっぱりと断言する。

　ここで流されてたまるか──俺が好きなのは、彩陽だ。絶対にそこは揺るがない。

　周りから見れば今の彩陽は亜月なのがわかっていても、外見が彩陽なだけの亜月に告るってわけにもいかない。




「それでもあたしが好きなのは──先輩ですよ」




　すうっ──と、周囲の喧けん噪そうが急速に遠のいたように感じられた。

　ぼそりとつぶやいた声は、たぶん俺にしか聞こえなかった。

　彩陽は俺の告白に驚きすぎて、聞こえていない。

　ごめんな、亜月。やっぱりその告白には応えてやれない。

　彩陽も、俺の告白に驚くばかりで応えてくれない。

　その大きな瞳は明らかになにかを語っているのに。

　こんなにも想おもいをぶつけ合っていても、俺たちの気持ちはぐるぐる回るばかりだ。

　俺が好きな女子とその可か愛わいい妹との物語の決着は、もう誰にもわからない。











エピローグ






　うるさいほど蟬せみの声が響いてくる。

　この家の近くには森があるらしく、そこで蟬の大合唱が毎年起きるそうだ。

「あー、あっちーなあ……」

「ほら、先輩。あっちにも水をあげないと草花のみなさんが可哀想かわいそうですよ」

「可哀想だと思うなら、亜あ月づきも手伝えよ」

　振り向くと、縁側に亜月が座っている。

　白のキャミソールに紺色のショートパンツという涼しげな格好で、行儀悪く棒アイスをくわえている。

　俺はというと、天あま詞つか家の庭に下りて水まきをしているところだ。

「俺は家庭教師であって、庭師じゃねぇんだけどな」

「先輩もセイラに頼まれると弱いですねえ。ま、あたしもヤツは苦手ですけど」

「セイラのおかげで助かったけどな、昨日は」

　今日は、夏休み初日。

　昨日のクラスの打ち上げは、亜月の不意討ちのアレからの混乱でとんでもない大騒ぎになってしまった。

　そんな中、いつの間にか姿を消していたセイラが、カラオケボックスに手早く強引に話をつけて──

　店内の灯あかりをすべて落として、その隙に俺たちを脱出させてくれた。

『天詞のお嬢様二人を、あれ以上見世物にはできないわ』

　とのことで、忠実なメイドとして仕事をこなしただけだそうだ。

　亜月がこの前、家でも灯りを落としていたが、あの手口はセイラから学んだのか？

「昨日は大変なことになりましたからねえ。先輩が送り込んだ亜月ちゃんのせいで」

「俺が主犯みたいに言うな！　おまえ、頼んだ以上のことをやりまくってくれたよな！」

「頼まれたことしかやらない人は社会で出世できませんからねぇ」

「なんなんだ、その出世できないヤツあるあるは！」

「でも、よかったじゃないですか。可愛い後輩女子とちゅーできたんですから」

「お、おまえ……！　いや、いい。そのことは忘れよう」

「やだなー、あたしのファーストキス、忘れられちゃイヤンですよ♡」

「イヤン、じゃねぇよ！」

　あっけらかんと言いつつも、亜月はちょっと頰が赤らんでる。

　このキスの話、さっきから何度も繰り返されてる。面倒くせぇ。

　だが──あの静かな告白のことはまったく忘れたかのようだ。

「ん？　なんであたしの顔、じっと見てるんです？　あ、もしかしてまたちゅーしたくなりました？　んもー、しゃーないなー」

「しゃーなくねぇよ、そんなんじゃねぇ」

　ウザく答えを要求されるほうがよっぽどいいかもしれない。

　あの告白をなかったことにはできないが──亜月にはっきり答えることもできない。

　できることといえば、宙ぶらりんにさせておくことくらいだ……最低だな。

「しっかし、新学期はどうなりますかね。なにしろ、風ふ堂どう理り玖くに天詞彩あや陽ひがキスして、その風堂理玖は天詞妹の亜月ちゃんに告ったわけですから。もうドロッドロですよ」

「きっかけをつくったのは誰だったか、わかってんだろうな……？」

　俺は、ため息をついて水を止める。

　確かに、そっちも大問題だ。とりあえず、夏休みになってくれてよかった……。

　クラスにセイラ以外に友達はいないおかげで、騒ぎになっても俺には無風だけどな。

「ま、セイラには借りができたからな。手伝いくらいはいくらでもやろう」

「そんなこと言ってると、際限なく手伝わされますよ。あいつ、容赦ないから」

「……亜月に勉強教える暇、あるんだろうか」

　今日は朝から亜月の勉強を見るために天詞家に来たのに、ずっとセイラの手伝いをやらされている……。

「俺は頭脳労働専門なのに。こんなに身体からだを使ったら、また筋肉痛になりそうだ。亜月にマッサージを頼むことになるかもな」

「あー、あたしマッサージあまり得意じゃなくて」

「前と言ってること違わないか!?　つーか、普通に上手うまかっただろ！」

　水まきホースを片付けると、縁側に移動して亜月の隣に座る。

　マジであっちぃ。俺もアイスほしい。

「ねえ、先輩。あたしのクローゼットに入ってないでしょ？」

「は？　女子のクローゼットを漁あさる趣味はねぇよ」

　ナース服に着替えたときに入っていった、ウォークインクローゼットか。

「あのクローゼット、実はお姉ちゃんとの共用なんですよ。あたしの部屋からもお姉ちゃんの部屋からも入れるんです。何年か前からサイズが同じなんで、服がシェアできますからね。共用にしたほうが便利なんです。まあ、七割……八割？　九割くらいはあたしの服で埋まってますけど」

「お姉ちゃんを我慢させすぎだな、おまえは」

「あの人は気にしてませんよ。普段着は少ないから部屋のタンスに入りきるくらいだし、天詞の仕事で必要なフォーマルなヤツは、セイラがどこからか持ってきますし」

「つっても、共用なら彩陽にも使わせてやれよ……って、なんの話だ？」

「いえ、お姉ちゃんは武道を習ったついでにマッサージとかも習ってたんですよ。稽古の前と後で身体をほぐすのは大事ですからね」

「ますます、なんの話だか──」

　そこまで言って、はっとなった。

　彩陽と亜月の部屋はクローゼットで繫つながっている。

　マッサージを受けたとき、俺はうつ伏せになっていて亜月の姿を見てない。

　そういえば、なぜか起きたときに亜月だけでなく彩陽もベッドにいた──

「待て！　あのとき俺にマッサージしてたのは亜月じゃなくて──!?」

「さて、どうでしょう？　真相は常に闇の中──」

「おまえが答え知ってんだろ！」

　俺が知らぬ間に、俺が好きな子が俺の腰に乗っかって俺にマッサージをしていた!?

　うつ伏せになった隙に、彩陽がクローゼットを経由して亜月の部屋に入ってきて。

　妹と入れ替わり、亜月のフリをしてマッサージを……？

　彩陽のモノマネもだいぶ進化しているとはいえ、気づかないなんて……。

「まー、ちょっと面白いかと思ったんですけど」

「あっさり認めるのかよ。彩陽まで一緒になって、なにしてくれてるんだ？」

「先輩が寝落ちしたら、あたしもお姉ちゃんも眠くなっちゃって、もうそのままベッドにダイブしちゃいましたね。あたしは勉強、姉は鎌倉の妖怪たちとのバトルで疲れてましたし。二人ともあんな窮屈なナース服、着てられませんでしたね」

「……だからって、やりすぎだろ！　つか、彩陽もナース服に着替えてたのかよ！」

　ちゃんと見ていれば、床に落ちてたナース服が二着あると気づいたかもしれない。

　そういや、ナース服は予備があるとか聞いたような気もする……。

　それにしたって、俺と同じベッドで寝た上に、下着姿になるとか。

　どんだけ疲れ切ってたんだよ、おまえら姉妹は。

「ええ、本当にやりすぎですよね。まさか、姉があそこまで言うとは。焦あせりましたー」

「あそこまでって……」

　彩陽は、そんなに妙なことを言っただろうか……？

　亜月が言いそうな台詞せりふを上手くトレースしていたが、特別なことは──




〝風堂くんのこと、好きです〟




「あ」

　そうだ、亜月が彩陽のモノマネをしてそんなことを言っていた。

　亜月が彩陽のモノマネをしていると見せかけて、実は本物の彩陽だった……？

　自分でもなに言ってるんだと思うが、そうとしか説明のしようがない。

　単なる亜月のモノマネだったのか、それとも〝彩陽〟としての言葉だったのか？

　もしも後者だとすると、俺が知らぬ間に告白はもう一つあった……？

「焦っちゃった亜月ちゃんはチャンスを狙ってたわけです。お姉ちゃんを出し抜くチャンスをね」

　亜月は意味ありげに笑うと、自分の唇に手を当てた。

　あの不意討ちのキスにそんな理由があったのかよ……。

　もしかすると──あの静かな告白も？

　亜月の行動は勢い任せのようで、たいてい理由があるから……俺も惑わされてしまう。

「風堂くん、亜月ちゃん、冷たい麦茶ですよ。淹いれたのはセイラですけど」

　そこに、彩陽がトレイに麦茶を三つ載せて運んできた。

　まるでお嬢様のような真っ白なワンピース姿だった。実際、お嬢様なんだが。

「あ、お姉ちゃん、バレちゃった」

「バレたって……なにがですか？」

「なにがって、あははｗ　クローゼットで入れ替わ──」

「亜月ちゃん！　言っていいことと悪いことがありますよ！」

　彩陽は麦茶が載ったトレイを片手で持ったまま、さっと座って妹の口を素早く塞いだ。

　麦茶がこぼれるどころか、揺れてすらいない……なんて軽やかな身のこなしだ。

　あと、バレちゃったじゃなくて、バラしたんだろうが。

「……彩陽。おまえも亜月の笑顔を引き出せるみたいだな」

「わたしが見たかった笑顔とは違います……」

「なんか、あたしがわかんない話をしてる？　お姉ちゃん、意外と油断も隙もないよね」

「ええ、そうですね。わたしは亜月ちゃんみたいに可か愛わいくはありませんが、他のことでは負けませんから」

　バチッ！　──と天詞姉妹の間で火花が散ったような……。

[image: ]

「お、おい、おまえら……」

「風堂くん、気にせず麦茶をどうぞ。おかわりはいくらでもありますよ」

「そ、そうだな。ありがとう」

　彩陽から麦茶のグラスを受け取って、ごくごくと飲む。

　クソ暑い日に冷え冷えの麦茶は最高だが──今は、暑いというより熱い。

　彩陽と亜月から、燃えるようなオーラが漂ってねぇか……？

「あと、すみません。セイラが人使いが荒くて……亜月ちゃんの家庭教師が本業なのに」

「……いや、かまわないさ。彩陽も一緒に勉強するか？」

「あ、ごめんなさい。わたし、このあと天詞の関係で出かけないといけなくて」

「ああ、そうなのか」

　とりあえず、鎮火したようで安心しつつ──

　どうやら、彩陽はすべてを切り捨てるのはやめてくれたようだ。

　妹が勝手に彩陽のフリをして動き回るのも怖いだろうしな。

　亜月に天詞の仕事までさせるのはさすがに悪い気がしてたから、俺もほっとした。

「たぶん、切り捨てたくてもできなかったでしょうね。わたしには──捨てられないことがたくさんあるみたいです」

「だろうな。彩陽は──大事なものは捨てられないだろ」

　俺が亜月と組んで暴挙に及ばなくても、彩陽はいつもの彩陽のままでいてくれたのかも。

　それは、まだ俺の告白を受け入れてくれる余地が残ったってことでもある。

　一度しかない高二の夏、勝負を仕掛けるには絶好の機会だからな。

「わたし、勝ちをあきらめたわけではないですよ？　風堂くんが好きに……こ、好意を持ってくださったのは、あなたに勝っていたわたしですよね。だったら、わたしは強い天詞彩陽のままでいますよ」

「望むところだ。そういう彩陽に勝ってこそ意味がある。次も俺がトップを獲とる」

「むむむ……」

　亜月も麦茶を飲みながら、俺と姉を睨にらんでる。

「なんか、ちょっといい雰囲気になってる……ただでさえ、あたしより先にお姉ちゃんのほうが先輩と会ってたって話、納得いかないのに」

「え？　その話、おまえに教えてなかっただろ？」

「あ、わたしが昨夜亜月ちゃんに教えました。話しておいたほうがいいかと思いまして」

「話す必要、全然ないと思うが……」

　俺たちの間で隠し事は厳禁になったのか？

　彩陽と亜月、情報が筒抜けになるのはちょっと怖いんだが。

「くーっ、実はあたしと先輩が幼おさな馴な染じみとか！　そんな展開はないんですか！」

「ねぇよ」

　俺ん家ちと天詞家、幼くして馴染むには遠すぎるしな。

　そんな接点はないことは断言しておこう。

「もう、幼馴染みなんかよりよほど濃い関係ですしね、わたしたち……」

「…………」

　彩陽がしみじみ言ってるが、なんか凄すごい台詞じゃないか？

　どうやら俺と彩陽も、ただのクラスメイトじゃないと思っていいらしい。

「ま、最後に笑うのはこの亜月ちゃんですけどね！　なんといっても、可愛いから！」

「自信を取り戻してるな！」

　俺たちの関係はさらにねじ曲がって、複雑に絡からみ合いつつあるようで──

　一度きりの高二の夏は、忘れられないものになるのは間違いないようだ。











あとがき






　こんにちは、そしてお久しぶりです。鏡かがみ遊ゆうです。

　ちょっと間が空いてしまい、ごめんなさい。なんとか２巻をお届けできました。

　１巻はご時世的にまだ厳しい時期の発売でしたが、手に取っていただいた皆様には感謝しかありません！

　１巻のご感想など拝見して、好評なようでありがたく思うと同時に２巻はもっと面白くしなければとプレッシャーが大変なことに……！

　２巻は妹に可か愛わいさで負けているお姉ちゃんこと、彩あや陽ひ編でもあります。彩陽は、正統派ヒロインあるあるですが、１巻初稿ではあまりキャラが立ってなかったんですよね。ギャルゲーなどでも見かける、メインヒロインの人気がイマイチという現象にも通じるかも。そこで二稿三稿と何度か修正しつつ彩陽の、天然キャラを強化していったら、そこはかとないポンコツ感も出て、可愛くなってくれました。２巻ではポンコツが悪化……いえ、さらに可愛くなったかなと。

　ご感想でも「むしろ姉のほうが可愛い」というものもあり、亜あ月づきはぐぬぬと悔しがるでしょうけど、作者としては大変満足しています。タイトルで言ってることと違うじゃねーかと思われそうですが……まあ、可愛いヒロインは何人いても困りませんし。

　もっとも、メインヒロインはあくまで亜月ちゃんです。今巻でもウザウザと可愛いですよね！　理り玖くと亜月の掛け合いは無限に続けられるくらい、書いていて楽しいんですよ。ページ数は有限なので涙を吞のんで抑えてますが。




　ところで今回は原稿アップギリギリで担当さん交代などもなく（二度もあったらびっくりですが）、普通に作業が進行して普通に終わりました（あとがきのネタに困るなー）。




　なつめえり先生、今回もありがとうございました！　天あま詞つか姉妹はコロコロ入れ替わったりして、描き分けがややこしくてすみません！

　担当さんたち、編集部の皆様もありがとうございます！

　この本の制作・販売に関わってくださった皆様もありがとうございます。

　そしてなにより、読者の皆様に最大限の感謝を！

　それでは、またお会いできたら嬉うれしいです。


鏡遊
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